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　神が休むとき、世界に悪がはびこる








◆◆◆






　海を見下ろす断だん崖がいの突端に、小さな石せき碑ひが置かれている。かつてこの地で行われた戦いで、亡なくなった者たちの慰い霊れい碑ひだ。

　設置された当初は、訪れる人もいただろう。けれど戦いから何年も過ぎ、今は海鳥ぐらいしかやってくるものはいない。

　一羽の海鳥が、石碑の上で羽を休めていた。そこに珍めずらしく一人の人間がやってきたが、海鳥は人を恐おそれないのかそのままじっとしている。するとそれが気に入らないのか、いきなり石が鳥に向かって投げられた。

「鳥は嫌いだ……自由に空を飛んで、高みから人のことを見ている。おまえたちは何を見てきた。そして今、何を見ているんだ……」

　深くかぶったマントのフードが風で揺ゆれて、銀色の髪が現れる。それを見た途端に、鳥は勢いよく石碑の上から飛び立ち、一気に空の高みへと上っていった。

　そして鳥は、ゆっくりと旋せん回かいし始める。その様子は、地上で行われているあらゆることを、見守ろうとしているかのようだった。








◆◆◆






　平和な国でも、恐ろしい闇やみはある。夜の街道がそれだ。

　日が暮れる前に、宿場にたどり着ければいいのだ。けれど毎日が、そうそう順調だとは限らない。馬車の車輪が壊れたり、馬が体調を崩すことだってある。

　その荷馬車は、まさにそんな不運に見舞われていた。荷が重すぎたのだろう。出がけに車輪が一つ壊れ、直すのに思わぬ時間がかかってしまったのだ。

　積み荷は、今日の漁で捕れた新鮮な魚や海え老びだ。夕方までには都に運びたかったが、辺りはすっかり暗くなってしまっている。

「まいったな。朝市までに間に合えば、いい値で売れるんだが」

　魚を商う男は、びくびくしながら闇に目を凝こらす。もう少し行けば、ゴシュラム王国の都、ソードにたどり着く。

　豊かな国には、豊かな人々が住んでいる。いいものを持っていけば、品物は飛ぶように売れた。

　馬ば頭とう岬みさきで捕れた新鮮な魚は、特に人気があるのだ。夕市には出せなくなってしまったが、朝市で少し値を引いて売り出せば、いい稼かせぎになるだろう。

　問題は夜になってしまったことだ。首都の市場に着けば、どんな深夜だろうと安心だ。民を大切にする王は、市場など人の集まる場所には、常に兵を常じよう駐ちゆうさせていて、人々の安全を守ってくれている。

　そこにたどり着くまでが心配だ。特にこの街道には、最近、盗とう賊ぞく団だんがよく現れる。彼らは不思議と見回りの兵が来るときには、絶対に姿を見せない。今夜はどこにも兵の姿がないから、荷馬車を繰くる男は不安で仕方なかった。

「あっ……まずい」

　前方に松たい明まつの灯ひが見えた。目を凝らせば、数頭の馬の影が見える。こんな時間に数頭の馬に乗って、誰だれかを待ち構えているとなったら、盗賊と思って間違いはないだろう。

　命は惜おしいが、魚も惜しい。海からの恵みを、幸福な人々の食卓に届けることを、男は生き甲が斐いにしていた。

「ゴシュラムへの荷か？」

　低い声が聞こえるが、声の主ぬしのいる場所は暗くて、その顔もはっきりと見ることはできなかった。

「どうか、ご勘かん弁べんを……。高価なもんじゃねえです。昼に捕れた魚ですから」

「魚か。どうりで臭いはずだ」

　そこで数人が不気味に笑う。

　金でも差し出せば、荷を盗とられるだけで済むのだろうか。けれど男は、漁師たちから魚を買うのに、今日の持ち金はすべて使ってしまっていた。

「海老はあるか？　馬頭岬から運んできたんだろう？　あそこの海老は旨うまいからな」

　男の額ひたいに汗が滲にじむ。海老はまだ生きていて、一番いい値で売れるはずだった。

　家で待っている女房と、幼おさない子供たちの姿が過よぎる。海老はすべて売ってしまうから、滅めつ多たに食べられないと文句を言う女房のことを思い出し、こんなことならけちらずに、もっと食わせてやればよかったと思った。

「命まで取ろうとは言わない。馬車も返してやってもいい。それがなければ、明日から食うにも困るだろう。だが、今夜の荷は置いていけ。これは……通行税だ」

　闇でもはっきりとわかるほど、ぎらつく剣が見えた。男は低く呟つぶやく。

「神様……おれは、何にも悪いことしてねえのに……こりゃあんまりだ」

「恨うらむなら、愚おろか者の王を恨め」

「いや、王様より、あんたらを恨むよ」

　正直だったのがいけなかったかもしれない。盗賊の剣は男に向けられていた。

　もう終わりかと思った瞬間、盗賊の体に真っ黒な矢が突き刺さった。こんな暗闇の中で、どこから狙ねらっているのだろう。矢羽まで黒いので、どこから飛んできているのかもわからない。

「罠わなだったのか？　おまえも兵の仲間か！」

　盗賊の一人が、叫さけんで男に向かって突進してきた。慌あわてて御ぎよ者しや台だいから飛び降りようとした男は、暗い森の中から現れた全身黒ずくめの騎士が、盗賊を剣で薙なぎ払ってくれたのを見た。

「黒い騎士……まさか、伝説の……」

　真っ黒な甲かつ冑ちゆうに兜かぶと、マントも黒なら、乗っている馬の毛並みすら黒い。

　この街道には、昔から黒騎士伝説というものがある。盗賊が増えてくると、どこからともなく黒ずくめの騎士が現れて、善良な人々を助けてくれるというのだ。

「ああ、神様、ありがとうございます。おれなんかのために、黒騎士様を寄よ越こしてくだすったのか」

　男はひたすら感謝の祈りを捧ささげた。その間にも黒騎士は、次々と盗賊を倒していく。男には騎士の強さなんてものはよくわからないが、黒騎士が特別なのはよくわかった。

　しまいには黒騎士に立ち向かう相手もいなくなり、盗賊たちは怪け我がをした仲間を引き連れて、森の奥へと姿を消してしまった。

　すると黒騎士は、さっさと行けとばかりに道の先を指差す。

「ありがとうございます、騎士様。もしお名前を教えていただけるなら、最上級の海老や魚を、お邸やしきまでお届けいたしますが」

　そんなものはいらないとでも示したのだろうか。黒騎士は、ゆっくりと顔の前で手を振る。馬上の姿から想像すると、背が高く力強い男のように思えたが、年齢まではさすがにわからなかった。

「それではこれで……行かせてもらいますが。命拾いいたしました。一いつ生しよう涯がい、決して、このご恩は忘れません」

　男は馬の背に軽く鞭むちを当てて、その場から離れた。黒騎士がどこに消えるのか見たいと思ったが、闇の中に消える場面を見てしまったら、神聖なものを汚けがすような気がしたのでやめておいた。

　けれど男は、この夜の奇き跡せきを黙だまっていることだけは、どうしてもできないだろうと確信していた。








◆◆◆






　山に登ると、広々とした下界が見渡せる。馴な染じみの建物も、おもちゃの家より小さくなり、人の姿など豆粒よりも小さくて、肉眼で捉えるのは難しい。

　視界を遮さえぎるものは少なく、空は手が届くほど近くにあった。白い雲が風に流されて、刻々と姿を変えていく様子を見ているだけで飽きない。

　隊列を組んで山登りをしていた若者の一団は、平らな岩場にたどり着くと、休んで辺りの風景を楽しんだ。

　視点を変えて世界を見ることは大切だ。地上から見ているだけでは摑つかめない世界を目まの当たりにすることによって、人間的に広い視野を持つことができるようになる。

　険けわしい山頂まで登ることは難しく、誰だれにでもできることではなかった。だが、三合目までを馬で行き、五合目までを徒歩で登ることは、体力のある者なら楽にできる。そこでゴシュラムの若者たちは、山登りを体力強化訓練としていた。

「しばらくの休憩の後、下山となる。あまり水を飲みすぎるな」

　今回、皆を引率している訓練隊長の声に、若者たちは『はいっ！』と、元気よく答えた。

　十三歳から十八歳までの、貴族の子し弟ていが参加している。すでに騎士の元に預けられて、訓練を開始している者もいるし、王立の学院舎で日々学んでいる者もいた。

　山登りなどという、危険をはらんだことをしているのに、その中に娘たちの姿もある。

　二十年前のゴシュラムだったら、レディと呼ばれるような娘たちが、男装をして山登りをするなど考えられないことだった。それを変えたのは、隣国のウラル王国から嫁とついできたシーナ王妃だ。

　シーナ王妃が生まれ育ったウラル王国は、隣国のハッシュウィルに攻め込まれた。そのときにシーナ王妃は、両親を殺されている。苦難の末に母国の再建を成したが、この教訓がここで生きているのだ。

　強い意志を持つ者ならば、たとえレディといえども、戦う術すべを身につけるべきだというのが、シーナ王妃の考えだ。幼少より兄と共に体を鍛きたえてきたから、シーナ王妃は戦乱でも生き延びたが、その実体験から出た考えだった。

　強国のゴシュラムといえ、いつ敵に攻め込まれるかわからない。そうなった時のために、レディといえども戦う力を身につけることは必要だろう。

　もちろんすべてのレディに、そんな力を持てと強制することはない。それでもゴシュラムの貴族の中には、レディというものは邸やしきの奥で静かに暮らしているべきだと、シーナ王妃の方針を快こころよく思わない者もいた。

「わたしたちにだって、登れたじゃない」

「ええ、まだまだ登れそうよ」

　そう言い合って、娘たちは喜んでいる。そんな中でも一ひと際きわ目立つ金色の髪をした美しい娘は、ゴシュラム王国の第一王女ミーナだった。

　金色の髪は、ゴシュラムでは珍めずらしい。母譲ゆずりの美しい髪は、ミーナにとって誇ほこらしいものの一つだ。

　青い瞳は、亡なくなった隣国の先王夫妻である、祖そ父ふ母ぼから受け継ついだものだろう。父親のゴート王の家系には、こんな色の瞳を持つ者はいないからそう思うのだ。

「ジュリア……見て、あれがウラルに続く街道よ」

　ミーナは自分より少し背の高い、赤毛の娘に向かって、うねうねと続く街道を指差して囁ささやいた。

「あの街道に、夜になると黒騎士が現れるんだわ」

「ミーナ様、あれは伝説です。まだ、あんな巷ちまたの噂うわさを信じてるんですか？」

　あっさりと否定するジュリアは、シーナ王妃の第一騎士、レディ騎士と呼ばれるジョージアの娘だ。ミーナより一月早く生まれたが、まるで双ふた子ごの姉妹のように、幼おさない頃から仲良くしていた。

　だからミーナは、ジュリアに隠し事はしない。思っていることを、何でも告げてしまう。

　宮中の人々が、その名前を聞くと眉まゆを顰ひそめる黒騎士に憧あこがれていることだって、包み隠さず伝えてしまうのだ。

「だって、ついこの間も、魚の行商の人が助けられたそうよ」

「また、そういう噂、どこで聞いてくるんです？」

「ラウル兄様……」

　ミーナには、ラウルとマリスという五つ上の双子の兄がいる。

　黒髪で父に似たマリスは、陰険で意地悪な面があるが、いつも冷静沈着で頭もよかったから、兄として頼りになった。

　ミーナと同じ金髪のラウルは、陽気で楽しい兄だ。けれど悪ふざけが過ぎて、しょっちゅう騒さわぎを起こしている。

「ラウル様ですか……」

　ジュリアも、そんなラウルのことはよく知っている。何しろミーナと一緒に、幼い頃から兄たちとも実の兄弟のように接していたからだ。

「ラウル様の言ったことでしたら、どこまで本当かわかりませんよ」

「そうね……だけどジュリア……わたしは、もしかしたら黒騎士は、兄様かもしれないと思ってるの」

「えっ？」

　鳶とび色の目を大きく見開いて、ジュリアはミーナを呆あきれたように見ている。けれどミーナは、自信たっぷりに持論を続けた。

「一番被害に遭あってるのは誰？」

「誰って……あの街道を利用する、旅人とか商人です」

「そうよ。あの街道は、海際から始まって、都を通ってウラル王国に抜けるわ。ウラルはお母様の出身地だし、兄様たちにしても思い入れのある国でしょ。ゴシュラムとウラルの民を守ろうとするのが黒騎士なのよ。どう思う？」

「どこの民かなんて、関係ないかもしれませんよ」

　醒さめた口調でジュリアに言われて、ミーナはむっとする。ずっと考えてきて、やっと今日口にしたのに、全く相手にされないのでは心外だった。

「じゃあ、なぜ、この街道にばかり現れるの？　他のところだっていいはずでしょ」

　ミーナの質問に、ジュリアが何とか答えようとしたとき、ひょろひょろと痩やせたジュリアの弟、ジュリアスがやってきた。

「そろそろ出発だって。姉様、水余ってない？」

「水は飲みすぎないようにって、隊長にも注意されたじゃないかっ」

　ジュリアは荒々しい口調で、一つ年下の弟を叱しかった。

「顔が埃ほこりだらけで気持ち悪いから、洗ったんだ」

「……もしこれが戦いくさの最中だったら、どうするつもりだ？　えーっ、いちいち、顔を洗ってからでないと戦わないのか？　それほどの顔かっ！」

　ジュリアは乱暴に、ジュリアスの頰を摘つまんでぐいぐいと揺ゆすった。そうやって争っていると、どちらが女かわからない。兄が妹を苛いじめているようにも見えてしまう。

「い、痛いって。姉様、顔に、傷でもついたら、どうするんだよっ」

「この軟なん弱じやく者ものがっ」

「そんな口調は母様そっくり。何もかも真ま似ねしなくたっていいじゃないか」

　二人が言い争っているのを見ながら、ミーナはため息をつく。この姉弟は、男女が逆に生まれるべきではなかったのか。それともあまりに強い母と姉に育てられて、ジュリアスなりに反発をしているのだろうか。

「では、下山するぞ。隊列を組め」

　隊長の声が聞こえると、ジュリアスはそそくさと逃げていった。

「男のくせに……埃って……ああ、情けない」

　ぶつぶつと呟つぶやくジュリアの腕を、ミーナは軽く握にぎって慰なぐさめた。

「あれもきっと個性なのよ。個性は大切にするようにって、わたしは教わったわ」

「慰めてくれなくてもいいです。父は、いずれ国軍の将軍を目指してるし、母は王妃様の第一騎士。そんな家系なのに……あんな軟弱者で」

「しょうがないわよ。今はどんなに頑がん張ばったって、ジュリアやレディ騎士には勝てないんだから、いじけてわざと弱いふりをしてるのかもしれないわ」

　ジュリアスはまだ十四歳だ。三年もすれば、今とはがらりと雰ふん囲い気きが変わって、男らしくなるだろう。

　双子の兄が十六歳を過ぎたあたりから、急に大人おとなっぽくなってしまったことを、ミーナは思い出す。

　自分も同じような年頃になったけれど、体は丸みを帯び、女らしくなっていくばかりだ。

　それが不満だと言ったら、叱られるだろうか。

　この国の王位は、双子の兄のどちらかにいずれ譲られるのだろう。別に王位に固こ執しつしているわけではないが、同じ兄妹なのに、自分だけが対象外となっているのが寂さびしい。

　もしミーナが、兄たちのように強かったらどうだろう。

　毎年行われている武術大会で、一度でも優勝できたら、ミーナにもこの国を継ぐ機会は与えられるのだろうか。

　政まつりごとが大変なことぐらい、ミーナだって知っている。自分が父のように、近隣諸国からも良王として褒ほめ称たたえられるような存在になれるなんて思ってはいなかったが、それでも女だからと無視されるのは納得いかなかった。

「ジュリアは、黒騎士の正体は誰だと思う？」

　またもやその話をしてしまった。今のミーナの関心事は、そればかりだからどうしようもない。

　同じ年頃のレディたちは、婚こん姻いん相手となる殿方のことで、頭がいっぱいになる頃らしい。ジュリアも同じように、全くそういったことに関心がないからいいが、他のレディといるとミーナは苦痛に感じる。

　何しろ彼女たちが興味を持っているのは、双子の兄のことばかりで、ミーナはいつも質問攻めにあうのだ。昨日は何をしていたのかとか、婚約するような相手はいるのかとか、毎回、同じような質問をされてうんざりしてしまう。

「またその話ですか？　あれは、ただの伝説です」

「そうかしら？　何年もその話は聞かなかったのに、どうしてまた最近、黒騎士が出てきたの。それもおかしい」

「ミーナ様、お願いですから、自分の目で確かめに行くなんて、恐ろしいことは言いださないでくださいね」

「……ま、まさか……そんな恐おそろしいこと……」

　するわけがないと言いたいところだが、ジュリアの言葉で逆にミーナはそんな手があったのかと知ってしまった。

　夜の街道が恐ろしいのは、魔物がいると思われているからだろう。けれど魔物なんてものは、とうにこの国からは姿を消した。

　恐ろしいのは盗とう賊ぞくだろうが、ミーナだって腕には自信がある。総合点では双子の兄とジュリアには負けるが、武術大会の弓矢部門でだけは、いつも優勝しているのだ。

　もし敵国が攻めてきたら、戦いの場で足手まといになってはいけない。王女でも、甲かつ冑ちゆうを纏まとって戦うべきだと、母には教えられた。

　今なら十分に戦える自信はあった。

　黒騎士の正体は、絶対に兄たちだと思う。二人同時に現れないが、もしかしたら交代でやっているのかもしれない。

　父は盗賊に手を焼いているが、国軍を派遣すると逃げられてしまう。どうやら内通者がいるようだ。だから黒騎士が現れて、国軍に代わって盗賊退治を始めたんだと、面おも白しろそうに話していたのは兄のラウルだ。

　武術大会が近づいているから、腕試しをしたいのだろう。そのついでに盗賊退治ができるのだから、いいことばかりだ。

　そんな楽しいことを、兄たちだけでやっているのはずるいと思う。

　女であるというだけで、いつだって自分は除のけ者だ。それがミーナには気に入らない。

「ミーナ様、もしかしたら黒騎士は彼かもしれませんよ」

　ジュリアが突然、山道を一人で歩いてきた若者を示した。

「クラウド？　あの治療院の？」

　茶色の髪をした背の高い男クラウドは、母親のレディ・サナが開いた治療院で働いている。まだ十八歳なのに、ウラル王国の神官から学んだ医学に長たけていて、しかも熊を倒せるほど強かった。

「熊が町外はずれに現れたときに、戦ってやっつけたのは彼ですよ」

　ジュリアはおかしそうに言う。こうやって話を向けると、ミーナがどきどきする様子が見ていておかしいのだろう。

「そうよ、そうだわ。忘れてた……」

　クラウドは皆に会え釈しやくだけすると、さっさと走るようにして危険な山道を駆かけ下りていく。その背中にある籠かごには、貴重な薬草や茸きのこが入っているのだろう。

「クラウドが武術大会に出ないから、毎年、兄様たちが勝ってるのよ。彼にしてみたら、武術大会なんて遊びにしか見えないのかしら」

　ため息交じりにミーナは呟く。

　無口で無ぶ愛あい想そうなクラウドは、同じ年頃の貴族子弟と交遊することはない。いつでも山に入って薬草採とりをしているか、治療院で怪け我が人にんや病人の世話をしている。

　彼が本当は強いということは、熊退治の事実がなかったら、気付かれないままだっただろう。

「クラウドが黒騎士、ありえるわね」

「ほらね、そうやって当てはめていったら、みんな疑わしくなってしまいます。ミーナ様、もうそんなことばかり考えてないで、武術大会までしっかり弓矢の稽けい古こをしましょう」

　少しばかり先に生まれたからなのか、ジュリアは時折姉のように振る舞う。そうされても仕方ない子供っぽさが、ミーナにあるのも事実だった。

「うーん、兄様とクラウドか。もしかしたら、もっと大人の騎士？」

　王を守る近この衛え騎士団の顔を、一人一人思い浮かべる。そうしているうちにも、どんどん山を下りてきていて、鬱うつ蒼そうと茂る森の樹木が邪魔で風景も見えにくくなっていく。

　遮さえぎるものがあると真実は見えない。真実を見るには、やはりよく見える場所に行かねばいけないのだ。

　ミーナは真実を知りたくてたまらない。どうやら好奇心という毒どくに、侵おかされてしまったようだ。
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　城に戻ると、土つち埃ぼこりで汚れた顔と手足を洗い、ドレスに着替えた。夕食は両親、それに兄たちと共に摂とるが、そのときには必ずドレス姿でいなければいけないのだ。

「姫様、また手足に傷がございます」

　ドレスの着替えを手伝っていた女によ官かん長ちようのヒルダに言われて、ミーナは思わず背筋を伸ばす。

「たいした傷じゃないわ」

　姫君とはいかに上品で、しとやかなものかとお説教が始まりそうだ。母より手て強ごわいヒルダは、ミーナにとってもっとも苦手な相手だった。

「いいえ……たいした傷です。王妃様さま譲ゆずりの、艶つややかで美しいお肌はだをしていらっしゃるのに、生なま傷きずが絶えないとはどういうことでしょう」

「今日は山歩きの日ですもの」

「あのような訓練、もうおやめになるべきです……。ゴシュラムのレディには、必要のないものに思いますが」

　ヒルダは祖そ母ぼの皇こう太たい后ごうに仕えていた女官だ。五年前に皇太后が亡なくなってから、ミーナ付きの女官となった。

　どうしてこんな厳しい女官を付けたのだろうと両親を恨うらみたいところだが、ゴシュラムにはこれまでいなかった、自みずから戦う后である母では、本格的な姫君教育ができないと思われた結果だろう。

「姫様は、いずれ隣国の王家に嫁とつがれるか、この国でも位の高い貴族に嫁がれる身。平和なゴシュラムに生まれ育ったのですから、国に攻め込まれた王妃様と同じように、そのような荒ぶることをなさらなくてもよいのです」

「……そうね」

　十五歳になってしまったから、そろそろ縁談が持ち込まれるだろう。そんなものよりも、黒騎士の正体を知るほうが、ずっと興味がある。ミーナの考えていることを、ヒルダが知ったらどう思うだろう。

　ミーナはジュリアスの気持ちが、ジュリアよりもわかってあげられる。武芸に秀ひいでた騎士の家系に生まれたせいで、ジュリアスも逞たくましい騎士になることを求められているのだが、本人はそれを望んでいない。

　こっそりとミーナにだけは打ち明けてくれたけれど、ジュリアスは、母方の祖そ父ふがやっている、香こう油ゆや紅べにを作る仕事に興味があるのだ。

　騎士になどなりたくはないのだろうが、ミーナが助けてあげることはできない。その家ごとに決まりはあるのだから、いくらミーナが王女でも、余計な口出しはいけないだろう。

　王女だからといって、特別な力があるわけではなかった。むしろいろいろな制約があって、不自由なぐらいだ。

　自分ではどうすることもできない運命によって、王女という身分に生まれてしまったのだ。大人おとなしくすべてを受け入れればいいものを、ミーナの中にはいつも不満がくすぶっていた。

「心惹ひかれる殿方と巡めぐり合えば、姫様も変わられることと思いますが……残念なことに、お二人の王子より優れた殿方を見つけることは、この国では至難でございます」

　ヒルダがため息交じりに言う意味は、ミーナにもよくわかる。高位の貴公子で、あの双ふた子ごの兄たち以上に魅力的な者はいない。彼らは必死でミーナの気を惹こうとするが、そんなことをされればされるほど、ミーナの気持ちは醒さめてしまう。

　侍じ女じよたちによって、髪が綺き麗れいに結い直される。城の庭園から摘つまれたばかりの花が飾られ、腕の傷跡は白粉おしろいを塗って隠された。

　こうして装うと、ミーナはとても美しい王女だ。

　けれどミーナ自身は、自分の価値を認められないでいる。何が不満というわけでもないのだが、自分に満足したことがない。

　食堂に行くと、すでに兄たちは席に着いていた。ミーナを見て、ラウルはふざけた口調でいきなり切り出す。

「どうやらミーナは、黒騎士に夢中らしいな？」

「……」

　ジュリアが喋しやべったのだろうかと、ミーナはむっとする。するとマリスがすかさず、ジュリアのために釈しやく明めいしてきた。

「山歩きのときに、迂う闊かつなことを口にするものじゃない。ミーナは警戒心がなさすぎる。自分が常に注目されているということを忘れるな」

「ジュリアが喋ったのではないのね？」

「他の連中にも、聞こえるような声で話すからいけないんだ」

　マリスは眉まゆを寄せて、いかにも怒ったような顔をする。そんな顔は父王にそっくりだった。

「おかげで僕らが黒騎士なのかって、さんざん訊きかれたんだからな」

　ラウルは迷惑そうに言ってはいるが、その顔には全然迷惑ではなく、むしろ誤解されたことを楽しんでいるといった表情が浮かんでいる。

「本当にお兄様たちじゃないの？」

「はっ？　ミーナ、想像力が豊かなのはいいけど、僕らはそんなに暇じゃない。そうだろ、マリス？」

　同意を得ようとラウルはマリスを見るが、マリスは相変わらず怒ったような顔で、ミーナをじっと見つめていた。

「暇とかそういう問題じゃない。いいか、ミーナ。黒騎士のやっていることは違法だ。盗とう賊ぞく団だんは、国軍も追っている。彼らを逮たい捕ほし、司法の手によって罰を与えるべきなんだ。いくら悪とはいえ、勝手に裁いていいというものじゃない」

　マリスはすぐに、堅苦しい話にしてしまう。けれど言っていることは正しいので、ミーナには反論などできなかった。

「国軍だって、地道に盗賊団の捜査をしているんだ。なのに捕まえられないのは、内部に内通者がいるせいだと疑われている。私は……少なくともゴシュラムの国軍には、そんな恥はずべき兵はいないと信じているが」

「そりゃ信じたいさ。だけど国軍が行くと、街道のどこにも盗賊団の姿はない。彼らのアジトでも見つかればいいけれど、それもまだ見つかってないとなると……内通者がいるって思われるよな」

「国軍への信頼が揺ゆらいでしまい、どこの誰だれかもわからない黒騎士なんて者に、庶しよ民みんの人気が集まるのは、好ましいことじゃない」

　こうやって話し始めると、最初はミーナに向けられていた視線も、自然と外はずされていく。そんな難しい話をしても、どうせミーナにはわからないだろうとでもいうように。

「単なる腕試しだろう？　そのうちに、やられて引退するよ」

「黒騎士に憧あこがれて、真ま似ねする者が出てきたらどうする。腕も立たないのに、盗賊団に挑いどもうなんて愚おろか者が増えたら困るだろ」　

「庶民だけならいいけど、貴族にまで信奉者が現れたら困るよな。なのにミーナ王女が、率先して黒騎士様ーって、叫さけんでるんだから」

「わたしがいけないの？」

「いけないなぁ。黒騎士様に興味を持つのは、やめといたほうがいいよ」

　ラウルの言葉に、ミーナは傷つく。

　兄たちが黒騎士ではないかとの疑いを、まだ捨ててはいない。もしかしたら兄たちは、ミーナの関心を逸そらすために、わざと非難めいた言い方をしているのかと、つい深読みしてしまう。

「ミーナはつまらないことに興味を持ちすぎる。それよりも、レディとして学ばなければいけないことがあるだろう？」

　マリスの言い方は、ますます父王にそっくりだ。

「マリス兄様、お父様みたい」

　思わず言ってしまうと、ラウルが笑いだす。

「そうさ、マリスは父上みたいな王になりたいから、何でもそっくり真似するんだ」

「……ラウル、そんなことはない。王になるのは、まだどちらとも決まってないんだ。軽率な言い方は慎つつしめ」

「僕は別に王にならなくていい。それより、自由に世界中を旅したいな」

「またそんな夢みたいなことを」

　けれどラウルだったら、夢では終わらせない。王子だからといって、両親もそれで反対することはないだろう。

　むしろ見聞を広める意味でも、いいことだと推すい奨しようするかもしれない。

　同じことをミーナが言っても、すぐに反対される。特に父は、反対するだけでなく怒りだすに決まっていた。

　母ならわかってくれるだろうか。

　けれど母とは、そんな話はなかなかできない。仲がいいのはいいことだが、母の側そばにはいつも父がいる。二人きりで話したいなどと言おうものなら、部屋の外でずっと足音も荒く歩き回っているだろう。

「陛へい下か、ならびに、王妃様のおなりであります」

　侍従長が気取った言い方で、両親の訪れを告げた。ミーナは立ち上がり、ドレスの裾すそを摘つまんで、作り物の笑みを浮かべて両親を出迎える。

　心の中では、暗い森がざわついていた。そこでは今夜も黒騎士が、闇の中から姿を現し、盗賊団の動向を窺うかがっているのだ。

　それともここで楽しげに食事をした後で、二人の兄のうちのどちらかが、黒い甲かつ冑ちゆうを身に纏まとって、出掛けていくのだろうか。

　黒騎士が兄たちでないとしたら、さっきの辛しん辣らつな言葉の裏には、嫉しつ妬と心しんが含まれていたのかもしれない。ここ数年、常に武術大会でどちらかが優勝している二人にとって、自分たちよりも強いかもしれない存在は気に入らないはずだ。

　静かに食事が始まる。その間も、ミーナは黒騎士のことばかり考えていた。

　一度でいいから会ってみたい。そして正義のためにやっているのか、または別に目的があってやっているのか、詳しいことを教えて欲しかった。

「王女は山歩きで疲れているのか？」

　父に言われて、ミーナは慌あわてて顔を上げる。

「ああいった蛮ばん行こうは、そろそろ卒業するべきだろう」

　蛮行と言われたが、山登りがそんなに野蛮な行為だろうか。大人しく隊列を組んで、坂道を登って、帰りは下ってくるだけだ。それすら禁止されそうで、ミーナはうんざりしてくる。

　母が助けてくれるかと思ったが、そうではなかった。何か気がかりなことがあるのか、浮かない顔をしている。

「黒騎士などと呼ばせて、勝手なことをする者が出没しているようだ。街道の安全を確保するのは急務だが」

「陛下、食事の席での話題としては相応ふさわしくありませんわ。特に、王子と王女は、そういった話題となると敏感ですから」

　さりげなく父の言葉を止めたのは、もしかしたら母もミーナと同じように、兄たちがしているのではないかと疑っているのだと感じられる。

　有り余る正義感を持って生まれたのはいいことだ。けれどそのために、我が身を犠ぎ牲せいにしかねない。それを母は憂ゆう慮りよしているのかもしれない。

「武術大会が近いからな。危険な腕試しなど、しないことだ」

　やはり両親も疑っている。マリスはここまで言われれば、決してやろうとはしないだろう。けれどへそ曲がりなところのあるラウルだったら、続けてやりかねないとミーナも心配になってきた。

　本当に兄ではないのか。

　ミーナは気になって、もはや食事を味わうどころではなくなっていた。
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　夜に城を出るのは不可能だ。門番がしっかりと、裏門と正門の見張りをしている。深い濠ほりが城の周囲を取り囲んでいるから、橋を渡らないと城から出られない。

　攻め込まれることを考慮して造られた城は、逆に中に暮らす者の出入りも制限する。ミーナは窓を開き、城門の先にある道をずっと見つめていた。

「姫様、夜風は体に毒どくです。窓を開いて眠ると、夢む魔まが訪れると昔から言いますし……」

　ヒルダに言われて、ミーナは渋々窓を閉じた。

「羽があったら、どこにでも飛んでいけるのに」

「そのようなことは、幼おさない者が見る夢です。それより姫様、私は明後日より、尼に僧そう院いんへ慰い問もんと祈き禱とうに参りますので、その間静かに暮らされますように」

「……尼僧院」

　厳密な宗教のないゴシュラムだが、古くからの神を祀まつる場所はある。尼僧院もその一つで、そこでは身寄りのない貴族の老婦人たちが、祈りながら静かに暮らしていた。

　亡なくなった祖そ母ぼの皇こう太たい后ごうは、よく尼僧院を訪れていた。熱心に祈りを捧ささげ、多額の寄き進しんをしていたから、いつも来訪を待ち望まれていたものだ。

「女によ官かん長ちよう、何日くらいいらっしゃるの？」

「一月にはなると思います……。皇太后様亡き後、本来なら王妃様がいらっしゃるべきだと思いますが、何しろご多忙で……」

「母上が多忙なのは、父上に責任があると思うわ。いつでも一緒にいたいのですもの、一カ月も尼僧院になど行ったら、寂さびしくておかしくなってしまうでしょ」

　にこやかに話しながら、ミーナの脳内では様々な思いが交こう錯さくしていた。監視の少ない尼僧院なら、自由に抜け出すこともできるかもしれない。

「では、わたしが母上の代わりに行こうかしら」

「はっ？　姫様がですか？」

「ええ……いつも危ないことばかりしているし、たまには静かに祈りなどして、心を落ち着かせてみたいわ」

　悪いことをしているという自覚はないけれど、やはりこれは悪いことなのだろう。

　神を利用しようなどと企たくらんだら、やはり罰ばちが当たるだろうか。

　上う手まく抜け出せたとしても、ヒルダはすぐにミーナの行動に気がつく。どうやって誤ご魔ま化かしたらいいのだろうと思っていたら、驚きで硬直していたヒルダが、自分の職務を思い出し、慌あわててベッドに横たわったミーナの体に毛布を掛けにきた。

「うっ！」

　そこで突然、ヒルダは苦く悶もんの表情を浮かべてしゃがみ込む。

　何しろヒルダも高齢だ。ミーナは驚いてベッドから飛び下り、ヒルダの体に手を添そえた。

「どうしたの？　どこか痛むの？」

「こ、腰が……ぎくっと……う、動けません」

「すぐに治療院から、人を呼ぶわ」

　ヒルダを自分のベッドに寝かせ、ミーナはすぐに侍じ女じよを呼び寄せて命じた。

「女官長が大変なの。治療院から誰だれか治療師を呼んできて」

　城から近い場所に救護院があり、そこでは親のない子供たちや、身寄りのない老人たちが暮らしていた。その横には、病やまいに罹かかった人々を治す治療院がある。

　ゴシュラムが近隣諸国より進んでいるのは、そういった施設を運営するのに、国費と共に貴族たちから多額の寄付があることだった。

　治療院では、隣国ウラルの神官たちが持っていた、様々な医学に関する知識を元に、新たな治療法を研究している。治療に携わる者は治療師と呼ばれ、その道を目指す者は身分にかかわらず学べるようになっていた。

　病人に昼夜はないから、この時間でも誰か治療師はいるだろう。そう思ってミーナは、ヒルダの腰をそっとさすってやりながら待った。

「姫様……お優しい……こと。いつも厳しいことばかり言って、心苦しく思いますが、それも姫様が、より素す晴ばらしい王女となられるためだと……」

「女官長、いいのよ。わかっているわ。皆がわたしを甘やかしたがるから、厳しくしてくれる人が必要なの」

「ご理解していただけましたか？　ご立りつ派ぱです、姫様」

「尼僧院には、わたしが行くから安心して」

　けれどミーナが、自由に抜け出すことができると見込んで、尼僧院に行きたがっているなんて知ったら、ヒルダも怒りだすだろう。

　これは偶然なのか。それとも神が与えてくれた、好機というものなのだろうか。

　ヒルダは痛そうにしながらも、ぽつりぽつりと思っていることを語りだす。

「私は最初、王妃様の育児方針に反対でした。姫君が剣を持って戦うなど、どこの野や蛮ばんな国の風習だろうと思ったのです」

「だけど、武術の腕があったから、母上は生き残ったのよ」

「それはそうですが、ゴシュラムではそのような必要などなかったのです」

　ゴシュラムは近隣諸国の中では、もっとも強大で豊かな国だった。兵の数も、民の数も多いから、侵攻される恐おそれは少ない。

　けれど母が生まれたウラルをはじめ、その他の国では微妙な争いが続いている。

「王妃様には、不思議なウラル神の加護がありました。けれど神はもう去られたし、元々がこの国の神ではありませんから、私たちは私たちの信仰を元に、古来からある姿で生きるべきなのです」

　つまりレディだったら、大人おとなしくしていろと言いたいのだろうが、こんなときにまで説教されてミーナはうんざりしていた。

「尼僧院に行って、心から祈られますように。そうすれば、気持ちも落ち着かれ、姫としての心構えも違ってきますでしょう」

「そうね……そう思うわ」

　この国のレディたちはおしとやかだ。それが当たり前だったのに、活発な母やレディ騎士が来たことで、何かが変わった。それを不満に思う年寄りも多いということだ。

　痛みに呻うめく合間に、まだくどくどと小言を口にしているうちに、治療師がやってきた。その一人がクラウドだったので、その姿を見たミーナはまたもや黒騎士のことを考える。

　クラウドは騎士ではないが、山中で熊や狼おおかみ、それに盗とう賊ぞくに狙ねらわれることを考えて、かなり鍛きたえているという。けれど黒騎士が出没している夜にも、こうして治療師として働いているとなると違うのだろうか。

「腰を……痛めましたか？」

　低い声でぼそぼそと喋しやべりながら、ヒルダの体に手を添そえている。押さえたところが悪かったのか、ヒルダはひーっと叫さけんでいた。

「高齢ですから、骨を痛めているとまずいんで、治療院に運びます」

「何ですって？　わ、私に治療院に入れと？」

「しばらくは歩けませんから」

　狼狽うろたえるヒルダを、クラウドは用意した担たん架かに乗せて、その体を縛しばり付けてしまった。

　ヒルダを気の毒だと思うけれど、ミーナはこれで自由になれると内心喜んでいた。

「あの、治るまでどれくらいかかります？」

　ミーナが訊きくと、クラウドはミーナの顔も見ずにぼそっと答える。

「一カ月かな……」

「まぁ、それじゃ、尼僧院に行っているのと同じくらいだわ。女官長、わたしがしっかりお祈りしてくるから、どうか安心して養よう生じようなさって。治療院の院長をなさってるレディ・サナは、お祖ば母あ様とも仲良しだったのでしょ。話し相手もいてよかったわ」

　ヒルダにとっても、いつも蛮行ばかりしているミーナの心配をしているより、皇太后との昔話などしていられるほうが、精神的にもいいだろう。

　ミーナはそうやって、自分を納得させていた。








◆◆◆






　ホウッ、ホウッと梟ふくろうが鳴いている。風は気まぐれで、時折激しく吹いては、木々の枝を揺ゆらした。空には半月が輝いていて、星たちも遠慮がちに煌きらめいている。

　静かな夜だ。

　甲かつ冑ちゆうは重く、腰に下げた剣も重い。けれど母は、ミーナと同じような年頃に、これらの装具を纏まとって戦ったのだ。

「わたしにだってできる……夜は怖くないわ」

　今夜で三日目になるが、まだ黒騎士には会えない。目的は黒騎士に会い、どうしてこんなことをしているのか話を聞きたいだけだとミーナは思っているが、こんな恰かつ好こうをしていると、つい自分も戦いたくなってしまう。

　自由を手にするために、背せ格かつ好こうのよく似た侍じ女じよと入れ替わった。最初侍女は、姫君なんかになれませんと抵抗したが、ただ毎日、大人おとなしく祈っていればいいだけだからと、強引に進めてしまった。

　尼に僧そう院いんでの生活は単調だ。皆で食事をし、その後はひたすら祈りを捧ささげる。合間には、歴史書や祈き禱とう文ぶんを書写するという仕事もあった。

　僧院長の話が、朝に一度だけあるが、それ以外に、互いに話をするような時間はない。王女ということで、皆より広い部屋を与えられたけれど、他に特別なことはない。これだったら、自由に外の世界を探索できるとミーナは張り切っていた。

　いけないことをしているとわかっていても、好奇心が抑えられないのだ。黒騎士は兄なのか、それともクラウドなのか。または父に仕える騎士の一人なのかと、気になってしようがない。

「もう少し先まで行ってみよう」

　馬を飛ばせば、夜明けまでには尼僧院に戻れる。日中は眠くても大丈夫だ。祈るふりをして、眠っていればいい。

　尼僧院では、誰だれもミーナのことを王女だと思っていない。王女付きの侍女だと思われているから、何をしていても気が楽だった。

　自由の意味がこれでよくわかった。誰にも注目されないこと、それが自由だ。

　夜に馬を走らせていても、誰も注目しない。たった一人で、好きなようにしていていいのだ。

　けれど自由には高い代だい償しようが必要だと、ついに学ぶことになってしまった。

　気がつくと背後から、複数の蹄ひづめの音が近づいている。ミーナは馬を止めて、背後を振り返った。

「見慣れない甲冑だな。こんな夜に、戦いくさ支じ度たくでどこに行くんだ？」

　いきなり話しかけられたと思ったら、すぐ近くまで怪あやしい風ふう体ていの男が近づいていた。

　兜かぶとはかぶっていないが、胴には鎧よろいを纏っている。月明かりでもわかるほど、使い古された傷だらけの鎧だった。

　髭ひげだらけの顔の中、目ばかりがぎらぎらしていた。その動きは俊敏そうで、油断なく手た綱づなを持つ手を離し、腰に差した剣に触れていた。

　しかもそんな男たちが五人もいる。

　自分は何を夢見ていたのだろうと、ミーナは血の気が引くのを感じながら思った。

　奇跡のように黒騎士が現れて、颯さつ爽そうと怪しい男たちを薙なぎ払ってくれると考えていたが、かなりの距離がある街道のどこかに黒騎士がいるという保証などどこにもないのだ。

　兄たちは城でもう休んでいるだろう。クラウドは治療院で病人の看護をしているはずだ。だとしたら、こんな夜に出歩いている黒騎士とは誰なのだ。そんなものは伝説で、現実にはミーナを助けてくれる者など誰もいないのだ。

　両親やヒルダを騙だまし、侍女を利用した悪事の罰ばつが、最悪の形で訪れた。

「小柄な騎士様だな。けどいい甲冑だ。剣も馬もいい……」

　男たちは、じろじろとミーナを見て品定めをしている。馬は確かにいい馬で、とても速く走るが、それでも五人を振り切って逃げられるだろうか。

　戦わないといけなくなりそうだ。そこでミーナの全身に震ふるえが走る。

　彼らは平気で人を斬きれるのだろう。けれどミーナは、これまで一度も実戦の経験がない。

　剣の稽けい古こはしているが、試合に使われるのは先を潰つぶしてある切れない剣で、打だ撲ぼくはしても切り傷が残るようなものではなかった。

　ここで戦えば、傷付くのは明らかだ。誰も手加減などしてはくれない。

「どっかの貴族のぼっちゃんか？　だったら生け捕りにして、身代金でも貰もらうとするか」

「いや、黒騎士を真ま似ねたバカな騎士だろ。人質になどすると面倒だ。馬と甲冑だけ奪えばいい」

　頭かしららしい男の一声で、ミーナの運命は決まってしまった。

　愚おろかなことをしたと思う。どれだけ後こう悔かいしてもし足りない。

　山に登って高みから見渡したら、自分たちの住む世界の狭さを感じられる。広い目で見れば、些さ末まつなことに拘こだわる愚かさを知るだろうというのが、山登りをする意味だったのではないか。

　なのにミーナには、世界がみんな箱庭のようにしか見えていなかったのだ。

　現実の世界は作り物の箱庭と違い、危険に満ち溢あふれている。

「どうした？　恐おそろしくて声も出ないか？　生きていたかったら、馬から下りて甲冑を外はずせ。何もかも置いて、裸で逃げるなら生かしておいてやる」

　甲冑を外したら、ミーナが女であることがばれてしまう。そうなったら、殺されるよりも恐ろしい目に遭あうだろう。

　思い切り馬の腹を蹴けった。それを合図に、馬は勢いよく走りだす。すると男たちも同じように馬を走らせて追ってきた。

「ゴシュラムの貴族か？　だったら面おも白しろい。屍しかばねを木に吊つるしてやろう。いい見せしめになるからな」

　そんな恐ろしいことをされたら、さらに大変だ。王女だとばれたら、もっと大変なことになるのだろうか。ミーナは必死で逃げたが、まるで狐きつね狩がりを楽しむかのように、男たちは執しつ拗ように追ってくる。

「いい逃げっぷりだ。だけど諦あきらめな」

　頭かしららしい男の剣が、脇腹に突き刺さった。戦うことに慣れた男は、巧たくみに甲冑の継つぎ目に剣先をめり込ませたのだ。

　焼けるような痛みを一瞬感じたが、ミーナは気丈にも剣を抜き、どうにか相手の攻撃をかわしながら馬を走らせる。

「おっ、少しはやるな」

　さらにもう一人が近づいてきて、ミーナは今にも二人から挟まれそうになる。

　もう終わりかと思ったときに、ついに奇き跡せきが起こった。

　月明かりに照らされた道に、真っ黒なものが見えてきた。それは闇やみのように黒い馬に乗り、夜のようなマントを纏った騎士だった。

「黒騎士……」

　こんな形で会うなんて予想もしていなかったが、黒騎士が現実にいたのは確かだ。

　このまま進めば黒騎士にぶつかってしまう。けれどミーナは、手綱を持つだけがやっとで、助けてくださいと叫さけぶこともできずに直進していく。

　馬同士が衝突を避さけて、巧みに避よけてくれたからよかった。そのまま馬は、ミーナを乗せてどんどん走っていく。

　黒騎士は助けてくれたのだろうか。気がつけば追っ手の姿はなく、ミーナは一人で馬を走らせていた。

「うっ…うう……い、痛い」

　もう追われていないと思えるようになると、今度は激しい痛みに襲おそわれた。ミーナは馬から下り、森の中の僅わずかな草地に入っていく。

「バカなことをした罰だわ……」

　どうにか木の側そばまで行くと、幹に背を凭もたせかけてずるずると崩れるように座り込んだ。

　ホウッホウッと梟が鳴いている。森は静かで、人の気配は全くない。

　月はかなり下がってきていて、やがて月明かりもない闇夜になるのだろう。

　怖々と脇腹に手をやると、生なま温ぬるい血が染み出ているのが感じられた。ここで死んでしまうのだろうか。そうなるとしばらくは、骸むくろも見つけてもらえなさそうだ。

「お父様、お母様……ごめんなさい……」

　謝らないといけない相手は大勢いる。一人一人を脳のう裏りに浮かべて、ミーナは謝り続けた。

「ラウル兄様、マリス兄様、疑ったりしてごめんなさい。クラウド、あなたは最高の治療師よ……騎士なんかじゃないのに……疑ってごめんなさい」

　謝った数に合わせるように、次から次へと涙が溢れてこぼれ落ちてくる。

「女によ官かん長ちよう……ごめんなさい。わたしの代役をしてくれたエミリ、ありがとう、そしてごめんなさい」

　体から血が大量に出ていけば、死ぬことになるというのは知っている。こんな森の中、助けてくれる人もいないとなったら、もはや死ぬのは確実だ。

　そのとき、かさこそと枯れ葉を踏みしめて、近づいてくるものの気配がした。残っている力を振り絞しぼって目を向けると、闇の中に赤く光る二つのものが見える。

　それはどう見ても、獣の目だった。

「狼おおかみ……駄だ目め、来ないでっ！　あっちに、行きなさい」

　獣に人の言葉は通じない。手にした剣を振り回し、どうにか追い払おうとしても、赤い目をした大きな獣はどんどんミーナに近づいてくる。

　盗とう賊ぞく団だんの次は狼だ。城にいたら知ることのない本物の恐怖が、森には満ち溢れている。

「いい勉強になったわ。それを生かすことができないのは、残念だけど……。狼さん、もう少ししたら死ぬと思うから、それまで待ってくれない？　あなたに、このまま食べられるのは……やっぱり嫌いやなの」

　のっそりと近づいてきたのは、珍めずらしい毛が真っ白の狼だった。狼はミーナの振り回す剣に用心しながら、巧みに距離を縮めてくる。その動きはどこか知的に思えて、こんなときだというのにミーナは感心していた。

「お利口ね……だけど……あっちに行って……」

　抵抗する力が失せていく。それを見透かしたように、狼は素早く動くと、ミーナが手にした剣を咥くわえて勢いよく引っ張る。

「あっ！」

　狼にそんな知恵があり、剣を恐れないということは知らなかった。これは完全にミーナの敗北だ。

　剣をミーナの手の届かないところに運ぶと、再び狼は近づいてきて、ミーナの体にいきなり覆おおい被さってきた。

「……神様……」

　喉のど元もとを食いちぎられて死ぬのかと思った瞬間、ミーナはこれまでたいして信じてもいなかった神の名を思わず呼んでしまった。

『そうだよ……俺がその神様だ』

「……え……」

　死を前にして、幻げん聴ちようが聞こえだしたらしい。ミーナは虚うつろに笑う。すると狼は、ぺろりとミーナの顔を舐なめてきた。

『姫ちゃんは、とんでもなく向こう見ずだな。意味わかるか？　何も考えないで行動する、バカなやつって意味だけど』

「姫ちゃんって……わたしが誰だか、知ってるの」

『ああ、ようく知ってるさ。勇気あるシーナと、強情者のゴート王の娘だろ』

「あなた……誰？」

『だから言っただろうが。神様だよ』

　狼はそのとき、あろうことか笑ったような気がした。だからミーナも微ほほ笑えみ返す。そして力ない腕で、狼の体を抱いた。

「あったかい……」

　不思議と恐怖はなくなっていた。このまま死ぬのならそれでもいい。死ぬ前に見る幻覚としては、これは結構楽しいものに思える。

『いいか、今からそっちの体に入って、怪け我がしたところを治してやる』

「そんなことまでできるの？」

『シーナから何も聞いてないのか？』

「……聞いて……ない」

　ずっと昔、まだ夜の闇が怖かった幼おさない頃、母はミーナが眠るまでの間、何とも不思議な物語を聞かせてくれた。それは人の言葉を話す動物や、誰の心にでも入り込める魔物の話で、ミーナは楽しく聞いていた。

「そういえば……」

『俺は魔物じゃないぞ。ま、神様って呼べるほど、偉えらくもないけどな』

　狼の口元から、緑色の光る煙けむりのようなものが出てきた。それがすっとミーナの体の中に入った途と端たん、狼はぶるっと身震いして側を離れていく。

　けれどミーナの中に、新たな誰かがいる気配は残っていた。

『狼は満腹だったから、俺もまだ元気があるが、動けるようになったら、至急、何か食べ物を見つけて食べてくれ』

「えっ……変だわ。体の中で……声がする」

　それと同時に、あれだけミーナを苦しめていた痛みが、あっという間に遠のいていた。

「死にそうな怪我だったのに……もう、痛くない」

『こんなものはかすり傷だ。本当の痛みを知らなかったから、血が出ただけで動転してたんだろう』

「そうなの？」

『シーナはもっと酷ひどい怪我をしたことがあるぞ。あのときの傷跡は、今でも残ってるはずだ』

　ミーナには祖そ父ふがいない。父方の祖父は、ミーナが生まれる何年も前に病やまいで亡なくなっていた。そして母方の祖父は、敵国の急きゆう襲しゆうで戦死している。

　心の中の声に、ミーナは祖父のような親しみを感じた。二人の祖父のどちらかが生きていたら、こんな感じでミーナに話しかけてくれたのかもしれない。するとすぐに返事が聞こえてきた。

『祖父さんってのはなしにしてくれ。まだおじさんのほうがましだ。それより俺の名前はウラル』

「名前は……ウラル……ウラル王国の神様？」

『そうだ、ウラルって呼んでもいいぞ』

「ウラル……」

　ふっと意識が遠のいたと思ったら、ミーナは夜空に放り投げられていた。いや、体はどこにもないのに、空を飛んでいるといった感じだ。周りは夜空ばかりで、森も山も町すらない。

「ここはどこ？」

『俺の発生した世界さ。この星の海を渡った、遙はるか遠くにあるんだ。俺は君たちとは体の構造が違う。生き物から生命力を貰って、活動してるんだよ』

「……星の海」

　銀色の球体が、星の海を飛んでいる。そういえば母と一緒にウラル王国に行ったときに、祭さい壇だんに祀まつられたこんな球を見たような気がした。

　ミーナの意識は、不思議な緑色の海に潜もぐっていく。そこは温かくて安らげる、何ともいえない妙みような場所だ。

『難しい話をしてもわからないだろうが、人間ってのは実は小さな球が集まって、一つの形になっているんだ。俺はその球の一つ一つを、再生したり変形させる力がある。だけどこんな俺も、故郷に帰れば小さな球の一つにすぎないんだ』

　緑色の海からほんの小さな滴しずくが飛び跳ねると、銀色に光る甲冑を纏った、妙な恰好の兵士が掬すくって球の中に入れていた。

『ここまで飛んできたのはいいが、もう生物調査の仕事は終わってるのに、いつまで待っても迎えが来ないんだよ。もしかして俺のことなんて、忘れちまったかな』

「それで……ウラル王国にいたの？」

『ああ、何百年も眠っていたんだが、誰かさんの母上が無理矢理俺を起こしてくれちまってな。それからは神様稼か業ぎようをしながら、いろんなところを流離さすらっているが、ゴシュラムやウラルは居い心地ごこちがいい。食物連れん鎖さは上う手まくいってるし、生物の主たる人間の質もいいしな』

　肌寒さを感じて、ミーナは目を開いた。痛みは消えている。傷口を触ると、血はもう止まっていて、まるで治療院で手当てをしてもらったかのように、綺き麗れいに塞ふさがっていた。

「治ってる……」

『ああ、これで俺を信じる気になれただろう？』

　こんな奇跡を目まの当たりにしたら、疑う余地などまるでない。

『それよりまずいことになった……』

「えっ、盗賊団が戻ってきたの？」

　また戦わないといけないのだろうか。神様は怪我を治してくれるのかもしれないが、まさか戦いの能力までは強くしてくれないだろう。そう思ったミーナは、戦うために気力を振り絞しぼって剣を取りに立ち上がったが、足あし下もとがかなりふらついた。

『黒騎士が姫ちゃんを捜してる』

「黒騎士が？」

『姫ちゃん、ここは俺の指示に従え。本当の身分を知られたら、まずいことになる。姿を変えてやるから、俺が言うとおりに喋しやべるんだ』

「どうして？　どうしてそんなことをしないといけないの？」

　頭の中で声がするというのは、何ともおかしな感じだ。いちいち返事を口にしなくても、直接頭の中で話せるのだろうが、上手く勘かんが摑つかめない。

『俺が介入したせいで、歴史が変わっちまった。特定の人間だけを助けてはいけないってのは、決まり事だったのに』

「どうしてそんなことで悩むの？　神様って、信仰心の篤あつい人には、応こたえてくれるものなのでしょう？　そうでなければ、誰も神様なんて信じないわ」

『理屈っぽいところは、伯お父じさんのアレンに似てるな。質問だらけなのは、シーナと同じだ。いいか、ミーナ。人間ってのは、その体の中に、先祖の持つ特質を受け継つぐ特別な球を持っている。命ってのはずっと繋つながっているんだ』

　母と双ふた子ごの兄きよう妹だいであるアレンのことも知っているらしく、どうやら神様は思い出して笑ったようだ。

　さらに質問しようとしたら、馬が近づいてくる気配がした。カシャカシャと甲冑の擦こすれる音もする。

『兜を被れ』

　ミーナは慌あわてて兜を被ったが、それと同時に体の中で何かが光ったような気がした。

『あーあ、大活躍しちまったから、腹ぺこだ。ミーナ、黒騎士に何か食べ物を貰ってくれないか？』

　それはミーナも同じだった。これまで感じたことのない、異常なほどの空腹を感じて、剣の支えがなければ立っていられないほどだ。

「ここにいたのか……怪我は？」

　低い男の声に、どう答えるか考えるまでもなく、ミーナの口から勝手に言葉が出てきた。

「たいしたことはありません……」

「強がるな。やつらはああ見えて、かなりの手て練だれだ……酷くやられたんじゃないのか」

　黒騎士は馬から下りると、ミーナに近づいてくる。そして間近に迫せまると、いきなりミーナの兜を外してしまった。

「あっ？」

　神様は何をしているのだ。あっさりと兜を外されてしまったではないか。そうなると素顔を見られてしまう。

「珍しい髪色だ。ゴシュラムの人間じゃないな？」

　確かにゴシュラムには金色の髪は少ない。それだけで王女だとばれてしまいそうだ。

「名前は？」

　黒騎士は苛いら立だった様子で、矢や継つぎ早ばやに質問してくる。

「カ、カイル」

　いったいどこからそんな名前を思いついたのか知らないが、これまで聞いたこともない名前が飛び出してくる。

「歳としはいくつだ？」

「じ……十六です」

「それで成人しているのか？　まだ女みたいな顔だが」

　だって女なんだものと思ったが、どうやら黒騎士はそう思っていないらしい。ミーナの甲冑の作りを、無遠慮にじろじろ見ている。

「いい甲冑だ……貴族なのか？」

「い、いいえ。き、騎士になりたくて修行中です。く、黒騎士様みたいになりたくて、真似をしてみたんですけれど」

「盗賊相手に修行をしているつもりか？」

　黒騎士は笑っているようだ。兜の中から聞こえるくぐもった声が、荒い息に押し出されているように聞こえた。　

「愚かなことはやめて、さっさと家に帰るがいい。ここはおまえのような子供の来る場所じゃない」

　やはり黒騎士は、心根の優しい男のようだ。見知らぬ若者の暴ぼう挙きよを、それとなく諫いさめてくれている。

「帰りたくても、帰る場所がありません。指導してくださる騎士に払うお金がなくて、追い出されました」

　よくもこんな噓を考えつくものだと、ミーナは呆あきれてしまう。まるでそこに本当にカイルという若者がいるかのように、次々と噓うそが出てきた。

「家にも……帰れません。本当は貴族なんかじゃないんです。甲冑も親が盗んだもので、馬はおれが盗みました」

「何だ、盗賊見習いか」

「……黒騎士様に強くなる方法を教えて欲しいです。おれ、ゴシュラムの武術大会に出て、騎士になりたいから。貴族じゃなくても、強ければ騎士になれるって聞きました」

「無理だな……あの大会は、毎年、どちらかの王子が勝つように仕組まれているんだ」

　そんなことはない。みんな真剣にやっているけれど、ラウルとマリスが特別優れているから、誰も勝てないというだけだ。

　そう言いたくても、神様はミーナの言葉を封じている。

「やはり怪我が酷いんだろう？　ふらついている」

「いえ……お腹なかが、空すいていて。三日前から、何も食べてないんです」

「それであの盗賊と戦ったのか？　命知らずなやつだな」

　呆れられてもいい。本当に三日も食べていないくらい、ミーナは空腹に悩まされていた。そのせいで兜の下にある黒騎士の顔を、それとなく窺うかがうこともできないでいる。

「ついてこられるか？」

　そこで黒騎士は馬に乗り、ミーナの愛馬を指で示した。

「ついてこられたら、何か食べさせてやる。気力を振り絞しぼって、しっかりついてこい」

「は、はいっ」

　よろける体をどうにか動かし、ミーナは愛馬に飛び乗った。すると体は勝手に、巧みな手綱捌さばきで馬を走らせていく。何の指示も与えなくても、馬は黒騎士の後をついて走っていくのだ。

『どうするの？　明るいところで顔を見られたら、女だっていうのがばれちゃうわ』

　頭の中で訊たずねると、すぐに答えが返ってきた。

『大丈夫だ。姿を変えてある。それより飯、飯だ、ミーナ。もう危険も何も、どうでもいいから、とにかく何か食わせてもらおう』

　神様のくせに、ウラルは何だか普通のおじさんみたいだ。苦笑しながらミーナは、何かがいつもと違うと思いながら、ひたすら黒騎士の後に従っていた。
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　たった一日の間で、こんなに何もかもが起こってしまっていいのだろうか。ミーナは混乱しながらも、尼に僧そう院いんでは侍じ女じよたちが心配しているだろうと、冷静になって考えていた。

　すると即座に返事が聞こえてきた。

『安心しろ。手紙を書いてくれれば、眠っている間に届けてやるから』

『あなたが？　でもどうやって？　狼おおかみはもういないわ』

『鳥の中に入るのは嫌いだが、ちょっとの間ならいいさ』

　神様のことは、何度か母から聞いてはいたが、ミーナはそんな便利な神様なんているものかと、全く信じていなかった。自分たちがしたことを、神による奇き跡せきのように、大げさにして話しているのだと思ったのだ。

　だが、こうして自分の体の中にウラル神を宿すと、初めて母の言っていたことの意味がよくわかった。

　けれど神こう々ごうしいはずの神が、こうも庶しよ民みん的てきだと調子が狂くるう。まるで昔からの知り合いといるような気分になってくる。

『そうだな。母親に似てるせいか、ミーナとは同調しやすい。根が素直だからだ』

　何か考えると、すぐに答えが返ってくるのも面おも白しろい。そこでついミーナは、また新たな質問をしてしまった。

『黒騎士の正体を知ってるの？』

『まあな……』

『だったら黒騎士に力を貸してあげて、盗とう賊ぞく団だんをやっつけてくれればいいのに』

『おい……それはまずいだろ。何でも俺がやっちまったら、人間は何も悩まなくてよくなる。そういうのはずるくないか？』

　そのとおりだったから、ミーナは素直に反省した。人は神に奇跡を願うけれど、こんなふうにたった一人の人間しか相手にできない神だったら、すべての人々を平等に助けるなんて難しい。

『そうなんだよ。残念ながら俺は、一度に複数の相手に入り込むことはできないからな』

　あそこで狼の姿で何をしていたのか、ミーナが来るとわかっていたのかと、次々に疑問は湧わいてきたがそれに対する答えはない。

　どうやら神様は、返事ができないほど空腹になっているようだ。けれどミーナにも、分け与えられるような力は残っていなかった。

　それでも必死になって黒騎士についていったら、森の外はずれで馬の歩みが遅くなった。すると聞き慣れない波音がして、微かすかに潮しおの香りがしてきた。

『海が近いんだわ』

　幼おさない頃は、海に行くというだけで一大行事だった。船に乗って南へと下る旅は、最高に楽しい思い出だ。

　岩に打ちつける波音が大きくなり、木々が少なくなってきた先に、小さな小屋が姿を現した。その前で黒騎士は馬を下りると、ミーナに命じた。

「馬に水と飼かい葉ばをやってくれ」

「い、今すぐにですか？」

「疲れているのは馬も同じだ」

「は、はい……」

　黒騎士は小屋の裏手にある粗そ末まつな馬小屋の前に、松たい明まつを一本立てる。その僅わずかな光で、ミーナは二頭の馬を繋つなぎ、隅に積まれた飼い葉を餌えさ箱ばこに入れてやらねばならなかった。

『こんなこと……これまで一度もやらされたことないわ』

『そうだよな、王女様』

『そうよ、わたしは王女だもの』

『ではこう考えろ。ミーナ王女は死んだ。ここにいるのは、カイルという若者だ。俺と出会わなかったらと考えて、王女だってことは忘れろ』

　厩きゆう舎しやで馬の世話係がやっていたことを思い出し、どうにか餌を与えることはできたが、それだけで終わりではない。

『あそこに井戸がある。新鮮な水を汲くんでやれ』

『井戸……』

　神様がいて助かった。井戸から水を汲み上げるという簡単な作業すら、ミーナにはやり方がわからない。神様に教えられながら、小さな釣つる瓶べで井戸の底から水を汲み上げ、粗末な木き桶おけに移した。

『こうやって水を汲むの？　なかなか溜たまらないじゃない』

　馬は大量に水を飲む。木桶一杯の水では足りるはずもなくて、何度も水を汲んでは運ばねばならなかった。

　もうふらふらだった。体力と気力の限界を感じながらも、松明の火を消して小屋の中に入った。

「終わりました」

　内部は質素だが、綺き麗れいにしてあった。石組みの暖だん炉ろでは薪まきが燃やされ、そこで魚と肉が焼かれている。木のテーブルの上には茶色いパンと、大きなチーズが置かれていた。

「……おいしそう……」

「食べてもいいが……感謝の心を忘れるな」

「感謝します。黒騎士様」

　ミーナは恥はじも忘れてテーブルに突進した。　

　精製されていないパンは、ふすまを多く含んでいてぼそぼそだ。チーズもナイフを拒むほど堅かったが、空腹で倒れそうなミーナには、これまで食べたどんなものよりもおいしく感じられた。

　パンを二切れ、チーズを少し食べた頃、やっとミーナにも冷静さが戻ってきて、黒騎士の姿をまともに見る余裕が出てきた。

　黒髪で長身の若い男だ。体つきはがっしりしていて、男らしく品のいい顔立ちをしている。兄たちより少し年上かもしれないと思わせる、落ち着いた雰ふん囲い気きがあった。

　肉を焼いている横顔は、何を思っているのか憂うれいを含んでいる。その様子に、ミーナは胸を打たれた。

『何だか……悲しそう』

　黒騎士は盗賊をやっつけた後、いつも意気揚よう々ようとしているのだとばかり思っていた。楽しいからやっていると思っていたが、違っていたのだろうか。

『悩める美青年といったところだな。思ったよりいい男で、驚いたか？』

『ええ……』

　神様の言葉に、ミーナは眉まゆを顰ひそめる。こんなときには、神様に自分の考えていることがすべて読まれてしまうのが恥はずかしかった。

「落ち着いたら、もう一度井戸に行って、飲み水を汲んでこい」

「は、はい」

　もう楽に動けると勢いよく立ち上がったミーナは、壁に立てかけられた盾たてに目を向ける。甲かつ冑ちゆうと揃そろいの見事な盾だったが、鏡のように磨みがき込まれた盾に、見慣れぬ少年の姿が映っていた。

『あれは誰だれ？』

『カイルだ。あれがカイル。今のおまえだ』

『うそ……』

　銀色の髪をした少年の面おも立だちは、ミーナというより兄たちに似ていた。もしミーナが男として生まれていたら、こんな顔立ちになっていたのだろうか。

『どうやって変身させたの？』

『だから言っただろ。人の体にある球の一つ一つに、変化の指令を出すのさ。新しい自分を気に入ったか？』

　これが自分だと言われても、そうだとはすぐに認められない。髪は色を変え、しかも短くなっている。これならどう見ても、ミーナを女だとは思わないだろう。

「何をぼうっとしているんだ？　さっさと水を汲んでこいっ」

「あっ、はいっ！」

　黒騎士は人使いが荒い。侍女や侍従には、優しく接するようにと躾しつけられてきたミーナからしたら、一言文句を言いたいところだ。

『外見だけよくても、中身はどうかしら？　正義のために戦っているのはいいことだけど、誰にでも優しいってわけではなさそうね』

『本当に正義のために戦ってると思うか？』

『だって……助かっている人が大勢いるもの』

　神様はずるい。ミーナの考えていることは読んでしまうくせに、決して自分の考えていることは悟さとらせない。けれどミーナにも、神様が黒騎士のことを、それほど信用していない雰囲気は伝わってきた。

『どうだ、憧あこがれの黒騎士の正体を見て納得したか？　マリスでもラウルでもない。それと、誰だったっけ、クラウドか。レディ・サナの息むす子こ、彼でもなかっただろ』

『わたしの心をみんな読んでるくせに、自分の知ってることは教えてくれないのね。彼はいったい誰なの？』

『そのうち……自分で正体を明かすさ。それまでは大人おとなしく、彼の言うことを聞いて、騎士見習いのふりをしていてくれ』

　死にそうな酷ひどい怪け我がをしたのに治してくれ、簡単に姿も変えてしまった神様の言うことだと、ここは従うしかない。

　水を汲んで戻ると、黒騎士は焼けた肉をテーブルの上に置き、ナイフで切り分けているところだった。

「いつまで甲冑を着けてるんだ。私はおまえの命など欲しくない。さっさと外してしまえ。かちゃかちゃとうるさくてかなわない」

「は、はい……」

　甲冑を脱いだら、女であることが即座にばれるのではないかと不安になりながらも、ミーナは重たい甲冑を外す。するとその下にあるべきもの、胸の膨ふくらみがなくて、思わず叫んでしまった。

「な、何、これっ？」

　ミーナの叫びに、黒騎士はすぐにナイフを手にして寄ってくる。しまったと思ったら、黒騎士はちらっとミーナを見た後で、床を這はう妙みような虫を踏み潰つぶしていた。

「海の近くに住んだことはないのか？　あれはフナムシだ。海にいる虫なのに、動物の死体が好きで寄ってくる」

「そ、そうですか……」

「たかが虫で叫ぶようなやつが、盗賊退治などやろうとするのはおかしい」

　再びテーブルに戻ると、黒騎士はミーナにもきちんと半分、肉と魚を分けてくれて食べ始める。いつもなら十分な量なのに、ミーナはガツガツと平らげてしまい、それでも物足りなくて、再びパンに手を伸ばしていた。

「あ、す、すいません。お腹なかが、空すいていて……」

「遠えん慮りよせずに、好きなだけ食うといい。明日には、また新しいものが届く」

　では黒騎士は、この小屋で一人、誰にも知られずに隠れ暮らしているのではないのだ。誰かが面倒を見てくれているのだろう。

　そうなると黒騎士は、魔物でも天界の使いでもない、ただの人間ということだ。

　部屋の隅に置かれた甲冑は、真っ黒で見事な作りだった。その甲冑に見覚えがあるような気がしたが、そこでミーナははっと気がついた。

　母の護ご衛えいのために、いつも間近に伺し候こうしているレディ騎士が、騎士として正装したときに着ける甲冑によく似ている。

「黒騎士様、素す晴ばらしい甲冑ですね。きっと有名な甲冑師が作ったのでしょうね」

「おまえの甲冑もいいものだ。恐おそらく貴族に頼まれて作ったものだろう。かなりの高値で売られたはずだ」

「……どこから盗んできたのか知りません」

「それを親から盗んだのか？」

　答えようがなくて困っていると、黒騎士は勝手にそうだと納得してしまったらしい。まるでミーナを叱しかるマリスのように、厳しい口調で言ってきた。

「いいか、盗みはもっとも恥ずべき行為だ。騎士になろうとする者が、することではない。おまえの師となった騎士がどう教えていたのか知らないが、騎士とはただ強いというだけでなれるものではない」

「はい……あの黒騎士様はワインなど飲まないのですか？」

　何でそんな質問がいきなり出るのだと思ったら、どうやら神様が飲みたいと思っているらしい。ミーナ自身は、まだワインなど飲んだことがないので、内心焦あせっていたのだが、神様の要求に従い、つい部屋中をワインの瓶びんを探して物色してしまった。

「私が酔よって寝ている間に、金でも盗むつもりか？」

　黒騎士はバカにしたように笑う。ミーナは真っ赤になって、首を横に激しく振った。

「いえ、前に教わっていた騎士様が、もの凄すごくワインが好きで、いつも飲んでいたものですから」

「可か哀わい相そうに……その男は恐らく本物の騎士なんかじゃない。騎士の従者をやっていて、それらしく真ま似ねする方法を学んだんだ。そしておまえのような世間知らずの若者を騙だまして、酒代を稼かせいでいたんだろう」

「えっ？　そ、そうなんですか？」

　黒騎士が勝手に、カイルの物語を作ってくれていた。けれどその話は、いかにも本物のように思えた。

「黒騎士様は、高名な騎士様なのでしょうね。名前を訊きいても、教えてはくださらないですか？」

「教えてもおまえにはわからない。だから教える必要はない」

「……はい、そうですね」

「素直だな。それともただ媚こびているだけなのか？」

　黒い瞳にじっと見つめられて、ミーナの心臓は勝手にドキドキと鼓こ動どうを激しくしていく。レディをじろじろ見るのは不作法になるので、男は普通はしないものだ。けれど黒騎士にとって今のミーナはただの少年だから、遠慮なく見つめているのだろう。

「食事は与えた。出て行くのは自由だが……」

　そこで黒騎士は、ナイフの切っ先をミーナの目の前に向けた。

「ここに私がいたことを、決して他言しないと約束しろ」

「約束ですか？　で、できますが、もし破ったらどうなさるおつもりですか？」

「破るようなら、このまま帰すことはできない。すまないがこれまでだ」

　ミーナは一瞬身構える。ぞっとする寒気が、背筋を走り抜けていた。

　この黒騎士はかなりの手て練だれだ。こうしていても全く隙すきがない。敵を殺すことに、何の躊躇ためらいもないのだろう。

「それなら……ずっとここにいさせてください。何でもしますから、黒騎士様の従者として、働かせてくれませんか？」

「足手まといになるような、弱い者は置かない。ただの使用人なら、必要ないし」

「弱くはありません。何なら、今すぐに、そのナイフで刺してみてください」

　それは困る、いくら神様でもやりすぎだと、ミーナは内心慌あわてた。けれど黒騎士はミーナの言葉を真に受けたのか、ナイフをそのまま真まっ直すぐに突き刺してきた。

　そんなに素早く動けるはずはないのに、ミーナの体は一瞬で後ろに下がっていた。そしてすぐに、壁に立てかけてあった黒騎士の盾を摑つかんでいた。

「素早いが、逃げるだけか？」

　黒騎士は立ち上がり、執しつ拗ようにミーナを狙ってくる。ミーナは盾で巧たくみに攻撃を避よけながら、狭い小屋の中を逃げ回った。

「逃げ足だけは速いな」

「師となる方を、攻撃はできません」

「おまえのような子供にやられるような私ではない。やれるものならやってみろ」

　そう言われても無理だろうと思ったら、ミーナの体は宙を舞っていた。そして置いていた剣の側に着地すると、素早く剣を手にして黒騎士に迫せまっていた。

　短いナイフを手にしただけの黒騎士と、剣と盾を持ったミーナでは、明らかにどちらが優勢か決まってしまう。これが稽けい古こだったら、一本となってミーナに勝ちが言い渡されるところだった。

「見かけよりは強そうだ」

　黒騎士は一瞬だが悔くやしそうな顔をした。それを見たミーナは、思わず笑顔になる。神様は傷を治してくれただけじゃない。ミーナに驚異的な強さも与えてくれたのだ。

「このとおり狭い小屋だ。薪は豊富にある。暖炉の前に長なが椅い子すを置いて休むといい」

　もうミーナの強さを調べる必要はないと思ったのか、黒騎士は何もかもそのままにして、カーテン代わりに天てん井じようから吊つり下げられたボロ布をめくり上げ、その奥に設しつらえたベッドに入ってしまった。

『どうしよう……黒騎士の従者になるって……尼僧院では、わたしがいなくなって大騒ぎになってるわ』

『すぐに紙とペンを探し出して、手紙を書くんだ。だが問題は……俺がいない間は、ミーナの姿が元に戻ってしまうことだな』

『……それってまずいことでしょ？　それより今から、馬に乗って戻らない？　お腹もいっぱいになったから、力が出るでしょ？』

『もう少し力を貸してくれ』

　力を貸さないといけない理由がわからない。さらに追究しようと思ったら、いきなりボロ布がめくり上げられ、埃ほこりっぽい毛布が頭から降ってきた。

　ミーナが激しく咳せき込むと、黒騎士の抑よく揚ようのない声が聞こえた。

「今夜はそれで我慢しろ。埃臭かったら、明日、陽ひに干ほせばいい」

「は、はい……」

　ミーナはぼろぼろの毛布を手にして、泣き笑いの顔になった。

『これは悪夢なの？　何もかも質素な尼僧院でも、もう少しまともな寝具だったわ』

『姫ちゃんが憧れていた自由な生活ってのは、こういうものも含まれているのさ。綺麗で快適な生活をしたかったら、城から出たいなんて野心を抱いだかないことだ』

『……だって、わたしだけ……何もかも制約があって……』

『そりゃあしょうがないさ。たった一人の姫君だ。両親だって、できることなら苦労をさせず、大切に育てたいと思うだろ』

　こういう発言が、神様というより隣のおじさんみたいなのだ。けれど本当にミーナのことを思っているからの言葉だというのが感じられ、素直にミーナは頷うなずいた。

『男だったら、もっと自由に生きられると思っていたんだろ？　だけど実際に男の体になったからって、誰もが自由で好き勝手に生きられるものじゃないってのが、とりあえずはわかっただろ？』

『ええ……』

『自由に生きるってのは、好き勝手に生きることじゃない。自分の立場ってものを理解したうえで、精一杯努力して手に入れるものなのさ。おおっと、珍めずらしく神様しちまったな』

　まずは侍女たち宛あてに手紙を書こう。誰にも迷惑をかけないためには、それが一番しなければいけないことだった。

『その前に、食べた後を片付けろよ。ここには侍従も侍女もいないんだぞ』

「えっ？」

　パン屑くずに肉や魚を食べた後の残ざん骸がい、そんなものがテーブルに散らかっていた。

『これをわたしが？』

『他に誰がいるんだ？　姫ちゃん、生きるってのは、そう簡単なことじゃないぞ。覚かく悟ごがまだでも、悪いがこの体、俺が入っている間は勝手に使わせてもらうよ』

　もうくたくただというのに、ミーナの体はてきぱきと動いて、散らかったテーブルの上を片付けていく。その合間にも、脳内に神様の声は響ひびいていた。

『いいか、俺がいない間は、自分の姿を見られないように努力してくれ。ここで姫ちゃんの正体がばれたら、上う手まくいくこともいかなくなる』

『わかったわ。でもできるだけ早く戻ってね』

　もし女に戻った姿を見られたら、黒騎士はどうするだろう。魔女と罵ののしって、ミーナを殺そうとするかもしれない。神様の力がなくなったら、とても敵かなう相手ではなかったから、ミーナはひたすら神様の帰りを待つことになりそうだった。　
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　暖だん炉ろに薪まきを足しながら、うとうとしていた。そのうちに朝あさ陽ひが窓の隙すき間まから射し込んで、ミーナの金色の髪を輝かせた。眩まぶしさを感じて細く目を開いたミーナは、目の前でふわふわ揺ゆれている金色の髪を見て慌あわてた。

「あっ、戻ってる」

　まだ神様は帰ってこないようだ。髪はいつものように長く、ふんわりと頭を包んでいる。体は柔やわらかくなっていて、胸元も盛り上がっている。

『どうしよう……このままじゃ危ないわ。神様、何やってるんだろ』

　普通の鳥は夜に飛べないから梟ふくろうに乗り、朝は烏からすに乗り換えていくんだなんて、呑のん気きなことを言っていたが、果たして本当に尼に僧そう院いんまでたどり着けたのだろうか。

　そのとき、ぎーっと音を立てて扉とびらが開いた。ミーナは慌ててボロ毛布を頭から被かぶり、さらに昨日脱いだままになっていたマントを摑つかみ取る。

「お嬢じようさん……あんたは誰だれだね？」

　入ってきたのは髪の真っ白な老人で、パンやリンゴの入った籠かごを手にしている。ミーナはその老人の横をすり抜けて、急いで外に飛び出した。

　馬小屋に入って、マントで体を包む。けれどこんなことをしたって、隠せるのはほんの数刻だ。すぐに黒騎士に怪あやしまれてしまうだろう。

「ああ……神様……」

　祈っているミーナの耳に、黒騎士と老人の話し声が聞こえてきた。

「若様、いつの間に、あのような女性を引き入れられましたかな？　ただの遊び女めのようには見えませなんだが……」

「女？　どこに女がいるのだ。ソダック、ついに目も悪くなってきたようだな」

「今し方、外に飛び出していきましたが……あれは人ではないのですか？」

「おかしなことばかり言うな。従者志願の少年だ。歳としの割に幼おさなくて、まだ少女のような顔立ちをしている」

「……さようでございますか。いえ、若様もお年頃ですから、そのようなお相手がいても不思議ではありませんが……この爺じいやにまで、隠し立てなさるのは悲しゅうございます。どう見ても、麗うるわしい乙女おとめと思えましたが」

　ソダックと呼ばれた老人は、どうも納得していないらしい。歯切れの悪い感じで、口をもごもご言わせている。

「隠してなどいない。カイル、何をしている。ソダックが変な誤解をしているぞ」

　黒騎士が窓から顔を出して叫さけんでいる。そこでミーナは、毛布を木の枝に引っかけ、棒きれで激しく叩たたき始めた。

「毛布を干ほしてます」

「新しいパンやリンゴが届いたぞ。水を汲くんでこい」

「はい……その前に、馬小屋の掃除そうじをしますから」

　姿を見られないようにしながら、毛布を叩いているミーナに、ソダックが話しかけてきた。

「馬小屋の掃除は、後ほど別の者が来て行う。さっさと戻って、若様の朝食の支し度たくを手伝わないか」

「は、はいっ」

　若様と呼ばれているということは、黒騎士はどこかの貴族の子し弟ていなのだ。しかも馬に乗ってやってくるような、しっかりした従者がいるからには、高位の貴族だろう。

　いつまでも毛布を叩いているわけにいかない。どうしようと思っていたら、空から烏が急降下してきて、ミーナの体に激しくぶつかった。

「何だ？　カイルが烏に襲おそわれている。肉の匂いでもしたのか」

　黒騎士はそこで窓から身を乗り出し、弓を手にして構えた。

「じっとしていろ。射落としてやる」

「いいえ、黒騎士様、大丈夫です。烏とは仲良しですから」

　神様と仲良しになったらしい烏は、ミーナの中に神様を配達し終えると、そのまま勢いよく森に向かって飛び去ってしまった。

『危なかったわ』

『ああ、すまない。侍じ女じよたちを納得させるために、ちょっと尼僧院にいた婆ばあさんの体を借りないといけなくなってな。大変だったんだよ』

　一緒に行って見ていたわけでもないのに、ミーナにも侍女たちが不安そうにしている様子が伝わってくる。

『それより腹ぺこだ。旨うまそうなパンの匂いがするな』

『……わたしも……お腹なか空すいてる。神様が入ると、途と端たんにお腹が空くのね』

　やはり神様だけあって、人の何倍も食べないと力を維い持じできないというのが、これでよくわかった。

　元気よく小屋に戻ると、ソダックは変な顔をしてミーナを見た。

「おかしいですな。さっきは金色の髪だったのに」

「朝陽が当たったんだろ」

　黒騎士は疑う様子もなく、暖炉に吊つるされた鍋なべの湯を使って、顔を洗い始めた。

「いい朝だ……」

　どうやら黒騎士は機き嫌げんがいいようだ。ミーナはまた外に出て、新鮮な井戸水を汲み上げながら、再度、この小屋の周囲を確認した。

　街道から外はずれた、海沿いの断だん崖がい近くに建てられている小屋だ。こういった小屋は、貴族が狩しゆ猟りようのために建てることが多い。黒騎士はこの領地の持ち主ぬしの子弟なのだろうか。

　けれどゴシュラムの貴族子弟だったら、ミーナもほとんど知っている。幼い頃より、紹介された相手の名前と顔は覚えるように訓練されてきた。黒騎士が家族と共に祝しゆく宴えんに招待されていたら、絶対に忘れないだろう。

　特にここ一、二年は、若い男性貴族に挨あい拶さつされることが多くなっていた。彼らはミーナの婿むこ候補になりたくて、必死で自分を印象づけようとするのだ。けれど黒騎士だったら、そんなことをしなくてもミーナは覚えていたはずだ。

「若様、従者見習いに、ご身分を明かされましたか？」

　室内に戻ると、ミーナが訊たずねたわけでもないのに、ソダックが気になることを先に口にしてくれた。

「いや、まだその必要はない。それよりカイルはああ見えていい腕をしているんだ。今日から訓練をしてやろうと思っている」

「はっ？　どこの者ともしれませんのに」

「思わぬところで役に立つかもしれない。それよりソダック、カイルはまだひょろひょろと痩やせているが、とんでもない大食いだ。次回から食料は、多めに用意してくれ」

　できればワインもと言いかけて、ミーナは口を手で塞ふさぐ。

『神様、駄だ目めよ。食事ができるだけでもありがたいでしょ』

『うーむ、せっかく人間の体に入ったのにな』

『それより温かいスープとか、ミルクが欲しいわ』

　ミーナが神様と会話していると、黒騎士がミーナを示してくすっと笑った。

「おかしなやつだろう？　たまにこうして、一人で表情をくるくる変えるんだ。きっと心の中の誰かと、話でもしているんじゃないか？」

　どうしてわかってしまったのだろう。だが黒騎士でも、ミーナの相手が神様だとは思わないはずだ。

「盗とう賊ぞく退治がしたいのだろう？　だったら剣の稽けい古こをつけてやる」

「黒騎士様がですか？」

「そうだ、それが望みなんだろう？」

「は、はい」

　本当に望んでいることは違う。黒騎士がいったい何のために盗賊退治などやっているのか、その理由を知りたいのだ。

　そして今一番知りたいと思っているのは、黒騎士本人の正体だった。
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　ジュリアはその日、とてもおかしな夢を見た。ミーナが必死でジュリアに謝あやまっている夢だ。何を謝られているのかわからないが、とても悪いことをしているようだ。

　ミーナが尼に僧そう院いんに籠こもってから一週間、そろそろ様子を見に行くように王妃から頼まれているが、もう少し早く行くべきだったかと反省した。

　原因は武術大会だ。今年はどうしても弓矢と馬術で優勝したい。去年は惜おしいところでミーナに弓矢で破れてしまい、一つも優勝できずに終わっている。

　今年こそはと訓練に力を入れてきた。剣と組み手では、マリスとラウルには絶対に勝てないが、まだ弓矢と馬術なら勝てる可能性があるのだ。

　勝ちたいのはミーナも同じだろう。幼おさない頃から、共に弓矢の腕を競い合ってきたジュリアにしてみれば、そんな大事な武術大会を前にして、ミーナが尼僧院に引き籠もってしまったのが、どうしても納得できなかった。

「あたしに勝ちを譲ゆずるつもりなのかな」

　横たわった体をベッドの上に起こし、しばらくぼんやりとジュリアは夢の意味と、ミーナの謎なぞの行動について考える。

「王女の立場としては、負けられないだろうけど、もしかしてあたしが遠えん慮りよしていると思ったのかな」

　けれどジュリアは、ミーナのことを本当の好敵手だとは思っていない。ジュリアが勝たないといけない相手は、いつでも母だった。

　最強の女騎士と言われている母は、本当に強い。武術や乗馬の腕だけでなく、精神的にもとても強かった。

　母に認められたいと思うから、辛つらい鍛たん錬れんにも耐えた。だが父に言わせると、平和なゴシュラムではそんな強さは必要ないという。それよりもう少しレディらしさを身につけろと、いつも怒られた。

「おかしい……ミーナ様だって、大人おとなしくレディなんてやっていられない人なのに」

　ジュリアはベッドを抜け出し、すぐに着替え始めた。サビル家の子供たちは、貴族といえども身み支じ度たくを従者に手伝わせない。身の回りのことは、できるだけ自分でやるように躾しつけられている。

　朝から当然のようにドレスは着ない。弟のジュリアスと同じように、シャツとズボンにたっぷりした袖そでなしの上着だ。

　くるくると巻いた見事な赤毛は、結うよりもただ紐ひもで縛しばっている。両親とも赤毛なのだから、当然のように赤毛で生まれたが、この髪は嫌いじゃない。同じような髪なのに、どうしてジュリアスは、わざわざ黒髪に見えるように染めたりしたがるのだろう。

「父上はあたしを叱しかる前に、ジュリアスをもっと叱るべきよ」

　鍛錬をするべきなのに、花や香草を集めては匂いの違いを調べたりしている。隣国シェルランドの母の実家が、生なり業わいに香水製造をしているとはいえ、ジュリアスにはその仕事は関係ない。それともいずれは、祖そ父ふの家に行くつもりだろうか。

　父はいずれ国軍の将軍となるだろうし、母は最強の女騎士だ。ジュリアもミーナの騎士となるか、マリスかラウルが王となり、王妃を迎えたらその第一騎士になりたいと願っているのに、なぜ一人だけああいった異端が生まれるのだろう。

　朝食の席には家族が揃そろう。母も決して朝からドレスを着ない。いや、特別な行事があるとき以外、母がドレスを着ることはなかった。

「相変わらず男らしい食卓だ」

　父がこう言って嘆なげくのが、朝食の日課となっている。父のいいところは、嘆いていてもドレスを強制しないことだった。もっとも強制するような男だったら、母は婚こん姻いんなどしなかっただろう。

　食事はいつも決まっている。パンに卵が一個、果くだ物ものとチーズ、それにミルクを発はつ酵こうさせたものに蜂はち蜜みつを入れて食べるのだ。

　大がかりな行事や訓練があるときには、卵の数が増え、朝からスープや肉の出ることもあった。戦いくさは体力、それが父の口くち癖ぐせだからだ。

「一昨日、また黒騎士が現れているようだな。奥方、どう思う？　いい加減に黒騎士の正体を暴くか、盗とう賊ぞく団だんを一いつ掃そうしないと、ゴシュラム軍の恥はじだ。いったいどこに隠れてるんだ。隠れ場所は思いつくか？」

「それをどうして私に訊たずねるんです？」

「元黒騎士だったらわかるだろ」

　途と端たんに母の機き嫌げんが悪くなり、きっと父を睨にらみつけていた。将軍になろうとしている男のくせに、父は母にだけは頭が上がらない。すぐに愛あい想そ笑いを浮かべて謝りだした。

「子供たちには……まだ話してなかったかな？」

「聞かせたくもありません」

　母が元黒騎士だというのか。では今の黒騎士は、母がしていたことを真ま似ねているということになる。ジュリアは気になって、大人しく聞き流すことはできなかった。

「母上、あたしは知りたいです」

「よせよ。母上は話したくないんだから」

　ジュリアスがここぞとばかりに、隣から足を伸ばして、ジュリアの臑すねを蹴けった。

「知る必要があると思います。だって……ミーナ様が、黒騎士に異常に興味を持っていて、このままでは黒騎士を捜しに行ってしまいそうなんですもの」

「そんな危険なことはするなと、ミーナ王女に伝えなさい」

　そこで母は大きくため息をつくと、父をぐっと睨んでから訊きいた。

「いったい誰だれから、そんな話を訊いたんです？」

「奥方の爺じいやからさ。爺さん、さっきあったことは覚えてなくても、昔のことはよく覚えていて、俺には何でも話してくれるんだよ」

「老人に私の過去を話させるなんて、卑ひ劣れつな行為だと思いませんか？」

「俺が訊いたんじゃない。勝手に喋しやべりだしたんだ」

　母の幼い頃からずっと世話をしてくれていた爺やは、今もこの邸やしきの中で暮らしている。一日の大半を安あん楽らく椅い子すに座って居眠りしているが、時折ジュリアを見かけて、若様とかジョージ様と呼びかけてきた。

　恐おそらく爺やの脳内では、ジュリアと母が混同しているのだろう。こうなったら、直じかに爺やから話を聞こうかと思ったら、それを察したのか母が話しだした。

「黒騎士というのは、シェルランドの伝説だ。その昔、悪い領主がよい領主を殺して、すべてを奪った。それからしばらくして、夜になると墓場から、先の領主が黒騎士となって現れるようになった。そして悪い領主の兵たちを、一人ずつやっつけていったんだ」

　たいして面おも白しろくなさそうに母は話すが、ジュリアにとっては面白い話だった。

「私は……若い頃に、その伝説を真似て黒騎士に扮ふんし、盗賊退治をシェルランドの街道でやっていた。するとそれを真似て、ゴシュラムでもやる者が現れた。なぜか武術大会の前になると、黒騎士もどきが出てくる。いつものことだ」

　母が面白くないのは、きっと自分がしたことを、皆が真似始めたからだろう。やはり母の目的も腕試しだったのかと思うと、ジュリアも嬉うれしくなってくる。

「母上も腕試しをしたんですか？」

　ジュリアスは母の機嫌を損そこねるかもしれないのに、堂々と訊いていた。

「そうだ、腕試しだ。だが……私は一度も敗れたことがない。その後の偽にせ黒騎士の中には、逆に盗賊に身ぐるみ剝はがされた愚おろか者もいた。黒騎士のふりなんて、勝てない者がやっていいことではない」

「母上、もしかして今でも黒騎士をやりたいですか？」

　ジュリアは思いきりジュリアスの臑を蹴る。いつでも公平、冷静な母だが、怒らせたら最高に恐ろしいというのに、まるで爆薬に火をつけるかのような質問だ。

　だが母は怒らなかった。それどころか遠くを見るような顔になって、微ほほ笑えみながら答えてくれた。

「そうだな。今なら、あの頃の私よりも強いから、逆に黒騎士退治をしたいくらいだ」

「黒騎士は盗賊をやっつけるいい人なんでしょ？　なのに何で退治しなくちゃいけないの」

　またもやジュリアスは愚かな質問をする。すると今度は、父が代わりに答えてくれた。

「国軍が退治できない者を、個人が退治するんだ。そうなると黒騎士だけが英雄視されて、国軍に対する反感が高まるだろ。それらが積もって、やがて王に対する反感になったらまずいのさ」

「どうせ武術大会までのことだろう」

　母はまたつまらなそうに言うが、内心は苛いら立だっているようだ。茹ゆでてある卵を、今にも潰つぶしそうな勢いで握にぎっていた。

「兵たちが、黒騎士のことで浮かれていて困るんだ。軍の誰かが黒騎士かもしれないからな。だったらさっさと名乗りを上げてくれりゃいいのに」

　父の嘆きを聞いているうちに、ジュリアの頭にふと別の答えがひらめいた。

「もしかしたらゴシュラムの人間じゃなくて……シェルランドの人間じゃないかしら」

　母が黒騎士になる前からあった、黒騎士伝説を知っているとしたら、シェルランドの人間の可能性もある。武術大会近くになると、近隣諸国から腕自慢の男たちが集まってくるから、その中にシェルランドの人間だっているだろう。

「そうやって皆が興味を示すからいけない。ミーナ王女にもその問題はいずれ解決すると伝えなさい」

　どうやら母は、さっさとこの話題を切り上げてしまいたいらしい。そこでジュリアも黙だまるしかなかった。

「武術大会に、我が家の姫君に釣つり合うような、強い騎士が出てくれるといいな」

　父の呟つぶやきに、いつもなら反論する母が黙っている。もしかしたら母は、自分より弱かったかもしれない父と婚姻してしまったから、ジュリアには強い相手を見つけて欲しいと思っているのだろう。

「武術の腕が強くても、心の弱い人は嫌いです」

　それがジュリアの本ほん音ねだが、武術の力量は目にすることができても、心の強さは目には見えない。

　どうやったら心の強さを見抜くことができるのだろう。ジュリアにそれを教えてくれる人はいなかった。
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　陽ひが高くなる前に、尼に僧そう院いんを訪れた。ここは男子禁制で、たとえ家族でも男性は奥まで入れない。そのうえ女性だとしても、面会するのに煩はん雑ざつな手続きが必要だった。

　いつものような恰かつ好こうで来たのがまずかったようだ。尼僧院の管理人は、ジュリアが本当に女なのかと疑っていて、なかなか奥まで通してくれない。それならミーナ王女を呼んでくれと言っても、どうしたことかミーナは出てこなかった。

　散々揉もめた後で、ついにジュリアが着衣を脱ぎますと宣言し、上着を脱いだところで誤解が解とけた。やっと奥まで入り、ミーナがいつもいるという祈りの間まで通されたが、出迎えた侍じ女じよの顔は蒼そう白はくだった。

「どうしたの？　まさか、ミーナ様はご病気？」

「いえ……ジュリア様……」

　侍女は震ふるえていたかと思うと、ついに泣きだしてしまった。

「えっ、やだっ、何があったの？」

「それが……どうか、こちらに」

　侍女は先に立って、ミーナの私室へとジュリアを案内する。

　尼僧院は本当に質素な造りで、城での豪ごう華かな生活に慣れたミーナには不満も多そうだ。それで気き鬱うつの病やまいにでも取り憑つかれたのかと心配しながら私室に入ると、ジュリアもよく知っている侍女のエミリが、ミーナのドレスを着て椅い子すに座っていた。

「んっ？」

「ジュリア様、お助けください」

　エミリは床ゆかに跪ひざまずこうとしたが、すぐにドレスを汚してはいけないと思ったのか立ち上がり、よろよろとジュリアに近づいてくる。

「ここで何をしているの？　ミーナ様の悪ふざけ？」

　時折、ミーナはとんでもない悪ふざけをする。それは主おもにラウルに唆そそのかされてやることがほとんどだったが、今度は自分で悪ふざけを考え出したのだろうか。

　エミリを着替えさせるために、迎えに出てこなかったのだろうと思って、ジュリアはふふんと鼻で笑うと、侍女たちに訊たずねた。

「で、ミーナ様はどこに隠れていらっしゃるの？」

「それが……一昨日からお戻りにならないのです」

「えっ？　戻らないって、出かけたの？」

「はい……ここに入られる前に、わたしとドレスを交換して、ずっとミーナ様のふりをしているようにお命じになりました。尼僧院の方たちは、ミーナ様のことをよくご存じないので、気付かれることはないだろうからって」

　エミリの言葉に、ジュリアの笑顔は凍こおりついた。

　やられたと思った。あのミーナが、大人おとなしく尼僧院で祈りの生活に入るなんて言いだすこと自体、おかしいとは思っていたのだ。そこに何か意図があると思ってはいたが、まさかそれが抜け出す口実だったとは、さすがにジュリアも気付かなかった。

「何で黙だまっていたの？　王女がいなくなったのよ。大変なことじゃない」

　怒りだすジュリアに、侍女たちは手紙を差し出した。

「変な手紙が届けられたのですが……それを届けてくれたのは、いつもは歩くこともできない老貴婦人でした。わたしたちも、何だか怖くて」

「……」

　紙に書かれた文字は、確かにミーナの筆ひつ跡せきだ。幼おさない頃から一緒に学んでいたジュリアにはわかる。

『迷惑をかけてごめんなさい。しばらく旅に出ますが、わたしは今、神様といますから、どうか心配しないで』

　別の手紙は紙ではなく、大きな葉っぱに書かれていた。

『老貴婦人の奇き跡せきで、神様の力がわかったでしょ。わたしは神様に守られています。もう少ししたら戻るから、留守の間をよろしく』

「何がよろしくよっ！　自分の立場をわかってるのっ！」

　むらむらと怒りが湧わいてきて、そんな手紙なんて破り捨ててやりたくなったが、ジュリアは何度も深呼吸をして冷静になろうと努めた。

「どこにいるのか、心当たりはないのね？」

「はい……手紙は朝に、老貴婦人が届けてくれるんですけれど」

「今から、その老貴婦人に会いに行くわ。もしかしたらその人が、とんでもない悪事を企たくらんでいる連中の一味かもしれない」

　王女を誘ゆう拐かいし、わざとそんな手紙を書かせたのだとしかジュリアには思えない。けれど侍女たちは、恐おそろしそうに身を寄せ合って、震えながら訴うつたえた。

「老貴婦人は、本当にいつも寝ているだけなのです。もう五年くらい、ほとんどベッドを出ることもないんですって。なのに朝になると……歩いてここまで」

　そこで侍女の一人が、ひーっと小さな悲鳴を上げた。

「神様なんて……」

　いるものですかと言いかけて、ジュリアは口をつぐむ。

　シーナ王妃の出身国であるウラルには、おかしな神がいるという。いつも冷静沈着で、決して世よ迷まい言ごとなど口にしない母が、一度だけだがウラルの神の話をしていたことがある。

　父と話していたときで、側そばにジュリアがいたことに気付かず、二人は懐かしそうにウラルの神の話をしていた。

「まさか……そんな」

　確か人の体に入り込めるということだ。父は一度、その神に体を貸したことがあると言っていた。滅めつ多たに笑わない母が、そのときのことを思い出して笑っていた。

　神が再び現れて、シーナ王妃の娘であるミーナに力を貸したのだろうか。だとしたらミーナは、神と何をするのだ。

「黒騎士を見つけるつもりなんだ」

　どこかで神と出会ったミーナは、黒騎士を捕つかまえる相談をしたのだろう。神はミーナを助けると約束してくれたようだ。尼僧院に逃げ込むなんて素す晴ばらしい手まで、神が教えてくれたのだろうか。

　だが神が側にいたとしても、ゴシュラムの王女をたった一人でいさせるわけにはいかない。ミーナを守るのは自分の役目だとジュリアは思っていた。

　ミーナのいる場所なら想像がつく。黒騎士が現れる街道で、毎夜、出会うために見張っているのだ。

　そこに行くしかないが、ジュリアを助けてくれる神はいない。ではどうしたらいいかと、悩むことから始めねばならなかった。
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　頼る相手を間違えたかもしれない。けれどミーナが尼に僧そう院いんから抜け出したという、とんでもない秘密を守ってくれそうな相手は、他に思いつかなかった。

　ジュリアは治療院にやってきていた。今やゴシュラムが誇ほこる最大の医療施設である治療院は、近隣諸国から訪れる病人まで含めて、かなりの患者で溢あふれている。

　費用のほとんどは国費からの補助と、貴族たちの寄き付ふで賄まかなわれていたが、他国からの患者に関しては、治療費を徴ちよう収しゆうしていた。

　ここで行われる治療はすべて、ウラル王国の神官たちによってもたらされたものだという。そして神官たちに医療というものを教えたのが、あの神だということだった。

　そんな治療院にやってきたが、ジュリアはどこかを治してもらいたいのではない。ここに、ジュリアが今、この国で一番強いと信じている若者がいるからだ。

「治療師のクラウドに会いたいのだけれど」

　受付をしている男にその名前を告げると、男は胡う散さんくさそうにジュリアをじっと見つめる。

「では名前を……」

　そこでジュリアは、自分の名前を告げた。

「ジュリア・サビル。サビル男だん爵しやく家の者です」

「男爵家のお使いの方ですか？」

　どうやら使用人と思われたらしい。不審がられるのは、いつも男の恰かつ好こうをしているからだ。もしジュリアがドレス姿でサビル男爵家の名前を出したら、男は満面の笑顔で対処してくれただろう。

　サビル男爵家は特別裕福というほどではないが、父にも国軍隊長としての見み栄えがあるから、毎年欠かさず治療院に寄付をしている。だからといってジュリアは、傲ごう慢まんな態度に出るつもりはなかった。

「クラウド治療師はお忙しいので、しばらくそちらでお待ち願えますか？」

「はい……」

　やはり間違えたのだ。クラウドは治療師としての仕事が忙しくて、決してジュリアの手助けなどしてはくれないだろう。

　では誰だれを頼ればいいのだ。マリスとラウルに話したら、途と端たんに大おお事ごとになってしまうだろう。普段はミーナに説教ばかりしているマリスも、ふざけてはからかっているラウルも、妹のミーナをとても可か愛わいがっている。

　ミーナの一大事となったら、国軍を総動員しても助け出そうとしてしまう。そうなったら、ミーナが命じたこととはいえ、身代わりになった侍じ女じよたちも叱しつ責せきを受けるし、ミーナを尼僧院に行かせた女によ官かん長ちようまで責められる。

　すべてミーナの身勝手な行動が招いた結果だが、彼女は王女だ。どんな罪でも許されてしまう。

　それではまずい。ミーナに反省して欲しいし、この事態に関わった人々の誰もが責められることなく、事を収めたかった。

「最初からあたしが同行していればよかったんだわ」

　待合室の粗そ末まつな木の椅い子すに座り、ジュリアは床ゆかを見つめてため息をつく。

「俺に用があるって？」

　低い声が頭上から聞こえ、ジュリアは俯うつむいていた顔を上げる。

「クラウド……あたしのこと、覚えているかしら？」

　幼おさない頃、宮中での行事にクラウドも母のレディ・サナに連れられてやってきていた。子供とはいえ、ここでの交友関係が、いずれ将来にも影響する。それを知っている貴族の親たちは、進んで子供たちを王子や王女たちと遊ばせたがった。

　けれどクラウドは、決して自みずから王子たちに近づこうとはしなかった。もちろん他の貴族の子供たちにも近寄らない。いつも一人で、出された菓か子しを食べているか、手にした書物を読んでいた。

　ジュリアもミーナ以外の女の子と遊ぶのは苦手だったから、自然とクラウドの側そばにいるようになった。クラウドにとって、男みたいな恰好をしたおかしな女の子が、じっと自分の側にいるのは迷惑だっただろうか。

　それでもクラウドは年上らしく、手にした本に描かれた挿さし絵えなど見せてくれて、退屈しない程度には相手をしてくれた。

　その頃からクラウドは、子供向けのものではなく、大人おとな向けの書物を読んでいた。いつも持っているのはぼろぼろの植物図鑑で、そこには近隣諸国に自生している、あらゆる植物が描かれていた。

　クラウドは他の子供たちと比べて、体が大きいだけでなく、かなり知能も進んでいた。そのせいで、子供たちの中に上う手まく入れなかったのだろう。

「覚えてるよ。ジュリアだろ」

「ええ、覚えていてくれて嬉うれしいわ」

　治療院と救護院を運営するレディ・サナが生んだ私生児であるクラウドには、父親がいない。婚こん姻いんもせずに子供を授さずかったことで、レディ・サナは生家から勘かん当どうされてしまった。そのせいでクラウドには爵位もなかった。

　元はゴート王の許嫁いいなずけとして、共に城で育ったレディ・サナだ。王は彼女の名誉のために、新たに爵位を授けようとしたが、レディ・サナもクラウドも断ったという。

　爵位のないクラウドは、十六歳で成人した後も、正式な宮中の行事に招待されることはなかった。そのせいでもう何年も、こうして近しく話などする機会はなかったのだ。

「誰か病気なのか？」

　ここに来たからには、そう思われるのが普通だろう。ジュリアは周囲を窺うかがい、クラウドの手を引いて人の目のないところに連れていってから、まず事情を話し始めた。

「力を貸して欲しいの。あなた、本当はとっても強いんでしょ？」

「……」

　クラウドは太い眉まゆを寄せる。その顔にははっきりと、貴族の若者のお遊びになんて付き合っていられないといった感じの、迷惑そうな表情が浮かび上がっていた。

「これは誰にも言わないで欲しいんだけど、ミーナ様が……噂うわさの黒騎士を追いかけて、勝手に旅に出てしまったの。助けてくれる人はいるらしいんだけど、何もかもはっきりしなくて」

「……」

　ますますクラウドの眉は寄っていく。無理もないだろう。いきなりそんな話をされても、クラウドには全く関係ない世界の話だ。

「あたし、ミーナ様を捜しに、夜の街道を見回りたいんだけど、一人じゃ心細くて、それで、熊も倒したあなたに助けて欲しいと思ったの。あなただったら、誰かに話したりしないだろうし」

「……」

「殺されるんだったらしようがないけど、これでも女だから……もし生きたまま捕つかまって、辱はずかしめを受けたらと思うと、それが怖くて……そうなったら死ぬ覚かく悟ごはあるわ」

「辱めを受けても、死ぬなんて考えるな。あんなものはただの怪我と同じさ」

　そう言うとクラウドは、ジュリアから顔を逸そらし、ぼそっと呟つぶやいた。

「俺なんかを頼ってくれたのは嬉しいが……」

「そうよね。治療院の仕事もあるものね。だけど他の騎士には頼めないし、あたしの弟は花ばっかり愛している軟なん弱じやく者ものだから」

　ここで初めてジュリアは、自分の不ふ甲が斐いなさを強く感じて涙を零こぼした。

　母は黒騎士となって、一人で盗とう賊ぞく退治をやっていた。その絶対的な強さはどこから来たのだろう。

「もっと強くなりたいけど……なれないの。毎日、訓練しているのに、一人でやりきる自信がないの」

「……助けてやるから、泣かなくていい」

　さっと手を伸ばしてきて、クラウドはジュリアの涙を拭ぬぐってくれた。

「助けてくれるの？」

「病人を治すのも、困ってる人を助けるのも、同じことさ」

　そう言うと、クラウドは僅わずかに口元を吊つり上げる。どうやらこの顔が、クラウドとしては精一杯の笑顔らしい。

「盗賊に会あったことある？　どういう武器を持っているのかしら」

　治療院で使う薬草や、様々な鉱石を運んだりするので、クラウドもあの街道を利用しているはずだ。都のゾードからほとんど出たことがないジュリアよりも、地理には詳しいだろう。

　さらに盗賊がどういうものか、実はジュリアもよく知らない。ここはクラウドに、何もかも頼るしかなさそうだ。

「ケチな盗賊は一人か二人だが、盗賊団となったら、少なくとも五人以上でやってくる」

「五人……」

　ジュリアの顔から血の気が引いた。

　いくら神がついていたって、ミーナ一人で五人相手には戦えないだろう。ミーナが王女だと盗賊団が気がつけば、あるいは人質として生かされているだろうが、そうでなければ殺されてしまったかもしれない。

「武器は、あまりいいものは持ってないみたいだ。ほとんどが盗品だろうから、使いこなせてないのかもしれない。戦いに勝つには、真っ先に頭かしらとなってるやつを見つけて、そいつを倒すことだな」

　クラウドの説明はわかりやすかったが、それは現実にクラウドが、盗賊と戦っていたという証拠だろう。

「戦ったことがあるのね？」

「熊よりは厄やつ介かいな相手だ」

　そこでまたクラウドは、微かすかに笑いらしい表情を見せた。

「夜でも矢を射ることができるか？」

「やったことがないわ」

「盗賊の鎧よろいは、安い革かわ製のものがほとんどだ。見えなくても勘かんで射ると、それなりに当たって効果があるよ。いつもより多めに矢を用意しておくといい」

「わかった。他には？　何かいる？」

「怪我をする可能性があるから、水も忘れるな」

　クラウドの助言は役立った。ここに来たのは間違いではなかったようだ。ジュリアは頼れる相手を見つけられてほっとしていたが、本当の戦いになったらかなり厳しいことになるのだろう。

「クラウド、本当にありがとう。相手にしてもらえないと思ってたのに」

　ジュリアは思わず、クラウドの手をしっかり握にぎってしまう。その手は大きく、ごつごつと節くれ立っていた。

「いいんだ……王家や貴族には、いつもよくしてもらっているから」

　クラウドはまたもやジュリアを見ずに、ぼそっと呟つぶやいた。

「だけど今夜のうちに、ミーナ様を見つけられるかしら」

　それが一番、気になっているところだった。もし見つけられなかったら、見つかるまで毎晩、夜の街道に出掛けないといけなくなってしまう。

　それではクラウドも、付き合ってはくれないだろう。

「黒騎士が現れたって場所を調べておくといい。そういう情報に詳しい人はいないのか？」

「いるには……いるけど」

　盗賊団を追っている、国軍の大隊長が父だ。どうやって父から、そんな込み入った内部の情報を引き出すのか、まずはその作戦から練らねばならなくなってきた。








◆◆◆






　ミーナの剣の腕は、かなり上達していた。黒騎士の指導もいいが、それだけではない。宿した神様の力が、本当に人じん智ちを超こえた素す晴ばらしいものだったからだ。

　昼間は剣の稽けい古この他に、食事のための狩かりをする。城の近くの狩り場でするのとは大違いだ。狩り場では王族や貴族が、楽しみのために狩りをするから、いつでも獲え物ものとなる動物たちが豊富に用意されている。

　ところが自然の森となると、そうはいかない。狩られる動物だって、生きるのに必死なのだ。すぐに身を隠してしまうから、見つけるのは大変だった。

　それでもミーナは、矢で鳥を射ることだけは相変わらず上う手まかった。鴨かもや雉きじは、貴重な食料だ。矢を無む駄だにしないで、数多く獲とることができたので、黒騎士もさすがにその腕だけは素直に褒ほめてくれた。

　何しろ神様のためにも、たくさん食べないといけない。神様がミーナを利用して、何かの問題を片付けようとしているなら、それまではずっとカイルの姿でいなければならなかった。

　日中、黒騎士と出掛けている間に、小屋に使用人らしき男たちが訪れる。彼らは小屋の掃そう除じをし、薪まきをたくさん暖だん炉ろの側そばに積み上げ、馬の世話をして帰っていく。彼らの姿をちらっと見ただけだが、ごつい感じの男たちだった。　　

「明日の分まで食料も確保できたことだし、今夜は盗とう賊ぞくに会いに行くか？」

　ミーナが来てから、黒騎士は盗賊退治に出かけていない。やっと行くのかと思ったが、相変わらず自分の身分は、ミーナに教えてはくれなかった。

　一緒にいてわかったことは、黒騎士が本物の騎士だというだけだ。貴族の子し弟ていは、剣を十分に扱えるようになると、師し匠しようとなる騎士の元に預けられる。そこで日々武術の腕を磨みがくのだが、学ぶのはそれだけではない。

　天文学や政治学、近隣諸国の歴史や地理をも学び、騎士の心構えというものも学ぶのだ。

　貴族とは、ただ祝しゆく宴えんに浮かれているだけの存在ではない。いざ戦いくさとなったら、王と共に戦い、民を敵国の侵略から守るのが役目だ。

　かといってすべての貴族子弟が、騎士を目指すわけではない。やはりそれなりの素養があり、家名に恥はじないだけの力のある者だけが騎士となる。

　平和な時代だったら、騎士は王やその家族を警護していればいい。けれど長い戦になったり、戦地が遠くなれば、何年も戦い続けなければいけなかった。

　そういった厳しい立場にいるからこそ、騎士としての心構えといったものが、自然と培つちかわれていったのかもしれない。心根が正しく、いざとなったら自分の身を挺ていしてでも王を守る勇気のある者だけが、本当の騎士と呼ばれるのだ。

　黒騎士は立派な騎士のようだが、なぜ仕えるべき王を持たないのだろう。ミーナが知っているだけでも、ゴシュラムの周辺には、ウラル、ハッシュウィル、ザルツ、シェルランドといった、騎士を雇やとい入れる国が四つもある。

　そのどこかに仕官したら、すぐに雇い入れられ、騎士に相応ふさわしい爵しやく位いも与えられるはずだ。なのに仕官もしなければ、家のために何か働いている様子もない。

　ミーナの予想では、黒騎士は名家の貴族の次男か三男で、家か督とくを継つぐ必要がないのだろう。そういった者が騎士になるのはよくあることだった。

「いつまで盗賊退治をなさるおつもりですか？」

　夕暮れが迫せまっていた。山の端はにかかった雲は赤く染まり、この日最後の鮮あざやかな色彩で空を彩いろどっている。

　馬の準備をしながら、ミーナは黒騎士に訊たずねた。

「そろそろ終わりにしてもいい。武術大会が近いからな」

「出るおつもりなんですね？」

「ああ、カイル、残念だが、おまえは出ても無駄だ。それより私が騎士となったら、そのまま従者となるがいい」

　どうやら黒騎士は、カイルという少年を気に入ってしまったようだ。ミーナは黒騎士を騙だましている心苦しさを感じてしまい、好かれても素直に喜ぶことができない。

　黒騎士が気に入っているのはミーナではなく、神様が作り出した、どこにもいない少年だ。だが同じように黒騎士も、自分の本当の姿を隠したままだ。もしその正体を知ったら、ミーナは変わらずに黒騎士を尊敬できるだろうか。

　陽ひも沈み、辺りからすっかり色が失われた頃、黒騎士はミーナを伴ともなって街道へと馬を進める。ミーナはこれまで知らなかったが、夜になっても街道を行き交う馬車や馬は多くて、これでは盗賊団に狙ねらわれても仕方がないと思えてきた。

　人が来ると、黒騎士は森に姿を隠す。盗賊団に追われていない者に、その姿を晒さらすことまではしないのだ。

　ミーナもその傍かたわらで、じっと息を潜ひそめていた。そうしている間は退屈で、ついミーナは神様の声を求めてしまう。

『神様、どうしたの？　食事はたっぷり摂とったわ。なのに静かね。もしかして神様も寝るのかしら』

『いや……ちょっと反省しているんだ。黒騎士のためにミーナを利用したのは、やはりまずかったかもしれないってな』

『えっ？　どういう意味？』

『俺が直接、黒騎士の中に入れば、簡単に事は解決した。だけどそれだと、俺がやつを操作したことになる。人の心を弄いじるのは、あんまりいいことじゃない』

　何とも頼りない神様だ。ここに来て神様は、どうやら迷い始めたらしい。

『姫ちゃんを傷つけることにもなるしな』

『わたしが傷つくって、どうして？』

『試練は姫ちゃんの成長のためにも必要なんだとか思ったが、姫ちゃんはそのままで十分にいい子だよ。この数日、文句も言わずによくやった』

　何だか嫌いやな予感がする。神様はここで勝手に、何もかも終わらせるつもりになってしまったようだ。

『このまま街道を走って、尼に僧そう院いんに帰ろう』

『えっ？　黒騎士様の正体は？　まだ何もわかってないじゃない』

『それだけで終わりにしたくないってわけじゃないだろ。姫ちゃん、まずいことにこのままだと、黒騎士に惚ほれてしまうぞ』

　誰だれも見ているわけでもないのに、ミーナの顔は真っ赤になっている。神様はある意味、本人よりもミーナの気持ちをわかっている。自分の気持ちを誤ご魔ま化かそうとしても、神様には見抜かれてしまうのだ。

『幸せに育った兄さんたちと違って、苦難を味わっているからな。少し陰のある謎なぞの男で、しかもあれだけの色男だ。腕は立つし頭もいい。従者のカイルに対しても、偉えらそうにしているが、結構優しいもんな。こりゃ乙女おとめ心をぐらぐらさせられちまうよ』

『そんなことないから……』

　神様がとんでもないことを言いだすせいで、ミーナの気は散っていた。それで気付かなかったのだが、間近に二頭の馬が近づいていた。

『えっ？　あれは』

　闇やみが迫っていても、馬上にいる人間の燃えるような赤い髪は目に入る。この国であんな髪をした人物は、数えるほどしか知らなかった。

『まさか……』

「そこに行く騎士殿、訊ねたいことがある」

　聞こえてきた声は、紛まぎれもなくジュリアだった。

『ジュリアがいたことを、すっかり忘れていたわ。侍じ女じよたちは誤魔化せても、ジュリアは無理よ。もしかして、ばれたのかしら』

『いや、まだ大丈夫だ』

　黒騎士はジュリアの声に応えて、馬の歩みを僅わずかに遅らせていた。すぐにジュリアと、何とクラウドが、二人の横に並んで馬を進めている。

「どちらに向かわれるのですか？」

　ジュリアの問いかけに、黒騎士はすぐに答えた。

「武術大会があると聞いたのでやってきたが、宿となるような場所を探している」

「よろしければ兜かぶとを外はずして、顔を見せていただけますか？」

「見たところ、まだ少女のようだが……ゴシュラムでは、幼おさない女の騎士もいるのか？　その若さで、街道の警備に狩り出されたとしたら、気の毒だな」

「非礼はお詫わびします。実は、人を捜しています。よければもう一人の騎士様も、お顔を拝見したいのですが」

　威厳のある黒騎士相手に、ジュリアは臆おくすることなく望みを口にする。ジュリアにこんなことまでさせてしまったことをすまないと思いながらも、ミーナよりはるかに大人おとなびてしまったジュリアに驚いていた。

「捜している相手の特徴は？　それを聞いてからでないと、兜は外さぬ」

　黒騎士に言われて、ジュリアは唇くちびるを嚙かんでいた。しばらく悩んでいたが、観念したのか正直にミーナの特徴を伝えてきた。

「金色の髪をした、若い女です。もしかしたら男の姿をしているかもしれませんが……」

「で、貴殿には、私がそのような女に見えるのか？」

　ジュリアはきっと言いたいだろう。その真っ黒な甲かつ冑ちゆうからすると、おまえが黒騎士なのかと。けれどジュリアは、その言葉を口にするのは抑えているようだ。

「カイル、誤解されると不快だ。兜を取れ」

　黒騎士に命じられて、ミーナはそっと兜を外した。

　生まれたときから一緒の、姉妹同然のジュリアでも、銀色の髪になってしまったミーナを見抜くことはできないようだ。

　だが何かを感じるのだろう。熱心にミーナのことを見ている。

「納得したか、女騎士。これは私の従者だ」

「はい、違っておりました。非礼をお詫びします。武術大会に出られるのですね。健けん闘とうを祈ります」












　そこでジュリアは、クラウドを伴って離れていった。

『どういうこと？　何でクラウドと一緒にいるのかしら？』

『寡か黙もくで、強い男だからさ。今のジュリアが信頼できるのは、やつしかいなかったってことだろ』

『盗賊団がいるのに……大丈夫かな』

『ああ、熊も倒せるクラウドがついてる』

　神様は何でも知っている。この調子だったら、黒騎士のことだって本当は何でも知っているのだ。

「あの女騎士、本当は私の兜を外させたかったようだな」

　少し離れてから、黒騎士は呟つぶやく。

「えっ？　女を捜していると言ってましたが」

「口実だ。黒騎士を捜しているんだろう」

「だったら、そう聞いてくると思いますが」

「二対二だ。戦いになったら、自分たちが不利だと、即座に判断したのだろう。子供の割には、賢かしこい対応だ……だが、詰めが甘い。後をついてくるが、それを悟さとられてどうする」

　ミーナが振り返ろうとしたら、黒騎士がすぐに手で制した。

「カイル、馬を走らせるぞ」

　そこでいきなり黒騎士は、馬の腹を蹴けって走らせ始めた。ミーナも必死でついていく。すると背後にいた二人も、追ってくる気配がした。

　どれくらい走ったのだろう。そういえばこの辺りは、以前、ミーナが襲おそわれたところだ。深追いしたらジュリアたちが危ないと思ったら、目の前に五頭の馬がいて、そこにあの盗賊たちが跨またがっていた。

「黒騎士様、盗賊ですっ」

「わかっている……だが、安心しろ」

　そこで黒騎士が剣を抜き、戦いが始まるのだと思った。ところが黒騎士は、何ということか盗賊に親しげな雰ふん囲い気きで近づいていく。

「後ろに厄やつ介かいなのがついてきた。殺さぬ程度にならやってもいいが、できればそのまま追い払ってくれ」

「それはいいが……公爵、あんたの横にいるのはこの間のガキじゃないか？」

「ああ、腕が立つので従者にした。いい拾いものだったな」

「腹をかなり切ったはずなんだが？」

　盗賊たちは不思議そうにミーナを見ていたが、ジュリアたちが近づいてくる音に促うながされて、街道へと飛び出していく。

『どういうこと？　ジュリアたちが危ないわ。神様、助けないと』

『大丈夫だ。クラウドは……ハッシュウイルの最強軍団で訓練してきた父親に、本物の戦い方を教えられている』

『クラウドの父親って、そんな人だったの？　わたしはてっきり、治療院で働いているルウド卿きようだとばかり思ってたわ』

『そのルウド卿さ……』

　さらに詳しく訊こうとしたが、それよりも黒騎士が何で盗賊と親しげに話していたのか、そちらも知りたくなって、ミーナは激しく混乱してしまった。

「どうやらまずいことになりそうだ。カイル、行くぞ」

「まずいって、黒騎士様、いったいどうなってるんです。盗賊が公爵って？」

「その話は後だ。どうやら女騎士の従者は、かなりの手て練だれらしい。こっちに気付かれる前に、姿を隠そう。急ぐぞ」

　黒騎士はそのまま馬を進めたが、それはこれまで走っていた街道から外れた、森の中の小道だった。

「どこに行くんですか？」

「おまえは私の従者だろう。黙だまってついてくればいい」

　けれど黙ってついていってもいいのだろうか。これまで築き上げてきた黒騎士への信頼が、一瞬で崩れてしまった。

　まさか黒騎士は、盗賊団と組んでいたというのか。そして人々を騙していたとしたら、とんでもない裏切りだ。これでは盗賊団がこの街道から消えるなんてことは、絶対にあり得ない。

『やっぱり傷つけてしまったな。だけど姫ちゃん、俺は、この黒騎士を救いたいんだ』

『……傷が深すぎて、立ち直れそうにないわ』

『最初からカラクリを話せばよかったか？』

『そうね……聞いていたら、黒騎士様のことなんて、好きにならなかったのに』

　本当に黒騎士は、盗賊団の仲間なのか。こうなったら真実をしっかりこの目で確かめたいと、ミーナは無む謀ぼうにも思い始めている。そして今回は、神様もそれを止めようとはしなかった。








◆◆◆






　あれはどう見ても黒騎士だと、ジュリアは確信していた。側にいるのはミーナだろうと思ったから、それとなく黒騎士に近づいていって確認したが違っていた。

　髪は銀色で短い。夜でもそれだけ見れば、ミーナでないことはわかってしまう。

　そのまま別れたが、しばらく行ってから思い切ってクラウドに訊きいてみた。

「あれはどう見ても黒騎士よね？」

「真っ黒な甲かつ冑ちゆうは、ジュリアの母上のしか見たことがない」

「もしかしたら……母上が甲冑を作らせた工房のものかもしれない。だったら、やっぱりシェルランドの人間なんだわ」

　二人はちらちらと後ろを振り向きながら、僅わずかの月光の明かりに照らされた道を、遠ざかっていく二人を確認する。

「あっ！　あ、あたしったら、何てバカなのっ。あの馬、ミーナ様のロゼッタだわ」

　ミーナの愛馬は、これといった特徴のない茶色の牝ひん馬ばだが、ゆっくり歩いている様子には見覚えがあった。

「暗くてわからなかった。クラウド、戻りましょう」

「急ぐと怪あやしまれる。ゆっくり行こう」

「だけど……どうして？　ミーナ様の馬を奪ったのかしら」

「従者の甲冑に、見覚えはないのか？」

「あっ？　ああ、あたしって、本当に大バカ。黒騎士にばかり目がいって、よく見なかった。もう一度、確認しましょう」

　おかしな神が、どんな力を持っているのか、もっと調べてくればよかったのだ。けれどジュリアも時間がなくて、盗賊団の出没地点を父から聞き出すのがやっとだった。

「そういえば男の子にしては、優しい顔立ちだったわ。あれが、もしかしたらミーナ様なのかしら」

　だったらジュリアに対して、それとなく合図でも送ってくれればいいのにと思うが、そんな様子もなかった。ミーナの甲冑と馬を奪い、使っているのだとしたら、ミーナ本人はどうしたのだろう。

　最悪の展開が思い浮かんで、ジュリアは馬を急がせようとしたが、クラウドがやんわりと手た綱づなを引いて止めた。

「宿を探しているとか言っていたけど、この先には何もない。都みやことは反対方向に進んでる。自分たちの隠れ家がが、近くにあるのかもしれないな」

「このままついていくだけ？　見失うわ……えっ！　何」

　いきなり馬に乗った男たちが、森の奥から飛び出してきて、ジュリアたちの前に立ち塞ふさがる。男たちの手には、先に鋲びようが打ち込まれた棍こん棒ぼうや、刃やいばの厚い剣が握にぎられていた。

「よう、騎士様。いい甲冑だな。置いていってもらおうか。おやあ？　いい匂いがすると思ったら、一人は女じゃないか」

　嫌いやらしい声を出しながら、盗賊がジュリアに近づいてくる。けれど次の瞬間、盗賊はうっと呻うめいて馬から転げ落ちた。

　クラウドが、手に隠し持っていた小さな羽根矢を当てたのだ。普通ならその程度の羽矢で、こんな簡単に落馬はしない。先端に何か毒どくを塗ぬってあるのだ。

　続けてクラウドは、大柄なもっとも強そうな男に羽矢を突き刺した。

　頭かしらと強つわ者もの、二人を失った途と端たんに、残りの三人は弱腰になる。

「ジュリア、弓を……」

　クラウドは馬から下りると、剣を抜いて盗賊の逃げ道に立ち塞がった。

「迷うなジュリア。二度と盗みや人殺しなどさせないために、思い切り深ふか傷でを負わせてやるんだ」

　そう言われても、ジュリアの全身は震ふるえていた。

　これは本当の戦いだ。ぐずぐずしていたら、逆に自分の命が狙ねらわれる。

　盗賊は馬を興奮させ、クラウドをその前脚で蹴けろうとしていた。ここで気を抜いたら、自分だけがやられるのではない。クラウドまで犠ぎ牲せいになってしまったら大変だ。

　ジュリアは弓に矢を番つがえ、盗賊を狙った。辺りは暗いし、馬上の盗賊は動き回っている。それでも空を飛ぶ鳥を狙うよりは、はるかに簡単だ。

　盗賊の腕に矢は突き刺さり、痛みと驚きで盗賊は落馬する。すると興奮していた馬は、乗り主ぬしのことなど捨ててさっさと逃げてしまった。

　続けてジュリアは、残りの二人を狙った。矢は肩と腰に刺さったが、二人は気き丈じようにもそのまま逃げてしまった。

「どうしよう、クラウド。ミーナ様を追わないと」

「駄だ目めだ。まずこいつらを、国軍に引き渡す」

　クラウドは、落馬して呻いている男の首にも羽矢を射さして、あっという間に意識を失わせてしまった。

「死ぬような毒じゃないんだ。効き目はそんなに長くない。動きだして暴れる前に、連れていかないと」

「でも、ミーナ様が」

「もしあれが王女なら、自分の意志で黒騎士といるんだ。逃げようと思えば、いつだって逃げられそうだったじゃないか。何か考えがあるんだろう」

　そう言われると、ジュリアもこれ以上追っていくのが正しいのか疑問に思えてくる。

　すぐにクラウドは、盗賊たちの手足を紐ひもで縛しばりつけ、そのまま馬の背に押し上げていた。

　頭と落馬した男、そして大柄な男と分けて二頭の馬に乗せると、紐でしっかり鞍くらに括くくり付けている。

「クラウドって、用意がいいのね」

　毒矢や捕獲用の紐など、すべてクラウドが持参したものだ。ジュリアはすっかり感心させられてしまった。

「熊よりは楽さ。熊は、この毒矢でもすぐに倒れないから」

　クラウドはジュリアの馬に、大柄な男を乗せた馬を繋ぐ。

「万が一、途中で目を覚ますと厄やつ介かいだ。俺が後ろから行くから、ジュリアが先に行け」

「はい……」

　何と頼もしい相棒を見つけたのだろう。ジュリアはクラウドの言うことを素直に聞いて、都へと戻る道を行き始める。

　黒騎士の従者に扮ふんしているのがミーナなら、ジュリアが必死になって捜していることだけは伝わっただろう。それでも戻ってこないとしたら、ミーナにも何か考えがあるのだろうと、クラウドが言ったとおりだ。

　悔くやしいけれど、ここは一いつ旦たん戻るしかない。戦利品を届けた後に、今夜また街道に出掛けることは無理そうだった。
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　ジュリアたちは無事だろうかと心配していたミーナは、背後から近づいてくる馬の気配に振り返る。

　それぞれ肩と腰に矢を射いられた盗とう賊ぞくが、ミーナを押しのけるようにして先を急ごうとしている。あんなに探しても見つからなかった盗賊たちのアジトが、この先にあるのだろう。

「とんでもねぇやつらだったぞ。毒矢なんかを使いやがった」

「小娘だと油断したのがいけねぇんだ。頭かしらがやられた」

　追い抜きざま、憎にく々にくしげに言われてミーナはほっとする。やはりクラウドは最強の助すけっ人とだったようだ。ジュリアが無事ならそれでいい。

　けれど黒騎士は何かを感じたようだ。少し馬の歩みを遅くして、この先に行くのを躊躇ためらうような様子を見せた。

「どうかなさいましたか？」

「んっ……この先は、野や蛮ばんなやつらばかりだ。気をつけろ」

「はい……」

　ではそんな野蛮な連中と、黒騎士はいったいどんな理由で、わざわざ取引をしたというのだ。その真相が知りたい。

『姫ちゃんは、好奇心の塊かたまりだな』

　ちくっと嫌いやみのように言われて、ミーナは困惑する。

『だって、あの人が盗賊の仲間だなんて、どうしても信じられない。助けられるものなら、何とか助けたいわ。神様だって、同じ気持ちでわたしに協力を頼んだんでしょ？』

『まあな。俺が手助けしても、本当に彼を救うことにはならない。彼一人じゃ限界があるのに、助けを求めようとしないのが悪いところだ』

　もやもやとはっきりしない言い方をしている。ここで真実をと思った矢先に、森の奥にある開けた場所に出てしまった。

　中央の炉ろを取り囲むようにして、粗そ末まつなテントが幾いくつも張られていた。数十人の男たちが、まるで蜂はちの巣すを突いたかのように騒いでいる。どうやらジュリアたちにやられた頭と呼ばれる男は、ここではかなり重要な人間だったらしい。

　集まった男たちの中心に、長い銀髪の女がいた。

『女性だわ？　こんな男たちの中にいるなんて、盗賊団の誰だれかの奥さんかしら』

『いや……ああ見えて、かなり強い。彼女はハッシュウィルの元無敗軍団にいた、最強兵士の一人だ』

『えっ？』

　母とそんなに歳としは違わないだろう。元は美しい女性だったのかもしれないが、荒あれた生活がその美び貌ぼうを禍まが々まがしいものに変えてしまっている。

『彼女が盗賊団の団長、イライザだ。強い女は、レディ騎士だけじゃないってことさ』

『あの人が……』

　イライザは黒騎士とミーナに気付くと、腕を胸の前に組んで、戦いを挑いどむように睨にらみつけてくる。

「おやおや、これは公こう爵しやく様。いつからゴシュラムに寝返ったんだい。大切なあたしの手下が、捕つかまったっていうじゃないか？」

　女王のような威い厳げんがイライザには備わっている。そんなイライザの周りには、甲かつ冑ちゆうに身を包んだ兵士が数人、彼女を守るようにして従っていた。

「寝返ったわけじゃない。そろそろゴシュラムの国軍も、本気になってきたということなんだろう」

　黒騎士は馬を下り、兜かぶとも外はずしてイライザに対たい峙じした。それを見習って、ミーナも馬を下りて兜を外す。

　ちらっとミーナの顔を見た途と端たんに、イライザの顔つきが大きく変わった。

「おや、可愛かわいい小こ姓しようを連れてるじゃないか」

「小姓ではない。従者だ」

　黒騎士はむっとした様子で言い返す。小姓というのは、王族や貴族の身の回りの世話をするために雇やとわれる者で、そのほとんどは成人していない少年だ。従者は騎士の世話をするだけでなく、ときには共に戦って騎士を守る。

　主あるじに対する心構えからして、小姓と従者では違うのだ。自分が小姓と同列扱いではなかったことで、ミーナは嬉うれしかった。

「どっちでもいいさ。あたしへの貢みつぎ物かい？　だったら、今回の不始末を見み逃のがしてやってもいいが」

「不始末などしていない。あの騎士たちは、私を始末するためにゴート王が差し向けた刺し客かくだろう。一人は少女だったし、一見するととても手て練だれには見えなかった」

　いいえ、父はあなたを殺すつもりなんてないわ。ただ迷惑だから、ここで勝手に盗賊退治なんてしないでくれと、通達したい気持ちはあったでしょうけれどと、ミーナは心の中で呟つぶやく。

「ゴート王の目的はあたしらさ。公爵、あんたはもう十分に名を売った。そろそろあたしらとの関係を、なかったことにしたいんだろ？　それでわざと弱そうに見える刺客を呼び寄せ、あたしの手下を捕まえさせたんだ」

　それは違う、クラウドがたまたま強かっただけだ。ジュリアが捜していたのは、盗賊団なんかじゃなくて、このわたしなのにとミーナは苛いらついた。

『神様、どうして黙だまってるの？　誤解を解とかないと』

『ジュリアのことを、姫ちゃんが喋しやべったらおかしいだろ。ここは黙だまって、黒騎士公爵がどう出るか、見ていよう』

　ここで争いになったら、黒騎士は明らかに不利だ。盗賊団と組んでいたことを解消したかったら、黙って逃げてしまうことだってできただろう。なのにそれをしないで、わざわざこんな所までやってきたのは、騎士としての正義感からなのか。

「イライザ、悪いがあなたの手下は、責められたら簡単にここの場所を吐くだろう。すぐに逃げたほうがいい」

　黒騎士の提案に、イライザは喉のどを反らして豪ごう快かいに笑った。

「で、公爵は武術大会とやらに出て、めでたくゴート王の騎士になるのかい？　あんたがゴート王に近づいて、すんなりやつを殺してくれるっていうから、これまで助けてやったんだろう。だけどその筋書きの中に、仲間を売るっていうのはなかったはずだ」

　イライザは恐おそれる様子もなく、ミーナに近づいてくる。すると黒騎士は、ミーナの前に立ち塞ふさがって、それ以上イライザが近づくのを阻そ止しした。












『神様……どういうことなの？　お父様を殺すって？　いったいお父様が、この人に何をしたっていうの？』

　ミーナの全身が細かく震ふるえた。イライザからミーナを守ろうとしてくれている黒騎士を、果はたしてどこまで信じていいのか、もう全くわからない。

「ゴシュラムに来て、ゴート王のいい話ばかり聞いたんだろ。それで気が変わったんだね。これだから世間知らずの貴族ってのは、甘くてどうしようもないんだよ。いいか、あの頑がん固こ者もののバカ王が、ウラルなんて貧乏国の金髪女なんかに惚ほれなけりゃ、今頃、この国はハッシュウィルの……ハイル陛へい下かのものだったんだよ」

　ミーナの脳のう裏りに、突然、銀色の髪をした冷れい酷こくそうな男の姿が浮かんだ。

『これは……誰だれ』

『姫ちゃんが生まれるずっと前に、姫ちゃんの祖そ父ふ母ぼを殺した、銀色の悪魔さ。その悪魔を殺したのは、ゴート王じゃない。この俺だ』

　神様が悲しんでいる。

　神なのに、自分の犯おかした罪を後こう悔かいしていた。

「ボウヤ、そんな騎士といても、長生きはできないよ。そいつはゴート王を殺して、自分も死ぬ気なんだ」

「えっ？　本当なんですか、黒騎士様？」

　黒騎士は答えない。それはイライザの言っていることが、本当だからだろう。

「ハイル陛下とあたしが婚こん姻いんしていたら、おまえみたいに綺き麗れいな息むす子こが生まれていただろう。いいよ、身代わりでも。あたしとおいで……そうすれば、いずれおまえをハッシュウィルの王にしてやろう」

「そんなの嫌です」

「だったらここで、愚おろかな公爵と一緒に死ぬかい？」

　にやりとイライザは笑った。その顔はまるで魔女のようで、ミーナは恐ろしさから思わず黒騎士のマントを握にぎりしめてしまった。

　イライザはゆっくりと離れていく。それを合図に、盗賊たちは黒騎士に向かって剣を構えた。

「黒騎士様……騎士なら盗むなとおっしゃいましたよね。まだ騎士のお心があるなら、こんな盗人たちの讒ざん言げんに惑まどわされないでください」

「カイル、おまえは何者なんだ？　最初はただの盗ぬす人びとなのかと思ったが、そうではない。腕も立つし、学もある。まるで貴族の子し弟ていのようだな」　　　　　

「名乗らないのはお互い様でしょう。黒騎士様、大義なき殺人は、もっとも騎士道に反するものです。あなたはゴート王のことを誤解されている」

　どこまでがミーナの言葉なのだろう。気が付くと自然に言葉が出ていたが、それは神様の言葉のようにも聞こえた。

「ハッシュウィルも今では、良王の統治の下、豊かになっています。けれど争乱を持ちかけるこういった輩やからは、まだハッシュウィルから消し去れない。彼らはあなたの国、シェルランドまで巻き込もうとしている」

「カイル？」

　どういうことなのか、話しているミーナにもわからない。なのに口が勝手に言葉を紡つむぎ出していた。

「オーガスト公爵、父上の無念、妹君の不幸な死、同情はいたしますが、それらがすべてゴート王のせいではない。高みに上って、よく周囲を見回すのです」

「なぜ……私の名を知っている？」

「失礼しました。今は爵位を剝はく奪だつされ、エバンズ・オーガストと名乗られているのでしたね。ではオーガスト卿きようと呼びましょうか？　それとも……友としてエバンズと？」

「おまえは何者なんだ？」

　けれどそれに答えるより早く、ミーナは兜をかぶり、剣を抜いた。神様が盗賊団の並々ならぬ殺気を感じとったからだ。

「公爵、命が惜おしければ、このままゴート王の臣しん下かになって、暗殺を遂すい行こうすることだ。その後で公爵が死のうが生きようが、知ったこっちゃない。その銀色の髪のボウヤは置いていきな」

　イライザが片手を上げると、盗賊たちは急いでテントをたたみ始めた。そうしている間にも、数人の盗賊が黒騎士とミーナに剣を向けている。

「エバンズ、カイル、いや、俺を置いていけ」

　ミーナの言葉に、黒騎士は明らかに狼狽うろたえていた。いきなりミーナの性格が、全く変わってしまったせいだ。

「俺を人質にして、安全な場所まで逃げろ」

「何を言っているんだ？　頭がおかしくなったのか、カイル？」

「俺がこの姿をしている限り、イライザは俺を殺せない。何しろ、銀色の悪魔ハイル陛下を、誰よりも愛していたからな」

　すっかり奥底に閉じこめられてしまったミーナは、それを聞いて納なつ得とくした。

　ハイル陛下を死に追いやったのは神様だ。けれどイライザは、ゴート王がゴシュラム軍を率いて、ウラルに加勢したからだと思っている。

　黒騎士は何かの理由で、父のゴート王に復ふく讐しゆうしようとしているのだが、盗賊退治をしているいい騎士という印象を持たせるために、イライザと組んで盗賊退治ごっこをしていたのだ。

　もし黒騎士が暗殺に失敗しても、イライザは別の刺客を送って、ゴート王の命を狙ねらうだろう。

『お父様が……そんな……』

　正義感の強いゴート王は、ハッシュウィルの理り不ふ尽じんな急きゆう襲しゆうを許せなかったのだろう。さらにウラルには、母がいた。

　イライザが愛するハイルのために無む謀ぼうなことを企くわだてるように、ゴート王もまたシーナを救うために、自国の軍を動員して戦ったのだ。

　ゴート王は愛を手にしたけれど、イライザは愛を失った。もっともハイルが生きていたとしても、イライザを愛したかどうかはわからない。ただイライザの中では、戦後の二十数年間の間に、自分が王妃としてハッシュウィルに君くん臨りんしていたという別の物語が、着実に育っていたのだ。

　夢を壊したのは誰だ。

　ゴート王、そしてシーナ王妃。イライザの憎しみは、ミーナの両親に向けられている。

『愛を成じよう就じゆした者は幸せだ。だが、愛を見失った者は、ときにこうしておかしくなる。人間ってのは、厄やつ介かいな生き物なのさ』

　その厄介な生き物たちは、黒騎士とミーナをじわじわと取り囲んでいた。

「エバンズ、何をしている。さっさと逃げろ」

「バカなことを言うな。カイルを置いていくことなどできない。どこの何者か知らないが、おまえはまだ私の従者だ」

　そこで黒騎士も剣を抜く。

　戦うつもりなのだ。

『まいったね。戦うのか。そりゃ騎士様だからな。黙って逃げたくはないだろうけど、逃げてくれたほうが、俺的にはずっと楽だったがな』

　ミーナの手はしっかりと剣を握っていた。全身に不思議な力が漲みなぎっていく。これが神の力なのだろう。

『姫ちゃん、これからやることには、目を瞑つぶっていろ』

『無理よ。わたしの目ですもの。瞑ったら何も見えなくなっちゃう』

『心の目を閉ざすんだ。殺すつもりはないが、加減を誤ることもある。ただ苦しめるだけなら、ときには慈じ悲ひも必要だと、ある騎士に教わった』

　ミーナは突然、城の中の子供部屋にいた。まだ幼おさない兄たちがいて、笑いながら部屋を走り回っている。かくれんぼだよ、ミーナと、マリスとラウルが叫さけんでいた。

『いいえ、もう子供じゃないわ。見たくないから見ない、そんなふうに逃げたくない』

　しっかりと目を見開いたミーナが目にしたのは、自分の振るう剣で、血だらけになって倒れる盗賊の姿だった。

　黒騎士も、次々と剣で盗賊たちを倒している。辺りは騒然として、炉ろの灰が舞い上がり、そこに点々と飛び散った血が黒い染みになっていた。

『やつらがこのまま力を持ち続けたら、千人、いやそれ以上の人間が死ぬかもしれない。正義っていうのはな、ときには残ざん酷こくなものだと学んでくれ』

　あまりにも強すぎるミーナに、無謀に挑いどみかかってくる盗賊は減っていた。誰だって命は惜おしいから、残った者は自然と弱腰になる。

　気がつくと黒騎士と二人、背中を合わせて立っていた。

「援軍はどれぐらいで来るかな？　エバンズ、どう思う？」

「そんなもの、来るものかっ」

「だったら、馬に乗って逃げよう。俺が援護するから、先に馬に乗れ」

「私が主あるじだ。カイル、おまえからだ」

「あああ、面倒くせーっ、これだから騎士様はっ」

　二人はそのまま、繋つないでいた馬に向かって走りだした。すると一団が木こ立だちの間を縫ぬって追ってくる。

「いつまで手こずってるんだ。さっさと公爵をやっちまいな。ボウヤは生かしておくんだよ。気に入った、あの顔であの強さ。ハイル陛下の若い頃にそっくりだ」

　イライザはそう叫ぶと、自みずからも槍やりを手にして追いかけてきた。

「エバンズ、気をつけろ。あのおばさん、見かけよりずっと強い。何しろ無敗軍団にいた頃は、ハイル陛下の影武者をやってたくらいだからな」

　どうしてそんなことまで、神様は知っているのだろう。何でも知っているから神様なのだろうか。神様だから知っているのか。そんなことを考えながらも、ミーナの体は宙を舞い、一瞬で馬に跨またがっていた。

　その間も黒騎士は、剣で追っ手を薙なぎ払っていた。

　盗賊たちは軽装だ。鎧よろいというより、革の胸当てのようなものしかつけていない。そのために動きは敏びん捷しようで、剣をかわして逃げるのは上う手まい。

　それに比べて金属でできた甲冑は重く、戦う騎士から限りなく体力を奪っていく。

　黒騎士もかなり疲れているようだ。いくら手て練だれとはいえ、これだけの数を相手にしたことはこれまでなかっただろう。息は乱れ、肩が大きく上下に揺ゆれていた。

　それでもどうにか疲れた体を持ち上げて、馬上に身を乗せようとしたときだった。はるか後方にいたように見えたイライザの突き出した槍が、甲冑の継つぎ目から、黒騎士の体に深く突き刺さった。

「エバンズ！」

　すぐにミーナの手にした剣が、槍の柄を切り落とす。だがイライザは、またもや新しい槍を手にしていた。

「ふんっ、何が黒騎士だ。軟なん弱じやく貴族が」

　嘲あざ笑わらうイライザの腕に、そのとき、一本の矢が突き刺さった。その矢羽には見覚えがある。サビル家で使っている、赤い矢羽だった。

『ジュリア……』

　どこから射ているのだろう。目を凝こらすと、森の木々の間からちらっと炎ほのおのような髪が見えた。

「お助けいたします。早く、こちらに」

　凜りんとしたジュリアの声が響ひびく。続けてクラウドが飛び出してきて、剣で盗賊たちを薙ぎ払いながら、黒騎士の馬の手綱を引いてくれた。

『クラウドまで来てくれたんだわ』

　クラウドの手にする剣は独特だった。刃が肉厚で、普通の男では持つのがやっとだろう。それを軽々と振り回しながら、クラウドは安全な場所へと馬を導く。

「エバンズ、痛むだろうが、槍はまだ抜くな。手綱をしっかり腕に巻き付けろ。落馬だけはするなよ」

　神様はそう言って黒騎士を励はげますと、黒騎士の愛馬である真っ黒な牡ぼ馬ばの手綱をミーナに握らせた。

『賢かしこい馬だ。主を放り出すようなことはしないだろう。ミーナ、飛ばしていくぞ』

『わかったわ』

　傍かたわらには、ジュリアとクラウドが併へい走そうしてくれている。それだけでも心強い。

　ミーナは安心しながら、馬を黒騎士の仮の住まいである小屋に向かって走らせた。

『戻ったら、何か食おう。まずはそれからだ』

『こんなときにも、また食べ物の話？』

『食べないと、エバンズを助けられない』

『そうね、そうだったわ』

　ミーナも神様に助けられた。同じ奇き跡せきを、神様なら何度でも起こせるのだろう。

　ここで黒騎士を死なせたくない。どんな理由があったにしろ、ゴート王に恨うらみを持ったまま死んで欲しくないのだ。

　そしてできることなら、すべての問題が解決された後、黒騎士ではなくエバンズ・オーガスト本人と、もっと親しくなりたかった。
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　当然のように、ジュリアとクラウドも小屋までついてきた。中に黒騎士を運び込むと、早速クラウドとミーナで、甲かつ冑ちゆうを脱がしていく。

　痛みのせいか、それとも大量出血のせいか、黒騎士はすでに意識を失っていた。

「酷ひどい傷だ。縫ほう合ごうするが、中まで傷つけられていると、助かるかどうかわからない。とりあえず、湯を大量に沸わかしてくれ」

　傷口を見ながら、クラウドが真剣な表情で言う。ジュリアはすぐに火を熾おこし、壁に下げられた鍋なべに、瓶びんの中の水を移して沸かし始める。ジュリアは貴族の姫君なのに、こういった生きるために必要なことはたいがいできた。そこがミーナには羨うらやましく思える。

「駄だ目めかもしれない。中まで深く、槍やりが刺さってる」

　弱気なクラウドの発言に、ミーナは自信を持って答えた。

「助かる方法はあるわ。とにかく食べ物よ。何か食べるものを用意して」

　いきなり女のように喋しやべりだしたミーナを見て、二人はぽかんとした顔になる。

「待ってくれ。俺はゴシュラムの治療師だ。医術のことならかなり詳しい。内側の臓器まで傷つけた場合、助かる方法はない。食べ物って、今にも内臓が飛び出しそうな怪け我が人にんに、何を食べさせるつもりだ」　　

　はっとした顔になり、冷静さを取り戻したクラウドが、一気にまくしたててきた。

「食べ物は俺が必要なんだ。クラウド、捨てていいボロ毛布を下に敷いて、さっさと縫合をやっちまえ。この家には、蒸じよう留りゆう酒しゆなんてものはないぞ。だが、消毒は俺がやるから、心配しなくていい」

　今度は大人おとなの男の口調になったので、またもや二人は呆ぼう然ぜんとなる。

「あんた、いったい何なんだ。この黒騎士の従者だろ？」

「そういうことになってる」

　そこでミーナは、残っていたパンとチーズを、口に思い切り頰ほお張ばり始めた。

「主あるじの騎士が大怪我をしているっていうのに、まずは自分の空腹を埋うめるのが先か？　そんな者に騎士の従者は名乗れないぞ」

　ジュリアが顔まで真っ赤にして怒っている。

「ジュリア、偉い大だいな母親を越えようなんて焦あせるな。君はレディ騎士にはなれない。なぜって、君のほうがずっと乙女おとめだからさ」

　リンゴを見つけ、むしゃむしゃと齧かじりながら、ミーナは話す。けれどジュリアは、それが神様の言葉だなんて知らないから、ますます真っ赤になって怒りだした。

「ななな、何を言いだすんだ！　何も知らないくせにっ」

「まあまあ、そう怒るな。俺が尊大なのは昔からだ。何しろ、神様だからな。君のことなら、生まれたときから知ってるよ」

　やっと空腹は収まった。するとミーナの体は、自然と黒騎士、エバンズに近づいていく。

「クラウド、いいか、俺が中に入ってから縫合しろ。痛みを軽減させるから、縫合の途中で気がついて、暴れだしたりはしない」

「さっきから何を言ってるんだ？」

「なあに、見ていればわかるさ」

　そこで神様は、ミーナの体からすーっと抜け出し、エバンズの中に潜もぐり込んでいってしまった。

「えっ、何、今の緑色のは。えっ、あっ、そんな、やっぱり神様だったんだ……だったらここにいるのは……」

　騒ぎながらジュリアは、ミーナが変身していく様子もしっかり見ていた。

「ミーナ様……そうじゃないかなと思ったけど……本当にそうだったんですね」

「ジュリア、助けてくれてありがとう。あなたは命の恩人で、親友で、姉様で、世界で一番大切な人よ」

　ミーナはジュリアと思い切り強く抱き合った。

「クラウド、お願い、今のはウラルの神様よ。言ったことを信じて、そのとおりにやってくださらない？」

「もうやってます。捨てていい毛布ってのは、これですか？」

　いつもミーナが使っていた毛布を手にしたクラウドは、すぐに戻ってきてエバンズの体の下に敷いた。

「血が大量に噴き出すかもしれない」

　恐おそる恐るクラウドは、槍を抜いていく。いつものミーナだったら、すぐに目を逸そらしただろう。だが今のミーナは、しっかりと目を見開いて、エバンズのことを見守った。

「不思議だ……ほとんど出血しないじゃないか……」

　抜いた槍には、べったりと血がついている。けれどエバンズの体からは、血がそれ以上噴き出すことはなかった。

「あれがウラル神だったら……こんな技術をもっと伝えてくれてもいいのに」

「無理よ、クラウド。それは神様にしかできないの。しかも神様は、一度に一人しか治せないんですって。神様に巡めぐり合えたことを、幸運だと思うしかないわ」

　クラウドは頷うなずくと、いつも持って歩いている革かわ鞄かばんの中から、縫合用の針と糸を取り出した。

「最初は、人の体を縫うなんてと思ったけれど、やってみると本当に効果があるんです。これも神様が教えてくれたものの一つでしょう」

「だけど問題なのは、神様がいつもお腹なかを空すかせていることなの。人の体に入ったら、何人分も一度に食べるのよ。ジュリア、クラウド。わたしがここで黒騎士様を看みているから、食べ物を運んでくれないかしら。わたしがうんと食べて、神様に力を与える役をするから」

　おかしな治療方だと思うだろう。怪我人ではなく、看病する人間が食べるのだ。

「でも……ミーナ様。この人は、どういう人なんです？　本当に助けてもいいんですか？」

　ジュリアの質問に、クラウドがぼそっと答えた。

「助けてはいけない病人や怪我人なんていない」

「そうだったわね。だけど、助けた後でとんでもない悪人だったらって、つい考えてしまったの」

　ジュリアがそんな心配をしてしまうのも、ミーナにはよくわかった。ミーナも同じように、エバンズのことを疑っていたのだから。

「神様が一度でも体の中に入ったら、何かが変わると思うの」

　だからエバンズも変われる。復ふく讐しゆうなんて愚おろかなことだと、思えるようになるはずだ。

「ミーナ様、エミリたちをどうするつもりなんです？　あのままじゃ、今度は侍じ女じよたちが病気になってしまいますよ？」

　やはりこの問題では、当分ジュリアから叱しかられそうだ。

「忘れていたわけじゃないわ。神様がわたしの力を借りたいって言っていたから……」

　それだけじゃない。ミーナはエバンズと一緒にいたかったのだ。

　ミーナをカイルという名の少年だと疑わなかったエバンズは、とても自然な態度で接してくれた。

　王女であるミーナに接するとき、人々は妙みように堅かた苦くるしかったり、媚こびてきたりする。それがミーナは嫌いやだった。家族とジュリア以外で、こんなに自然に人と接したことはなかったので、ミーナはカイル役を楽しんでいたのだ。

　そしてエバンズに惹ひかれた。人として、騎士として、一人の男性として惹かれていた。

「血が足りない。ともかく肉と魚、それに乳だ。新鮮な野菜も欲しい。それとパン」

　いきなりエバンズが口を開いた。けれど誰だれもが、エバンズが喋っていても実際は神様の声だとわかっていた。

「ちょっと外に出る。クラウド、少し体力を分けてくれ」

　エバンズの体から緑色の煙のようなものが出てきて、クラウドに移動すると、途端にエバンズの体がびくびくと震ふるえだす。ミーナは布を冷たい水に浸ひたして絞しぼると、エバンズの額ひたいを拭ぬぐい始めた。

「痛むでしょうね。わたしより怪我が酷ひどかったもの……。でも耐えてくださいね。神様がすぐに治してくださいますから」

　丁てい寧ねいにエバンズの顔を拭ぬぐいながら、聞こえているのかわからないのにミーナは話しかける。するとエバンズの震えが収まってきた。

「神様、よろしければずっとこの体に留とどまってください」

　クラウドは自分の鞄の中から取り出した、干ほしてカリカリになったパンと、乾燥させたイチジクを口にしながら呟つぶやく。

「俺に、治療師としての技術を授さずけてくれませんか？」

「駄目よ、クラウド。神様を独ひとり占じめすることは許されないの」

　ジュリアに諭さとされても、クラウドは諦あきらめない。

「だったら期限つきでお願いします」

　あっという間に、クラウドは鞄の中の非常食を食べきってしまった。そうなるともうこの小屋には、食べられるものがない。

「ミーナ様、あたしたち、一度戻ります。食べ物を運んできますから」

「ありがとう。朝になったら、黒騎士様の従者が食べ物を運んでくるの。だけど足りそうにないから、たくさん持ってきてもらえると助かるわ」

　エバンズの怪我はかなり酷いのだろう。ミーナの傷はすぐにふさがり、その後で神様はミーナを変身までさせてくれている。

　なのに今回は、いつまで経ってもエバンズが正気を取り戻すことはない。神様もすぐにクラウドの体を出てエバンズの中に入ったが、縫合した傷跡もそのまま変わることもなく、とても治っているとは言いがたい状態だった。

「お一人で大丈夫ですか？」

　ジュリアの問いかけに、ミーナは笑顔で答える。

「一人じゃないわ。黒騎士様と神様が一緒よ」

　操り人形のように、エバンズは右手を挙げると振り始めた。どうやらジュリアとクラウドに挨あい拶さつしているらしい。

　やがてぱたっとベッドの上に倒れたエバンズの手を、ミーナは丁寧に拭っていく。

　手は、誰のものともしれない血で汚れていた。
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　エバンズ・オーガストは夢の中にいた。

　花が咲き乱れる豪ごう華かな庭園を、とうに亡なくなったはずの妹と歩いている。だからこれは夢なのだ。

「お兄様、わたし、おかしくない？」

　エバンズより三つ年下の妹は十一歳で、痩やせた色白の顔の中、緑色をした目ばかりが目立つ。陽ひに当たると濃緑色に見える黒髪が、病弱な弱々しさを隠していた。

　今日は緑色のドレスに、鮮あざやかな造花を飾っている。

「弱々しく見えないかしら？」

「大丈夫だよ、エリザ。とても愛らしい」

　シェルランド国王の弟を父に持ち、名家オーガスト公こう爵しやく家の姫君でありながら、エリザはあまり幸福とはいえない。幼おさない頃から病弱で、一年の大半を自室のベッドで過ごしていたからだ。

　そんなエリザが無理をして、ドレス姿で正装して庭園に出てきている。ゴシュラム国王を歓かん待たいするための、祝しゆく宴えんが催もよおされているからだ。

　オーガスト家の庭園は、近隣諸国の中でも一、二を争うほど素す晴ばらしいものだ。植えられた木で迷路が造られていて、さらには四季によって様々な花が咲く、四つの小庭がある。庭の中心にある噴水から溢あふれ出た水は、庭園内の小川を流れていき、可か憐れんな花はな睡すい蓮れんが群ぐん生せいしている池に辿たどり着く。

　エリザと同じ歳のゴシュラムの双ふた子ごの王子は、迷路に入って遊んでいる。ゴート王には姫君もいるらしいが、王妃と共に国で留守番だということだった。

　楽団が優雅な曲を奏かなで、夜の祝宴とはまた趣おもむきの異なった、昼の祝宴が始まった。主しゆ賓ひんのゴート王と王子たちを中心に席が設もうけられ、エバンズとエリザもその近くに座っていた。

　このときエバンズは十四歳だったが、何のための祝宴なのか、すでに意味を理解していた。これは双子の王子とエリザの見合いなのだ。

　決して強国とはいえないシェルランドは、できることなら近隣諸国で最強の国ゴシュラムと、もっともよい関係を築きたい。それには婚こん姻いんが最適だと思ったのだろう。

　現に王女がゴシュラム王妃となったことで、小国ウラルは新たな繁はん栄えいを迎えている。ハッシュウィルに攻め込まれ、国が崩壊するかと思われるほど困こん窮きゆうしたというのに、ゴシュラムから潤じゆん沢たくな資金を借り入れ、見事に再生したのだ。

　祝宴には、シェルランド王妃とまだ四歳の娘、王妃の兄のバイロン公爵も来ている。

　先の王妃が病やまいで亡くなった後、愛人だったモーラが王妃となった。元々は怪あやしげな商人の出身だ。出自を言い立てるなどしたくはなかったが、エバンズは新王妃もその兄も信用していない。

　王妃はさかんに、四歳の娘はいずれ自分のように美しくなると口にする。エリザとの婚約を願っていた父のオーガスト公爵は、迷惑そうに顔をしかめていた。

「王子様は、お二人もいらっしゃいますものね」

　そこが王妃の狙ねらい目なのだろう。一人がエリザを選んでもいい。もう一人の王子が、自分の娘を選べばいいと思っているのだ。

　ところがゴート王の返事は、期待を裏切るものだった。

「ここで息むす子こたちの将来を決めるつもりはありません。私自身、長い期間婚約していた相手とは、結局婚姻しなかったのでね。いずれ大人おとなになって、自分でもっとも相応ふさわしい相手を見つけるまで、好きにさせておくつもりです」

　ゴート王は穏おだやかに言って、黒髪と金髪の二人の王子の頭を撫なでた。

　これは夢だ。現実にはゴート王は、酷ひどく傲ごう慢まんな態度で、おまえらのような小国の姫君など、息子たちの后きさきには相応しくないと嘲ちよう笑しようしたのではなかったか。

　それともこれが現実で、エバンズの記憶が混乱しているのだろうか。

　その後で王子たちは、少しの間エリザの相手をしてくれた。それが終わって戻ってきたときに、エリザはいつもは真っ白な顔を紅こう潮ちようさせて、エバンズにだけ告げてきた。

「黒髪のマリス様が、わたしを選んでくださるといいのに」

「……どうして？　金髪の王子は気に入らない？」

「いいえ、ラウル様もとても楽しいかただけど、元気がよすぎるのですもの。マリス様は賢かしこそうで、どことなくお兄様に似ていらっしゃるの」

　エバンズに似ているからと、黒髪の王子を気に入った妹を、いつも以上に愛いとしく感じた。だからエバンズは、ゴート王がこのままエリザとマリス王子の婚約を決めてくれればいいと思ったのだ。

「強国だと思って、私たちをバカにしてるんだわ」

　王妃が憎にく々にくしげに呟つぶやいているのが聞こえる。

「何が大きくなって、自分たちで決めさせるよ。だったら私の姫君を、ゴシュラムにでも留学させろっていうの？」

　すっかり機き嫌げんを損そこねた王妃は、まだ何もわからず、すぐに泣き喚わめく幼い姫を連れて、城に戻ってしまった。

「オーガスト公爵家の接待に、問題があったのだ。料理も粗そ末まつだったし、あんな病的な娘を引き合わせるからだ」

　バイロン公爵も怒り狂くるっている。

　心優しいオーガスト公爵は、長男のエバンズにだけこっそりと打ち明けた。

「ゴート王は賢かしこい方だ。底が見えている我々の接待を、快こころよくは思わなかっただろう。何も知らないエリザに可か哀わい相そうなことをした」

「エリザは、すっかりその気になってしまったようですが？」

「夢を与えておけばいい……大人おとなになったら嫁とつげるんだと思わせておけ……そうすれば生きる励はげみにもなるだろう」

　父の言葉ながら、エバンズは激しく傷ついた。このままではエリザは大人になるまで生きられない。だからその間、噓うそでもいいから夢を与えろと言っているようなものだ。

　ゴート王に気に入られることが、そんなに大切なことなのかと、エバンズは疑問に思う。隣国に頼らなければやっていけないほど、この国は弱ってしまったのだろうか。

　伯お父じの国王も、あまり体が丈じよう夫ぶとはいえない。

　シェルランドの王家は呪のろわれている。先の王妃も病弱だったし、王をはじめオーガスト公爵もその娘も病弱だ。

　そんな噂うわさを耳にするたびに、エバンズは自分だけは強くあろうと思って、日々鍛たん錬れんを重ねた。

　なのにここで命を落とそうとしている。

　盗とう賊ぞくを相手にして、不覚にも深ふか傷でを負うなんて、何という失態だろう。悔くやしさに呻うめき声が漏もれた瞬間、エバンズはふっと目を覚ました。

「……え？」

　ここは見慣れた自分の小屋だ。ゴシュラムの貴族が建てた猟りよう用の小屋だが、それを借りて使っている。ここを訪れるのは、かつてのオーガスト家の侍じ従じゆう長ちようソダックと、彼が雇やとった近隣の男たちだけのはずだ。

「あなたは……天の御み使つかいか？　妖よう精せいかな」

　金色の髪をした美しい娘がいる。娘はエバンズの傷口を、匂いの強い酒に浸ひたした布で拭ふいていた。

「ここで何をしているんです？」

「お目覚めになりましたか？　でも、またすぐに眠れますわ」

「あなたは誰だれです。もしどこかで会ってるとしたら、あなたのように美しい人を、覚えていないはずはないのに」

　ただ美しいだけでない。娘は健康そうで、しかもその眼まな差ざしからは強い意志を持っているのが感じられた。

「ゴシュラムの……治療院の者です」

　娘はそれだけ答えると、さらにエバンズの体を綺き麗れいにしてから、傷口に清潔な布を巻き付け始めた。

「もう血は止まりましたから……傷口を縫ぬったところは、あとで治療師が糸を抜きますので、それまでは弄いじらないでくださいということです」

「そうか……ゴシュラムの……治療院」

　イライザに刺されてから後の記憶が全くない。誰かが助けてくれたようだが、あれはいったい誰だったのだろう。

「そうだ……カイルは？　私の従者がいるはずなんだ。まさか……カイルはやられたんだろうか？」

　おかしな若者だったが、勇気もあれば強さもあった。そう簡単にやられるとは思わないが、あの後で無事に逃げられたのかが気になる。

「あなたは、カイルのことを知りませんか？」

「ここに来て、騎士様が元気になられるまで、面倒を見るように言われただけですの」

「そうか……。ありがとう、怪け我が人にんの世話なんて、嫌いやなことをさせてすまないと思います。治療院の人だというけれど……」

　優雅で上品な雰ふん囲い気きが娘にはあって、どう見てもレディと呼ばれているようにしか見えない。ゴシュラムの治療院は、元々がゴシュラムの貴族の娘によって創設されたものだから、あるいはこの娘も貴族なのかと思った。

「ゴート王のことは、どう思われます？」

　強国であることを誰にでも自慢していて、傲ごう慢まんで身勝手な王だとばかりエバンズは思っていた。ゴシュラムから様々な圧力をかけられたことで、シェルランドは過去のウラルのように、崩壊の危機に瀕ひんしている。

　そう信じていたのに、何かが違う。ゴシュラムにいてエバンズは、一度もゴート王の悪口を民から聞いたことがない。

「公正で正義感の強い、良王だと思いますわ。病人のための治療院や、身寄りのない子供とお年寄りのための救護院も、すべて国からの援助で運営されています」

「その話は……他でも聞いたな」

「家長が病に罹かかったら、その年の税は免除されます。子供が生まれたら、祝い金が必ず支給されるんですよ」

「……つまり、いい国だということですね」

「ええそうですわ。騎士様はどちらの国のかたですか？」

　教えるわけにはいかない。だからエバンズはそこで黙だまってしまい、代わりにじっと娘を見つめた。

　レディだったら、家族でもない病人の世話などしないものだろう。なのに彼女は、汚れたエバンズの体を綺き麗れいにしてくれている。見回すと小屋の中も綺麗になっていて、いつもよりずっと居い心地ごこちよく感じられた。

「あなたの名前を教えてくれませんか？」

　気になって訊ねると、娘は華はなやかに笑った。

「名前を訊たずねるときは、最初に名乗るものでしょ？　騎士様が名乗りたくないと思われるなら、わたしも名なしでおります」

「そうか、そうだな」

　エバンズも力なく微ほほ笑えんだ。

　すると娘はエバンズの手を握にぎってくる。

「騎士様、何があったのか存じませんが、きっと陛へい下かが力になってくださいます」

「私にゴート王を頼れと？　それは……できないな」

　エバンズはシェルランドを出たときのことを思い出し、悔しさにぎゅっと目を閉じた。

　呪われているというのは本当なのかもしれない。母に続いて妹のエリザが亡くなった。そしてついに父までも亡くなったのだ。

　ゴシュラムが圧力をかけてくるのは、オーガスト家での接待のまずさで、ゴート王の機き嫌げんを損ねたのが原因だと、激しく責められた。そしてバイロン公爵が筆頭となって、エバンズの爵位継承は阻はばまれ、オーガスト公爵家は途と絶だえてしまったのだ。

　伯父の国王は、どうして助けてくれなかったのだろう。

　それだけではない。遠回しな言い方で、もしゴート王の暗殺に成功したら、爵位の復権を認めるというようなことを言ってきた。

　傲慢な悪王なら、暗殺するのも厭いとわない。けれどゴシュラムの民が言うように、良王だったらどうすべきなのか。

「歩けるほどお元気になられたら、都みやこにある治療院にいらしてください。都を散策されれば、もっといろいろなことがわかると思います」

「あなたが案内してくれるのなら、行ってもいいな」

　エバンズは滅めつ多たに言わないようなことを言ってしまったので、恥はずかしさを照れ笑いで誤ご魔ま化かす。

「誤解しないで欲しい。いつもはレディ相手に、こんなことは言わないんだ。怪我をしたせいかな……弱気になって、失礼なことを言ってしまった。気にしないでください」

「気になどしませんわ。できることなら、ご案内したいのですけれど」

　娘の表情が一瞬曇くもる。誰かに頼まれて来ただけなのに、若い男から図ずう々ずうしい願い事をされて、困っているのだろうとエバンズは慌あわてた。

「今の言葉は忘れていいから。それより、こんな森の中で、退屈じゃありませんか？　それとも交代の人が来るんだろうか？」

「退屈はしていません。こういった静かな時間には、自分のした過あやまちを思い出して、反省することにしているんです。反省しなくちゃいけないことがたくさんありすぎて、退屈なんてしません」

　にこやかに言う娘の顔を見ていると、エバンズも自然と微笑みたくなってくる。

「だけど反省はしても、悪いほうにばかり考えては駄だ目めです。どうして失敗したのか。そう、あれが原因だったのねとわかったら、二度と同じ過ちは繰り返さないことですわ」

「それができれば苦労しないな」

　娘はエバンズの手を握ったままだ。レディが男の手を取るのは、ダンスのときと挨あい拶さつのキスを手の甲こうに受けるときだけだと思っていた。

　けれどこうして手を握られていると、不思議と穏やかな気持ちになってくる。ずっと忘れていた、母や妹と過ごした、平和だった頃に戻ったようだ。

「私には妹がいたんだ。十三歳で、亡くなってしまったけれどね」

「まあ……お気の毒どくです」

「病でずっと寝付いていたのに、いじけることもなく、心根は美しいままだった」

　マリス王子は優しい王子だったと思う。エリザが手紙を送ったら、律りち儀ぎに毎回必ず返事をくれた。さらに病びよう床しようのエリザのために、美しい挿さし絵えの入った書物なども贈ってくれた。

　エリザはその本を、亡くなるまでずっと毎日、肌はだ身み離さず持っていた。

　愛を知らずに死ぬよりよかったと思う。けれどゴート王が、マリス王子との婚約まで許さなかったのは恨うらみに思った。

　病弱な姫君では、王妃に相応しいとは思えない。冷静に考えればわかることだが、エバンズは妹を愛していたから、病から救えない悔しさを、他に向けるしかできなかったのだ。

　エリザのことを思い出していたら、なぜか娘の青く美しい瞳から、涙がこぼれ落ちてきて、繋つないだ手の上に落ちた。

「なぜ、あなたが泣くんだ？」

「……きっとマリス王子も、妹君の死を、とても悲しんだと思いますわ」

「えっ？」

　その話はしただろうか。いや、エバンズは何も話していない。だったらこれは夢の続きで、ここにいるのは夢の精霊なのかもしれないと思えてくる。

「ごめんなさい、わたしったら……怪我人をこれ以上疲れさせるようなことは慎つつしみます。どうか、ゆっくりとお休みになって」

「いや、怪我人だという気がしない。気分はとてもいいんだ。それともこれは……まだ夢の中なのだろうか？」

「そうですね。夢の中なのかもしれません」

　娘はすっと手を離す。するとエバンズの中に、いい知れない寂さびしさが生まれた。

　この娘と手を繋いでいたら、このささくれだった心も綺麗になっていくような気がする。希望とか呼んでいるような何かが、見つかるような気がした。

「陛下はマリス王子の父親です。あのように優しい王子の父親が、非道な王だと思いますか？　騎士様、どうか……妹君を悲しませるようなことはなさらないで」

「何だって？」

　どうしてそんな話をするのだと、エバンズが訊きこうとした瞬間、緑色の霧きりのようなものがエバンズを包んだ。

　次の瞬間、エバンズは再びシェルランドのオーガスト家の庭にいた。

「素晴らしい庭だな、エバンズ」

　何とそこにはカイルがいた。銀色の髪をした美しい若者は、まるで王子のような威い厳げんを持った姿で、庭園を見回している。

「エバンズ、貴殿は騎士の修行のために、何年、家を空あけた？」

「私は……十歳から家を出ているが」

「そうだな。公爵家の嫡ちやく男なんでありながら、あの修行の厳しさで有名なベッヘル騎士団に入団し、名誉騎士の称しよう号ごうを得るために十年修行した」

「どうして知ってるんだ」

　いや、これは夢だからだと思うけれど、どうにも現実的な感じがする。そこでエバンズは、足あし下もとの芝しば生ふを強く蹴けってみた。

「安心しろ。ここは貴殿の思っているとおり、夢の中だ」

「いったいおまえは何者なんだ？」

　夢というのは、こんなにはっきりとしているものだっただろうか。どう考えてもエバンズは、カイルに話しかけられているような気がする。

「俺は真実を見る者……そしてエバンズ、貴殿の友だちさ」

「友だち？」

「なあ、エバンズ。友からの忠告だ。どうしてオーガスト家の中で、自分だけが健康に生き残ったのか、そこをよく考えろ」

「えっ？」

　エバンズは思わず自分の体に目を向ける。何人もの脱落者が出ることで有名な、ベッヘル騎士団の修行に耐えた体は強きよう健けんで、どんな困難にも立ち向かえる力に満ち溢れていた。

「素晴らしい庭園だ。この庭園を見たら、欲しいと思う人間も出てくるだろうな」

　いつの間にかカイルの体は宙に浮いていて、庭園を上から眺ながめていた。そしてカイルが手をかざすと、エバンズの体も浮き上がる。

　視界が開け、遠くにある王城まで見えてきた。

「今、ここに住んでいるのは誰だ？」

「邸やしきは……バイロン公爵のものになっているが……」

　そこでエバンズは、巨大な歯車が一気に音を立てて回りだしたような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

「まさか……そんな……」

「騎士は噓うそをつかない。いや、つけないように教育されるんだ。だがな、エバンズ。人間ってのは、悲しいことに平気で噓をつける生き物なんだよ」

「国王にとって、父は弟だ。一緒になって、私を追い出すはずがない」

「正常に物事を考えられないようにされているのかもしれない。本当にゴシュラムの圧力で、国が疲ひ弊へいしているのか？　誰かが、国費を流用しているのを隠すために、そんな筋書きが作られているとは、思わなかったのか？」

　エバンズはそこで、騎士の修行を積んではきたが、政治に関しては無知に等しいことに気がついた。

「ゆっくりと本当の眠りを眠るといい。反省は、これから何度でもできる」

　その言葉が消えないうちに、エバンズは夢の世界から追い出されていた。
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　ミーナは三日間、エバンズに付き添そった。その間、ひたすら食べて、神様に力を与え続けたのだ。

『エバンズに正体を見られちまったな。カイルに変身すればよかったのに』

　深い眠りに入ったエバンズの顔を見ていたら、ふと神様の声がした。どうやら無意識のうちに、またエバンズの手を握にぎっていたらしい。そこから神様の声が伝わってきたのだ。

『いいのよ。変身するのに、またたくさん力を使うことになるんでしょ。だったらその分を、黒騎士様にあげて欲しいから』

『優しいね、姫ちゃん。だけど、エバンズが思ったよりいいやつで、ほっとしただろう』

『そうね……本当の悪人じゃなくてよかったわ』

　マリスが贈った本を胸に、埋まい葬そうされたエリザの姿が浮かぶ。神様を通して見せられたエバンズの過去は悲しみに溢あふれていて、ミーナは思わずもらい泣きしてしまった。

『さて、エバンズの体は、いい感じで回復してきた。姫ちゃんもそろそろ尼に僧そう院いんに戻ったほうがいいよ』

『でも……』

　尼僧院に戻り、そして城に戻ったら、二度とこんな自由はなくなってしまう。そしてエバンズとも、二度と会えなくなってしまうだろう。

『まったくもう、これだから恋する乙女おとめってやつは面倒なんだ』

「そ、そんなのじゃないわっ」

　思わず声が出てしまい、ミーナは慌あわてて口を強く引き結ぶ。

『二人が結ばれる運命なら、自然とそうなるもんさ』

『か、神様は、助けてくれないの？』

　それはずるいだろうと思いながらも、ついミーナは思ったままを心に浮かべてしまった。すると神様の苦笑いが伝わってきた。

『俺はね、縁えん結むすび専門じゃないから。そっち方面は得意じゃないし、そういうのはだな、自分で努力して手に入れるもんだろ？』　

『だけど、どうしたらいいのかわからないもの。黒騎士様は、大変な重荷を背負ってるわ。少しでも軽くしてあげたいけれど、わたしが余計なことをしたらいけないんでしょ？』

『ああ、いけないね。エバンズは、まず一人でこの問題に立ち向かい、乗り越えないといけない。その先に援助の手を差し伸べられる者がいたとしても、それは姫ちゃんじゃない』

　自分は非力な存在だと、ミーナ自身今回のことで嫌いやというほどわかった。だからここは素直に言うことを聞くべきだが、どうしてもエバンズに対する未み練れんが断ちきれない。

『明日の朝、従者の爺じいさんが来る前に、ここを出るんだ。そして心配している侍じ女じよたちを安心させてやるといい』

『黒騎士様は、本当にもう大だい丈じよう夫ぶなの？』

『ああ、姫ちゃんが協力してくれたおかげでな。内臓もしっかり治したし、傷も内側から修復した。後でクラウドが来たら、糸を抜くように伝えてくれ』

　エバンズの体から傷が消えると同時に、ここであった様々なことも、エバンズの記憶から消えていくのだろうか。

　そう思うとミーナは寂さびしくて、もう一度カイルとなって、エバンズの側そばにずっと留とどまりたくなってしまうのだ。

『姫ちゃん、いいか、エバンズはカイルのことは知ってる。だが姫ちゃんのことは全く知らないんだ。姫ちゃんが一方的にエバンズのことを想っても、それに応こたえてくれる保証はないんだぞ』

『そうね……』

　ほんの一瞬、ミーナのままで心を通わせることができたと思ったけれど、目覚めたエバンズはあれがすべて夢だったと思ってしまうだろう。エバンズはミーナが誰だれかも知らないのだから、捜してもくれない。

『だけど……わたし、これから先、黒騎士様以上に好きになれる人と巡めぐり合えると思う？』

『そ、それは、どうかな』

　マリスのことをずっと思い続けて亡なくなったエリザのことを、ミーナは考えた。

　きっとマリスは、エリザが思うほどは彼女のことを深く考えたことはなかっただろう。優しいところがあるから、病びよう床しようの身を気き遣づかって贈り物などしたが、エリザがそれで恋心を育てて苦しんだなど、生しよう涯がい知ることはないのだ。

『エリザは可か哀わい相そうだったな。生きていれば、マリスと結ばれたかもしれないのに』

　そこで神様は、ふっと気配を遠のかせた。そういったことをするときは、必ずミーナに知られたくないことを考えているのだ。

『わたしは諦あきらめないわ。だって、未来はまだわからないままでしょ？　努力すれば変えられるのよね？』

『なんだよ、そんなにエバンズと結ばれたいのか？　そりゃエバンズは、姫ちゃんの周りにはいないような、苦しみを背負った騎士だが、そういうところにぐらっと惹ひかれてもだな、後でこんな人じゃなかったのにって、後こう悔かいするかもしれないぞ』

『神様だって、ずっとわたしの側にいてくれるわけじゃないわ。そうなったら、他の人の本心なんて、ずっとわからないままじゃない。黒騎士様の今の気持ちはみんなわかってるんだから、それでも好きな自分の気持ちを大切にしたいの』

　誰もがミーナの前では、いい顔を見せたがる。それはミーナが王女だからだ。笑顔の向こうに別の顔があっても、ミーナに知ることはできない。

　エバンズはミーナが王女だと知ったら、いきなり媚こびるようになるのだろうか。いや、そういうことはしない男だと、ミーナは信じていた。

『そういう意地っ張りなところは、ゴート王にそっくりだ。負けるのは嫌い、だろ？』

『そうね……何もしないで負けるのは、一番嫌い。精いっぱいやって負けたら、それは自分の実力不足なんだって、素直に認めるわ』

　だからって恋は戦いじゃない。明確な勝ち負けなんてものはないのだ。

　ミーナには、城に戻ってからどうやってエバンズと出会えるのか、その方法もわからないままだったから、勝つための作戦もままならない。

『まあ、頑がん張ばれ。明日にはさよならだ……。ついでに、俺ともな』

　神様から寂しそうな気配が伝わってきて、ミーナは思わずエバンズの手を強く握りしめてしまった。

『神様、もう少し側にいて。お願い』

『駄だ目めだよ、姫ちゃん。助けてくれたことは感謝するが、そうやって俺に依い存そんするようになると、自分を見失う。まずは自分を取り戻せ』

『だけど神様、今度はどこに行くの？　おいしいものは食べられるのかしら。あまりワインを飲まないでごめんなさい。もっと飲んで欲しかったでしょ？』

　いつだってこうやって心を通わせられる存在がいたら、人は何も悩まずに生きていけるのだろう。けれどそれは神様の望んでいることじゃない。

『優しいね、姫ちゃん。人を思いやる心を忘れるな。それさえあれば、姫ちゃんはみんなに愛される、素す晴ばらしい王女になれるよ』

『ありがとう……神様』

　まだ別れのときじゃないけれど、ミーナの目からは、すでに涙が溢れてきて止まらなくなっていた。








◆◆◆






　祈き禱とうのために一ひと月つきは尼に僧そう院いんに籠こもるはずだったが、予定を切り上げてミーナは城に戻った。真っ先に両親に挨あい拶さつに行くと、父はご機き嫌げんで出迎えてくれた。

「そうか、戻ったか。女によ官かん長ちようの病やまいに対して、責任を感じたのはわかるが、一月っていうのは長いだろう。皇こう太たい后ごうが長期滞在していたのは、年寄り仲間と話をするのが楽しくて行っていたんだ。若いミーナには、話し相手もなくて退屈だっただろうな」

　父は恥はずかしいくらい正直に、ミーナが戻ったことを喜んでくれていた。

　もしあそこで神様に出会わなかったら、こうして両親と再会することもできなかったのだ。そう思うと、何度反省してもし足りない。

「ミーナ、武術大会はどうするの？　今から訓練を再開しても、以前のように調子は出ないと思うけれど」

　母に言われて、ミーナは頷うなずいた。

「今年は、もう諦あきらめました」

　武術大会に出たいという情熱が、すでに消えてしまった。それにあの恐おそろしい実戦を経験した後で、命の危険のない武術大会で勝つことに、どれだけ意味があるかと疑問に思い始めている。

「ジュリアに勝ちを譲ゆずるつもり？　勝負をしないで勝ちを譲った気になるのは、傲ごう慢まんとも言えるわよ」

　さすがに母は手厳しい。ジュリアに勝ちを譲る気で出ないのではないのだと説明したかったが、そうなるとすべてを話してしまいたくなる。ミーナは迷った末に、曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。　　　　　　　

「いいじゃないか。今年はミーナが観戦に回ると知ったら、男たちの士し気きが上がる。皆、王女にいいところを見せようとするからな」

　やはり父も、ミーナが武術大会に出ることには反対らしい。出ないとなって機嫌がよくなったこのときに、ミーナは思い切って自分の考えを言ってみた。

「お父様、もし近きん隣りん諸国の王子や、高位の貴族の方が、武術大会のときにわたしに求婚してきたら、どうすればいいでしょう？」

　兄たちと武術の腕を競きそい合うことばかりを楽しんでいたミーナが、いきなりそんなことを言いだしたせいで父は慌あわてだした。

「いや、それはまだ早い」

「早いのですか？　王族の姫君の婚約は、どこでも十四歳くらいからですわ。もっと早いところもあるでしょう？」

　ちくっと母は言ったが、その顔は明らかに面おも白しろがっている。そしてミーナにだけわかるように笑ってみせた。

「ゴシュラムは平和だけれど、近隣の国はどうなのですか？　伯お父じ上うえがいらっしゃる、ウラルも平和ですよね。ハッシュウィルは？　シェルランドはどうかしら？」

「待て……婚こん姻いん相手にいいような王子がいる国となると、ハッシュウィルとザルツくらいのものだろう。他はまだどこも幼おさないはずだ」

「シェルランドもですか？」

「うむ。先の后きさきが生んだ王子は、二人とも幼いうちに儚はかなくなった。今の王妃が生んだ王子は、まだ三歳くらいだ。王女ばかり四人もいて、マリスとラウルの后候補にと言われているが、どうもなぁ」

　それを聞いて、ミーナの全身が粟あわ立だつ。

　神様があえて触ふれなかったこと、それが何となくわかったような気がした。

　先の后が生んだ王子が二人、それに王の弟とその一家が亡なくなっている。王位継承権を持つエバンズは、爵しやく位いを奪われてしまった。

　なぜ神様が、ミーナを利用しようとしたのか、これでやっと意味がわかった。

　シェルランドは大変な危機に直面している。今の王妃とその兄のバイロン公こう爵しやくは、シェルランドを乗っ取ろうとしているのだ。

　エバンズがゴート王を暗殺して爵位を取り戻したとしても、すぐにまた誰だれかにエバンズ自身が殺されるだろう。そしてすべての罪は、エバンズになすりつけられるのだ。

　さらにバイロン公爵は、王を失い、次期国王も決定していない騒乱に乗じて、ゴシュラムに攻め込む気かもしれない。

　この危機を伝えられるのは、ゴート王がもっとも信頼する者。

　家族しかいないと神様は考えたのだ。

「他国に嫁とつぐ必要はない。ゴシュラムの貴族の中にも、見み所どころのある者はいるだろう？　どうだ、気になるような者はいないのか？」

　悩んでいる父を見ていて、ミーナの胸は急に苦しくなってきた。

　両親と兄をとても愛している。この素す晴ばらしい家族が、いきなり奪われたとしたらどうだろう。

　エバンズは奪われたのだ。

　両親と妹を。

　しかも自然に見えるように、長い時間をかけ、毒どくを盛られて。

　闇やみの中から現れた黒騎士の姿が、ミーナの脳のう裏りに蘇よみがえった。

　禍まが々まがしいもののように見えた黒騎士は、本当に禍々しいものの象しよう徴ちようだったのだ。

「ミーナ、どうしたのだ？　顔色が悪い。婚姻を急がせるようなことはないから、安心しなさい。武術大会に出たいなら、ああ、もう好きにするといい。ただし弓矢だけにしておくように。間違っても組み手は駄だ目めだ」

　玉ぎよく座ざを下りて、ミーナを抱き抱かかえるようにして父は優しく声をかけてくれる。

　もしシェルランドの話をしたら、この正義感の強い良王は、危険を顧かえりみずに助けに向かってしまうだろうか。

　そうなったら今度はミーナが、父親を失うことになるかもしれない。

　だから言えない。たとえ神様が、伝令役にミーナを選んでいたとしても、伝えてしまってすべてが壊れるのが怖かった。

「ミーナ……ミーナ？　何があったの？」

　母がミーナの手をしっかり握にぎり、その目を見つめて訊きいてきた。

　どうして神様は、伝令役を母にしなかったのだろう。または直接、父に話しかけてもよかったはずだ。

「何もありません。お父様とお母様が、そんなにもわたしのことを思ってくださっているんだと思ったら、胸がいっぱいになってしまって……」

　この両親と神様がいれば、エバンズを救える。

　絶望の淵ふちから、手を差し伸べてエバンズを引き上げることができるのだ。

　だがどうやって伝えればいいのだろう。そして伝えたところで、エバンズは今、どこにいるのかもわからない。

　クラウドとジュリアが、ミーナが戻った後で小屋を調べに行ったら、すでにどこかに行ってしまった後だった。驚異的な回復をしたエバンズだが、またイライザたち盗とう賊ぞく団だんに狙ねらわれたらと思って、身を隠してしまったのかもしれない。

「ミーナ……」

　母はじっとミーナを見つめているうちに、何かを察さつしたようだ。けれどここであえて追究しないところが、聡そう明めいな母らしかった。
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　ゴシュラムで一番の催もよおしは、やはり武術大会だ。貴族や騎士でなくても、腕に自信があれば参加できる。中にはこの武術大会で名を上げ、しまいには貴族となった者もいた。

　しかもこの国の人間でなくても参加できるとあって、近きん隣りん諸国から参戦する者も年々多くなっていた。

　参加者の最大の野望は、ミーナ王女の目に留まり、上う手まくすれば婚こん姻いんできるかもというものだ。または二人の王子の騎士となって、栄誉ある王の騎士となることだった。

　ここ四年の間、残念ながら王の騎士となれた者はいない。なぜなら二人の王子のどちらかが、常つねに勝利してしまうからだ。

　不正が行われていると陰かげ口ぐちを叩たたく者もいるが、決してそんなことはない。かつてこの武術大会で数年連続して優勝者だった王が、そんな不正を認めるはずはなかった。

　王とは自みずから戦って国を守る者、その信念がゴシュラムの王家にはある。だから王族たる者、弱くてはいけないのだ。

　競技は馬術、剣術、組み手と弓矢があるが、それぞれの部門での勝者がまず選ばれ、最後に総合得点で優勝者が決まった。

　今年はどちらの王子が勝者になるのかと、会場となる王宮前の広場では、賭かけに興じる声が騒がしい。

　そんな中、漆しつ黒こくの馬に乗った、見事な甲かつ冑ちゆう姿の騎士の登場に、広場は一瞬で静まりかえった。

　騎士は老おいた従者を一人伴ともなっているだけだ。休憩のために野営テントを張ることもなく、静かに受付の順番を待っている。

　どこからともなく、囁ささやき声が聞こえ始めた。やがてそれはどんどん大きくなって、会場内外にいる見物人の間に広まっていく。

「黒騎士だ」

「あれが黒騎士だ」

　中には『黒騎士ーっ』と叫びだす者まで現れた。いつもなら王子たちの登場で沸わき上がる会場が、すでに興奮状態になっている。

　ミーナは両親の横の席に座って、そんな狂乱状態をじっと見守っていた。

　あれは間違いなくエバンズだ。普通のものより、はるかに頑がん丈じように作られているあの漆黒の甲冑を、楽々纏まとえる者はそういない。

　エバンズは生きていた。それがわかっただけでも嬉うれしいが、皆に歓迎されているのに、動じることもなく堂々としている姿を見ていると胸が熱くなってくる。

「あれが噂うわさの黒騎士か」

　そこで父は、母の後ろに控ひかえている王妃の第一騎士、レディ騎士をちらっと振り向いた。

「どう思う、レディ騎士。あの騎士の甲冑だが」

「明らかに私が作らせたものと同型です。ただし、胸の部分は違っておりますが」

　レディ騎士は不ふ愉ゆ快かいそうに答えた。

「馬まで、ジョージアと同じようなものに乗っているわね」

　母も興味を示したようだ。身を乗り出すようにして、黒騎士を眺ながめている。

　受付を終えると、試合開始前に参加者は王への謁えつ見けんを許される。ただし刻ときは限られていて、礼をするだけが普通だ。そこで王は、相手の身分と名前を確認することになる。

　謁見は受付の順番と違い、身分が高位の者からになる。今年はザルツ国から若い王子が参戦していて、一番最初に礼をしてきた。王子の目はミーナに釘くぎづけで、父を見るよりミーナを見ているほうが長い。さすがにそれには父もむっとしていた。

　本来なら黒騎士は、公こう爵しやくという高位の貴族だ。けれどなかなか名前を呼ばれない。やはり爵位を剝はく奪だつされたことが影響しているようだ。

　ミーナと同じように、やきもきしているのは観客も同じだった。貴族の名前が呼ばれ、必要以上に長い間挨あい拶さつしていると、ピーピー口笛が鳴ったり、ブーといった野や次じが飛び交う。皆もひたすら黒騎士が、本当の名で呼ばれて登場するのを待っているのだ。

　そしてついに黒騎士が、兜かぶとを外はずして現れた。すると観客席の女性たちの中から、キャーッと悲鳴のような声が上がる。

　ゴシュラムのレディたちは、おしとやかなことで知られているが、この日だけは特別だ。目当ての騎士に与えるハンカチを手にして、最前列で待ち構えている。

「ベッヘル騎士団、名誉騎士、エバンズ・オーガスト卿きよう」

　呼ばれた名前に爵位はない。エバンズはただの騎士として登場したのだ。

　黒髪の美しい若者に、まるで花びらのようにハンカチが次々と降りかかる。けれどエバンズはそれを拾うこともなく、王族席の前に現れた。そして形式的な礼をしたが、その前にひらひらとハンカチが落ちたのを見て、怪け訝げんそうに顔を上げた。

「あっ！」

　エバンズは驚いている。だが驚いているのはエバンズだけではない。父も母も、周りにいる大臣や貴族たちも、全員がミーナの取った行動に驚いていた。

「あなたは……夢の精霊……」

　ミーナはただ優しく微ほほ笑えむ。

　怪け我がも治り、こうして武術大会に来てくれただけで嬉うれしい。さらに父に対する、謂いわれのない復ふく讐しゆう心しんが消えていたらもっとよかった。

「陛へい下か……失礼を承知でお願いいたします。王女様のハンカチを、いただいてもよろしいでしょうか？」

　ハンカチはレディからの求愛の印しるしだ。その気がなくても、騎士たるものはレディに恥はじをかかせないために受け取る。けれど黒騎士は、ここまでの間、一枚のハンカチも拾ってはいない。

　なのにミーナのものは、受け取ろうとしている。

　何も知らない者からすれば、王女様のハンカチを拒こばむことはできないだろうと思うだけだ。けれど両親は、そうは思わない。ミーナがハンカチを用意していたことが意外だったろうし、黒騎士の顔にミーナを知っているといった表情が浮かんだことも、見み逃のがしていないはずだ。

「目の前に落ちたハンカチは貴殿のものだ。取るがいい、オーガスト卿」

「ありがとうございます。王女様、よろしければ礼をしたいと思いますが、御お手てに触ふれることをお許し願えますか？」

　ミーナは黙だまって頷うなずき、右手をそっとエバンズの前に差し出した。エバンズはその手を恭うやうやしく取り、そっと握にぎる。

　すると二人の間に、あの小屋での情景が同時に蘇よみがえった。

　ミーナはエバンズとしっかり見つめ合う。そして心の中で話しかけた。

『お力になります、オーガスト公爵。だからお願い、父を暗殺することなど忘れて』

　思いは通じただろうか。エバンズはミーナの手に唇くちびるを押し当てると、深く礼をしてその場を去ってしまった。

　再び、会場内は騒乱状態になっていた。ミーナはハンカチを落としたことが、こんな騒ぎになるとは思わなかったので、席に着いてからは身を小さくしているしかなかった。

「いったい、いつ、どこであの男と知り合ったんだ？」

　父は最高に不ふ機き嫌げんな声で訊きいてくる。

「あら、黒髪で素す敵てきな殿方でしたわね。陛下のお若い頃にそっくり」

　母が笑顔で言っても、いつものように機嫌はすぐに戻らない。

「まさか黒騎士を訪ねていったりはしていないだろうな？」

　父に睨にらまれて、ミーナはますます体を小さくする。するとレディ騎士が、両親にだけ聞こえるように、顔を寄せてきて囁いた。

「エバンズ・オーガストは、本来なら王位継承権を持つシェルランドの公爵です。父君が亡くなられた後、なぜか爵位を剝奪され、追放状態でゴシュラムにやってきました」

「オーガスト公爵？　ああ、覚えている。素晴らしい庭園のある邸やしきに住んでいた、あの公爵の息むす子こか」

「はい、シェルランドにはもう一人、現王妃の兄である者が公爵となっております。バイロン公爵と名乗っておりますが、元は綿花の売買をしていた商人でして……」

　ミーナはレディ騎士がそこまで詳しいことに驚いた。確かに彼女はシェルランドの出身だが、生家の父親と上手くいっていないのか、ほとんどシェルランドのことを話題にしないのだ。

「商人が公爵となり、由ゆい緒しよ正しき公爵は……騎士となったのか」

　父の顔から怒りが消えた。そして次々と挨拶してくる参戦者に、儀礼的な笑顔を向けている。その目は全く笑っていなくて、何かを考える顔になっていた。

「そのようですわね。それでミーナ、ウラルは元気そうだった？」

　突然その名前が出てきて、ミーナはしゃんと背筋を伸ばす。やはり母に隠し通すことはできなかったようだ。

「え、ええ、まあ……その」

「黒髪の公爵は、ウラルのお知り合い？」

「いえ、神様もほっとけなかったみたいで……」

　ついに挨拶する参戦者の列は終わり、最後にマリスとラウルが登場した。するとまたレディたちは、大おお慌あわてで最前列に駆かけ寄り、ハンカチを振り回した後で、それぞれ目当ての王子の前に投げつける。

　二人はハンカチを拾うことなく、真まっ直すぐに前を向いて歩いてくる。そして両親の前に来ると、にこやかに礼をした。

「ベッヘル騎士団か……二人とも、エバンズ・オーガスト卿にだけは負けるな」

　ミーナがハンカチを落としたことで、まだ腹を立てているのか、父は兄たちにまでそんなことを言う。するとラウルが、とんでもないことを言いだした。

「陛下、もしオーガスト卿が優勝したら、僕の第一騎士にしてください」

「馬ば鹿か者ものがっ。最初から負けることを想定して、戦いに出向くやつがいるかっ！」

「でも陛下。そんなに強い騎士なら、僕にとってもいい指導者になります。それに僕の第一騎士なら、ミーナの花はな婿むこになっても見み劣おとりしませんよ」

　もういいからさっさと行けというように、父は手を振ってしっしっと兄たちを追い払う。普段ならラウルの暴言に、何か言い返すマリスだが、今日は一言も喋しやべらず怒ったような顔をしていた。

　きっと心の中で、エバンズにだけは負けたくないと闘とう志しを燃やしているのだ。

「ジョージア、ベッヘル騎士団って、そんなに強いの？」

　母は呑のん気きにレディ騎士に訊いている。するとレディ騎士は、ため息とともに答えた。

「はい、正義のためなら、どこにでも出向いて戦うのがベッヘル騎士団です。訓練は厳しく、ほとんどの入団者が、一年ももたずに逃げ出します。オーガスト卿が本当にベッヘル騎士団の名誉騎士なら、強さはかなりのものでしょう。マリス様もラウル様も、今年は優勝を逃のがすかもしれません」

「つまり何年も厳しい訓練をしてきたのなら、その間に浮いた話とかはないわよね？」

「王妃様……そんなことを心配されているのですか？　ベッヘル騎士団の騎士は、ほとんどが堅かた物ぶつです。ハンカチを拾わないのがいい例で……あ、ま、例外もありますが」

　レディ騎士は苦笑しながら、ミーナを見ている。そこでミーナは、はっと気付いてレディ騎士に訊いていた。

「レディ騎士、ジュリアがいないわ？　どうしたの？」

「さあ……私にもわかりません。武術大会より楽しいことでも、見つけたのかもしれませんが」

「まさかわたしが出なかったから？　ジュリアに勝ちを譲ゆずるために、出なかったわけじゃないのに」

　勝ちを譲るなんて考えは、傲ごう慢まんだと母に言われた。ジュリアも同じように感じて、出るのをやめてしまったのだろうか。

「ミーナ様、そのような心配は無用です。去年、ミーナ様に勝てなかったのは、本人の努力が足りなかった結果ですから。それに私としては、ジュリアにはそろそろ女らしくなってもらってもいいと思っておりますので」

「あなたがそんなこと言うなんて、意外だわ」

　ミーナに代わって、母が大げさに驚いてくれた。するとレディ騎士は、居並ぶ参戦者を見ながら呟つぶやいた。

「どう努力しても、ジュリアは心まで男にはなれません。あの子には、もっとも相応ふさわしい生き方を選んで欲しいものです」

　ではジュリアは、どうしても第一騎士にならないといけないなんてことは、もうなくなったのだ。自由になったのだと、ミーナは羨うらやましく思った。

「ああ、今回の大会は楽しみねぇ。オーガスト卿はいくつの部門で一番になるのかしら。ベッヘル騎士団が最強なら、組み手と剣は間違いないわね。今年はミーナとジュリアがいないから、弓矢だけは波乱含みね」

　母は一人で浮かれている。そして浮かれている母の横で、父はぶすっと押し黙だまっていた。

　エバンズが優勝してしまったらと、それぞれに思うところがあるのだろう。少なくとも母は、素直に喜んでくれている。

　問題は父だが、ミーナを可か愛わいがっている父としては、エバンズなんて気に入らないはずだ。けれど正義の人であるゴート王としては、爵位を剝はく奪だつされた元公爵を第一騎士として招いたら、それなりの助けをしてやりたいと考えるだろう。

　高らかに喇らつ叭ぱが吹き鳴らされた。それと同時に、まず最初の剣の試合が始まった。
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　エバンズは会場内で、ずっとカイルの姿を捜していた。自分にとって、一番の敵となるのはカイルしかいない。彼こそ本当の好こう敵てき手しゆだと、戦えるのを楽しみにしてやってきたのだが、期待は見事に裏切られた。カイルは参戦していなかったのだ。

　代わりに別の驚きが待っていた。

　エバンズは水色の絹きぬのハンカチを握にぎりしめる。顔に近づけると、微かすかに花の香りがした。まさかあの美しい乙女おとめが現実にいて、しかもミーナ王女だったとは、思いもよらなかった。

　ミーナと再会できたのは嬉うれしいが、様々な疑問が浮かんでくる。

　どうして一国の王女ともあろう者が、あんな粗そ末まつな猟りよう小屋で、怪け我が人にんの世話などしていたのだろう。

　その理由を訊たずねたくても、目が覚めたらミーナもカイルも小屋から姿を消していて、エバンズには二人の行き先を調べようもなかったのだ。

　カイルがミーナを、あの小屋に呼んだのだろうか。それともミーナが、最初からカイルにエバンズのことを探さぐらせていたのか。

　エバンズは、カイルがミーナの兄きよう妹だいか従い兄と弟こなのかと疑いだしている。カイルにはどこか人と違う、高貴な雰ふん囲い気きが備わっていたからだ。

　最初こそ盗人のように見せていたが、途中から本質が現れたようだ。何人もの人格があるかのように、カイルの印象はくるくる変わる。うんと年上のように思えるが、次の瞬間には少年のようで、時々は少女ともなった。

　彼はいったい何者だったのだろう。

　会場には二人の王子がいる。そのうちの一人、黒髪のマリスを見ると胸が痛んだ。

　マリスはもうエリザのことなど忘れただろう。エリザが生きていたら、あの美しい王子を見て、今でも胸を焦こがしているはずだ。そう思うと見ているだけで辛つらくなる。

　エバンズは剣を握った手を見つめた。ベッヘル騎士団の訓練は厳しかったが、そのおかげで生き延びたのだ。

　まさか自分の邸内に、こっそりと毒どくを盛る者がいたなんて、カイルに言われるまで想像すらしなかった。

　けれど毒殺者はいたのだ。魔の手は王宮内にまで延びていて、先の王妃と王子も、エバンズの父や母と同じ毒を盛られたのだろう。

　すぐには効かない毒だ。長い間、少しずつ体を弱らせていく毒だから、傍はたから見たら病弱なだけにしか見えない。

　邸やしきにも戻らず、ひたすら修行してきたことを、エバンズは今になって後こう悔かいしている。自分がもっと頻ひん繁ぱんに邸に戻っていたら、あるいは毒のことにもっと早く気付いたかもしれない。そうしたらエリザも救えたのだ。

　王の席をエバンズは振り返る。そこには華はなやかな水色のドレス姿のミーナがいた。

　ミーナと手を握り合ったら、正直にすべてを話すことができるような気がする。

　ゴート王を恨うらんでいたが、今ではそれが巧たくみに誘導された結果だと確信していた。ゴート王の助けが欲しいが、ではどういう助けがあったら、伯お父じのシェルランド国王を救えるのだろうか。

　まずはゴート王に、かつて敗戦したハッシュウィル軍の生き残りが、盗賊団となった今でも、王の命を狙ねらっていると伝えるべきだ。

　その盗賊とエバンズとの間を取り持ってくれたのは、バイロン公こう爵しやくだった。観客の中にも、バイロン公爵の手の者が隠れているのだろう。そしてエバンズがゴート王に真実を告げるかどうか、様子を窺うかがっているのに違いない。

　勝者となれば、ゴート王と話ができる名誉が与えられる。だからエバンズは、何が何でも勝たねばならなかった。

　ところが剣の試合で、最初に当たった相手は、何とあの黒髪の王子マリスだった。

「オーガスト卿きよう、妹君のことはお気の毒でした。葬そう儀ぎに出席できなかったことは、今でも心苦しく思っております」

　試合前の挨あい拶さつのときに、マリスはいきなり何年も前の話をしてきた。

「お心こころ遣づかいありがとうございます、殿下。妹は殿下にいただいた本を抱いて、埋まい葬そうされました。短い生しよう涯がいの最後に、殿下のおかげで幸福な夢を見られたようです」

　エバンズが礼を返すと、マリスは悲しげな顔をしてみせた。

　そこでエバンズは、これもマリスの作戦なのかなと思い始める。マリスは一瞬で、剣の腕ではエバンズには勝てないと判断したのだろう。そこでエバンズに、心理的な攻撃を仕掛けてきたのだ。

　恩のあるマリスに、エバンズは手加減するはずだ。そう思っているようだ。

　それは別に卑ひ怯きようなことではない。相手の言葉で動揺するような者は、戦いの場では生き残れないからだ。

　マリスはなかなかの策士だけれど、負けるのは苦手だろう。自尊心の塊かたまりのようだから、一度でも負けたら最後、実力を発はつ揮きするのは難しくなりそうだ。

　そう思ったエバンズは、剣の試合が開始されると、いきなり本気でかかっていった。迷ったり考えたりしている暇など、マリスに与えてはいけない。力で押し切るべきだ。

　二回の優勝経験があるだけに、マリスはなかなかの使い手だ。けれど実戦の経験は少ないせいか、やはりどこかに甘さがある。

　この大会では、王子たちに勝てればそれで優勝間違いなしなのだ。だから手は抜かない。エリザには恨うらまれるかもしれないが、無念を晴らすためには負けられないのだ。

　相手の剣は読めた。そこでエバンズは一気に間合いを詰めて、マリスに迫せまる。真剣勝負だったら、マリスの喉のどを突いていただろう。なのに審しん判ぱんは、エバンズの勝利を告げるのに僅わずか躊躇ためらった。

　負けたマリスは、呆ぼう然ぜんとしている。エバンズが試合後の礼として手を差し出すと、力なく握ってきた。

「ベッヘル騎士団か……王子である私たちには、入団が許されない聖地だ。素す晴ばらしい」

　称しよう讃さんしてくれたものの、その顔には悔くやしさが溢あふれ出ている。エバンズはにこやかに微ほほ笑えんで、頭を下げるしかなかった。

　その後もエバンズは順調に勝ち進んだ。そして乗馬の試合となって、エバンズは改めてラウルを間近に見た。

　幼おさない頃は騒々しいだけの子供だったが、今はそれを陽気ないい雰囲気に変えている。どちらかというとラウルのほうが、ミーナによく似ていて、そしてまたカイルにも似ていた。

　カイルはラウルが姿を変えていたのか、何度もそう疑ったが、やはり違う。ラウルには、カイル独特の大人おとなびた雰囲気がない。

「オーガスト卿、貴殿はもうじき、僕の第一騎士だ」

　馬を並べた途と端たんに、ラウルは陽気に言ってくる。

「ミーナは目が高い。なかなかの色男だし、貴殿、かなりやるよな」

　親しげに言われて、エバンズはこれもまた作戦かなと疑ってしまう。敵に対して親密感を持ってしまったら、つい手た綱づなを緩ゆるめてしまうかもしれない。ましてや相手は王子で、第一騎士にするなどと甘いことまで言ってくれるのだから。

「しかしいい馬だ。子を作る予定があるなら、ぜひ教えて欲しい」

　ラウルは馬が好きらしい。じろじろとエバンズの馬ばかり見ていた。

　エバンズの愛馬は、すでにかなり興奮している。この馬は主人以上に勝つことが好きだ。宝石一つ分の価か値ちのある馬だけに、エバンズはとても大切にしていた。

　愛馬のためにもエバンズは、勝ちを譲ゆずったりは決してしない。合図の旗が振られた途端に飛び出した愛馬は、あっという間に先頭を走りだす。

　ラウルだけが必死でついてくる。他の馬とはどんどん距離を開いていった。

　やはりエバンズの好敵手となるのは、カイルしかいない。それともこの国の本当の実力者は、王子たちに遠えん慮りよして参加していないのだろうか。

　平和な国の王子たちだ、こんな大会で勝つしか、自分たちの力量を試せないのだろう。だがそれでいいのかと、エバンズはつい心配してしまう。

　危機は近づいている。父王を助け守るためには、王子たちにももっと試練が必要だ。

　やはりゴート王に、危険が迫っていることを進言すべきだろう。そうしなければ、油断しているうちに王子たちとて命を落とすかもしれない。

　兄を失ったら、ミーナが悲しむ。そう思うと、エバンズも決意を強くしていた。
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　願ったとおり、エバンズが優勝した。観客は黒騎士バンザイと大騒ぎしている。

　すべての競技で一人が一位を独占したのは久しぶりのことだ。ミーナはまるで自分のことのように、誇ほこらしさで胸がいっぱいになった。

　父は機き嫌げんが悪い。毎年、自分の息むす子こを勝者として満面の笑みで迎えていたのに、そうはいかなかった苛いら立だちもあるだろうが、それ以上にミーナと何かあるのが気に入らないのだ。

　勝者の黄金メダルを贈られたエバンズが、玉ぎよく座ざに座った父の前に、左膝を地面につけた姿で蹲うずくまっている。

　王の騎士となりたければ、ここで宣せん誓せいをすることになるのだ。

「エバンズ・オーガスト卿きよう。ゴシュラム王国の騎士となる道を選ばれるか？」

　厳おごそかに父が訊たずねている。

　どうかはいと答えてと、ミーナは両手を胸の前で組みながら祈った。

「それとも……シェルランド王国に戻って、公こう爵しやくとしての復権を果はたされるか？」

　意外な言葉が、父の口から出てきた。試合を観戦している間に、父は自分なりにエバンズのことを考えていたのだろう。

「貴殿のような優すぐれた騎士が、爵位を剝はく奪だつされる理由がわからない。名誉を回復するために、この国も私も、力を貸そう」

「陛へい下か……」

　エバンズも驚いている。けれどミーナはがっかりしていた。

　エバンズがシェルランドに戻ってしまったら、会えなくなってしまうではないか。それともエバンズが爵位を取り戻し、しかるべき身分となって、新たにミーナに求婚しに来るまで待てというのか。

　その間に、他のレディに心が移ってしまうかもしれない。エバンズはミーナがこんなに想っていることを、知らないのだから。

「陛下、その前に進言したきことがございます」

　そう言った瞬間にエバンズは立ち上がり、腰の剣を抜いた。

　誰だれかが悲鳴を上げた。周囲は騒然となっている。

「駄だ目めよ、黒騎士様！」

　ミーナも思わず叫さけんでしまう。

　神様が改心させてくれたのではなかったのか。父が手を貸すと言っているのに、やはりゴシュラム国王を暗殺して帰国し、爵位を取り戻す道を選んだのか。

「お願い、黒騎士様」

　ミーナが飛び出そうとしたら、いきなり背後からぐっと肩を摑つかまれた。見るとレディ騎士が、ミーナと母を守るように剣を抜いていた。

「違うの、レディ騎士。あの人は暗殺者なんかじゃないわ」

　そう、エバンズは暗殺者ではなかった。

　観客席の中から、ドレス姿の女が飛び出してきたのだ。その女がドレスのスカート部分を毟むしり取ると、その下の脚には何本もの短剣が巻き付けられていた。

「陛下、お守りいたします」

　女が投げた短剣を、エバンズは剣で薙なぎ払う。そして自身が傷つくことも恐おそれず、女との距離を縮めていった。

　女は両手に剣を持ち、エバンズを相手に戦いだした。そうして戦っているうちに、髪がおかしな感じで崩れていく。どうやら鬘かつらをかぶっていたらしいが、その下から現れた銀色の髪を見て、ミーナは叫んでいた。

「イライザだわっ。盗賊団の団長よ」

　父や母と同じくらいの歳としだろうに、イライザはかなり強い。あのエバンズでさえ、戦うのに苦労していた。

「あの女……無敗軍団……」

　レディ騎士はきりりと唇くちびるを嚙かんでいる。ミーナと王妃を警けい護ごしなければいけないから、側そばを離れることができないが、本当はイライザと戦いたいのではないかと、ミーナは思ってしまう。

「ジョージア、私たちなら大丈夫よ。衛えい兵へい、剣を、私とミーナに」

　母は立ち上がり、おろおろしている衛兵から剣を奪い取って、さらに叫んだ。

「何を躊躇ためらっているの。ミーナの大切な人を守って」

「はい、王妃様」

　赤い髪を靡なびかせて、レディ騎士は走りだしていた。

　観客席から、剣を手にした男たちがなだれ込んできた。見覚えのある顔が混じっている。あれは盗賊団の男たちだ。観客は武器の携帯を許されていないはずなのに、やはり城の内部に内通者がいて、すでに武器を用意して隠していたのだろう。

　マリスとラウルも、剣を手にして参戦する。武術大会に参加していた騎士の中には、悲鳴を上げて逃げ出す者もいたが、果か敢かんに戦ってくれる者もいた。

「ああ、もっと早くに、わたしが神様からの言こと伝づてを伝えていたらよかったのに」

　ミーナは激しく後こう悔かいした。

「いいのよ、ミーナ。ウラルは、私たちが平和に慣れてしまって、大切なものを忘れていたことを教えたかったんだから」

　ミーナは母と背中合わせになりながら、剣を構えて攻撃に備える。そんなミーナの前に、すっと弓矢が差し出された。

「ジュリア」

　すでに甲かつ冑ちゆうを纏まとったジュリアが、ミーナの弓矢を手にして微ほほ笑えんでいる。

「こんなことになったらいけないと思って、今回は参加せずに警護していました。盗賊団の団長を、もっと早くに見つけられずごめんなさい」

「いいのよ、わたしたちも援護にまわりましょ」

　だが敵味方が入り乱れていて、矢で射るには難しい。ミーナはイライザを狙ねらったが、エバンズとレディ騎士、二人同時に相手をしているイライザを標的として捉とらえるのは難しかった。

　何か察したのだろうか。イライザがミーナを見た。二人の視線が絡からみ合ったと同時に、イライザはにやっと笑う。

　そしていきなり走って退却を始めた。

　競技を終えた馬たちが、広場の一画に集められている。そのうちの一頭にイライザは飛び乗った。それを合図に、何人かが退却を開始する。

　中に一人、エバンズの馬に乗ろうとした者がいたが、漆しつ黒こくの馬は乗り手を選ぶのか、前脚を上げて激しく嘶いななき、不審な乗り手を振り落としていた。

　イライザを追って走りだしたミーナは、そこで恐ろしいものを見た。何とイライザは、仲間の盗賊なのに、落馬してからよろよろと立ち上がった男の喉のどを、一瞬で掻かき切ったのだ。足手まといになるような仲間だったら、ここで捨てていくつもりなのだろう。

　ミーナは呆ぼう然ぜんとして立ちつくす。

　今なら射ることができるという、絶好の機会なのに、手が震ふるえて駄目だった。

「ミーナ王女、危険です。こんなところにいてはいけない」

　気がつくとエバンズが側にいて、ミーナを抱かかえるようにして走りだしてしまった。

「黒騎士様……剣を抜いた瞬間、一瞬、あなたを疑いました」

「疑われて当然です。私は、愚おろかだった。この曇くもった目を開いてくれたカイルは、あなたの騎士ですか？」

　エバンズは今でもカイルを捜しているのだ。そう思うと、ミーナは悲しくなってくる。二度とカイルとなって、エバンズと戦うことはない。王女として崇すう拝はいされるのとはまた違う、遠慮のない自然な関係は終わってしまったのだ。

「騎士ではありません。カイルは……わたしたち皆の友人です」

　国軍が到着し、広場はますます騒然となっていく。そんな中でも、イライザたち数人は、馬を奪って逃げていってしまった。残されたのは、味方であるはずのイライザたちによって、殺されてしまった盗賊たちの亡なき骸がらだ。

　エバンズはミーナを安全な場所に導くと、そっと手を取り唇を押し当ててきた。

「あなたは救いの女神だ……感謝します」

「父がお助けします。ですから、黒騎士様。もう何も迷わずに、自分の信じた道を進んでください」












　けれどわたしがあなたを想っていることを、どうか忘れずにいて欲しい。ミーナはそう言いかけたけれど、結局は言えなかった。代わりにエバンズの手を強く握にぎり、そのままそろそろ陽ひが陰り始めた空を見上げる。

　遠く、遙はるか遠くを鳥が舞っていた。あれはもしかしたら神様かもしれない。

「神様は、いつでも見守ってくれていますから、どうか……正義の心と勇気を失うことがありませんように」

「ありがとう、ミーナ王女。けれど不思議です。あなたに触れていると、ずっと前からあなたを知っていたような気がしてきます」

「そうですね……わたしも……」

「看病してくれたのはあなたですよね？　どうして私の看病をしてくれたんです？」

「その話でしたら……またいつか……」

　そこでミーナはエバンズの手を離した。

　遠くから両親と兄たちが、ミーナのことを心配そうに見ていることに気がついたからだ。

「黒騎士様……いえ、エバンズ・オーガスト卿、宣誓が途中でしたわ。まいりましょう」

　王の玉座には、イライザが投げた短刀が突き刺さっていた。それを前にして、父と兄はエバンズを凝ぎよう視ししている。

　この男は信頼できるのだろうか。そしてミーナの相手として、認めてもいいものなのだろうかと、悩んでいるのがよくわかる。

　それでもまた宣誓は再開された。ミーナにとって悲しいことに、エバンズはこの国の騎士となることを望まず、爵位の復権を願った。

「再び、公爵と呼ばれることを望みます。すべてはそれが叶かなった後に……」

　叶った後で、エバンズは再びミーナの前に現れるのだろうか。それを待つくらいなら、いっそエバンズを助けるために隣国まで同行したい。

　そう願っても、王女の身分では叶わぬことだった。

　ミーナは神が宿ったものがいないかと、周囲を見回す。そして願った。

『神様、お願い。もう一度、わたしに力を貸してください。わたしにとって生まれて初めての恋だから、ただ待っているだけは嫌なの。それだけじゃないわ。このままだと、お父様やお兄様たちまで、危ない目に遭あいそうなのよ』

　人の運命にかかわってはいけないと、神は遠ざかってしまったのだろうか。だがウラルが神というより友だちだったら、ミーナたちに力を貸してくれるはずだ。

『鳥のように自由なら、どこまでもエバンズ様のことを追っていけるのに……。ミーナは無理でも、カイルなら……』

　空には大きな鳥の姿が見える。ゴシュラムの旗に描かれている大おお鷲わしだった。その姿は神々しいほどで、ミーナに特別の予感を抱かせてくれた。
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　あとがき




　この本を手にとってくださり、ありがとうございます。

　遙はるか遠くの世界からやってきた、不思議な神様がいる世界のお話です。神様、本当は人間たちにあまり干かん渉しようしたくないと思っているようですが、元々がお節介な性質らしくて、つい深入りしてしまうんですよね。

　それで様々な物語が生まれてしまうのですが、その世界を覗のぞきに行ったら最後、ついつい私も書きたくなってしまうのでした。

　神様のいる世界の物語は、以前も書かせていただきましたが、この本から読んでいただいても何の差し支つかえもありません。

　またこれを機会に、前作も読んでいただけるようなら、これ以上の幸せはないですね。

　遙か昔、どこかの国でのお話、楽しんでいただけますように。




　さて、神話で書かれているという、神様がウラル国をつくったというお話、どんなことになっているのでしょう。

　あとがきで書いていいのかと思いつつ、ついまた書いてしまったり……。

　その若者は死にかけていた。金色の髪に青い瞳、屈くつ強きような肉体を持った男だったが、旅の途中で盗とう賊ぞくに狙ねらわれたのだ。着ていたものはすべて剝はぎ取られ、短剣も僅わずかな砂金も奪われてしまった。

　さらには命まで奪われようとしている。剣で斬られた傷口から血はだらだらと流れていき、冷たくなっていく体をどうすることもできず、若者はただ空を見上げてぼんやりとしていた。

　いよいよ死が近づいたらしい。若者は大きな光の球が、自分の近くに落下していく様子を見ていた。これは幻まぼろしで、死ぬ前に天の光が見えたのだと思ったのだ。

　光が落ちてくると、爆風と熱が感じられた。けれど若者が目を開いていられたのもそこまでだった。意識が闇やみの中に沈んでいく。死んだら魂たましいはどこに行くのだろう。素す晴ばらしい世界に行けるのか、それとも恐おそろしい場所に行くのか、そんなことを考えているうちに、ふっと目が開いた。

「ん……まだ生きてるじゃないか？」

　若者は自分の目の前に手をかざす。するとぼんやりと緑色に光っていた。

「やっぱり死んだのかな？　体が、緑色になってる」

『ここを支配する生命体か？』

「んんっ？　何だ、頭の中で声がするが」

　急いで若者は体を起こす。傷はまだ残っていたが、血は止まっていた。寒い夜に裸はだかで放り出されたというのに、寒さもあまり感じない。不思議だと思っていたら、また声が聞こえた。

『体の構造はわかった。生命を維い持じするための、活力源が必要だ。ただちに捕食行動に入るように』

「あんた、誰だれなんだい？　俺の名はウラル、子牛を買いに行く途中で、盗人ぬすつとに襲おそわれたんだが、どうして死んでないんだろう？」

　死ぬどころか、若者ウラルは空腹でたまらなくなっていた。

「ああ、だけどもう村にも帰れない。子牛を買わないといけなかったのに、金を盗とられちまった。服もないし」

『他者の行動……攻撃性……君らは野や蛮ばんな生物だな』

「俺の頭じゃ、あんたの言ってることがよくわからねえよ」

『ウラルの記憶は探さぐった。私にすべてを委ゆだねるといい。その体を借りる代わりに、問題をすべて解決してあげよう。あの銀色の球は、私を入れるものだ。持っていくように』

　何が何だかよくわからなかったが、ウラルは命じられるままに動いた。どうしてもそうしなければいけないような気がしたからだ。

　裸のまま、まだ熱い銀色の球を抱かかえて、ふらふらと歩きだす。するとしばらく行くうちに、肉を焼く匂いがしてきた。

「食い物だ。分けてもらおう」

　喜んで走っていったウラルだが、焚たき火を囲んでいる男たちの姿を見て、足が止まった。さっきウラルを殺そうとした、盗賊の一団だったのだ。

『武器……金属……打だ撃げき……』

「あいつらと戦おうなんて無理だよ。またあんな痛い思いをして殺されるなんて、俺は嫌いやだからな」

『心配ない。行動……開始』

　ウラルは心の中に棲すみついたおかしなものに支配され、そのまま盗賊の前に飛び出していた。そして地面に転がされていた剣を拾うと、それで勢いよく相手を切るというより殴なぐっていた。

『生命維持……優先。攻撃力、奪取』

「ええ、どうなってんだ」

　盗賊たちも、そこにいるのがさっき殺したはずの若者だと気付いただろう。おかしな悲鳴を上げながら、ウラルを攻撃しようとしてくる。

「生命の損失は望まない。速すみやかに、奪ったものを返し、この場を退去せよ。これは命令である。速やかに、退去せよ」

　自分で口にしながら、ウラルには言っていることの意味は半分もわからなかった。

「か、体が勝手に、動いてる」

　さらにもう一人、剣を手にして襲いかかってくる相手を、楽々跳ね返していた。

「す、すげえな、何て力だ」

　剣の切っ先が、一人の男の喉のど元もとに当てられていた。そうだ、この男が俺を刺したんだとウラルは思い出し、自分も同じようにしようと思ったが、不思議とそれ以上手は動かなかった。

「奪ったものを返せ。そして退去……ここから去れ」

　ウラルの言葉に、男は上うわ着ぎの内側に隠していた砂金入りの革袋を、震ふるえる手で差し出す。

「み、緑色の魔物だっ」

　そう叫ぶと、男は仲間を見捨てて逃げ出す。すると慌あわてて他の男たちも、その場から逃げ出していた。

「よかった、砂金も服も戻ってきた。助かったよ、あんた神様かい？」

　肉はほどよく焼けている。ウラルは焚き火の側に座り込み、裸のままでまずがつがつと肉を食べ始めた。

「子牛を買ったら、村に帰る。あんたも連れていってやるからさ、一緒に暮らそう」

　心優しいウラルの申し出に、緑色の魔物は笑ったようだ。姿は見えないが、何となくそんな気がした。




　そしてウラルは……立派な王国をつくるのでしょうが、それはまたいずれ、機会がありましたら。




　イラストをお願いしました佐さ倉くら汐しお様、この世界を彩いろどる、素晴らしいイラストをいつもありがとうございます。出番を待つキャラクターたちがひしめいておりますが、よろしくお願いいたします。

　担当様、いつもいつもすいません。よい子になりたい……と言い続けてますが……。

　そして読者様、この世界に初めてお越しの読者様も、何回も来ていただけた読者様も、楽しんでいただけたなら幸いです。
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Siira Gou




誕生日は６月９日。双子座でＡ型。

東京都出身、栃木在住。

我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。







イラスト

佐倉 汐

Shio Sakura




あたたかーい飲み物が体の芯に沁みる季節。ミルクティーとカフェオレが定番なのですが

最近は高知産のゆず茶が香りが良くてお気に入りです。

ウラルの神様にも入れてあげたい！
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